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「さて、何が見つかるかな……」

　浜はま森もり高校の校門の前で楽しげに呟つぶやいた少年の名は、山やまノの上うえ大だい地ち。大地はこの浜森高校の一年生だ。

　時刻は夜の十二時。とっくに校門は閉まり、夜の学校は静かに眠りについている。

　大地は首にかけていたカメラを斜めに持ち替えた。

　高校の制服であるブレザーを着た彼の身長は百七十センチ前後。若じやつ干かん細身の、どこといって特徴のない少年だ。

　強しいて言えば瞳ひとみの色が、夜の空を思わせる濃い藍あい色いろということくらいか。だが、それも夜では目立たない。

　だが、今大地を見た人は思わず凝視してしまうだろう。

　爛らん々らんと目を輝かせる大地からは、強烈なオーラが立ち上っている。

　それもそのはず、大地の胸には今、あふれんばかりの期待と情熱が満ちていた。

　大地は辺りを見回して人がいないのを確認すると、地面を蹴けって校門にしがみついた。

　身はわりと軽いほうだ。大地は校門をひらりと飛び越えた。

「さてと、どこから見て回ろうかな……」

　楽しくてしょうがないという口調で大だい地ちは呟つぶやいた。

　最近、夜の校内で不気味な生き物を見たとの情報が寄せられている。

　たとえば、窓ガラスに恐竜のような影が映ったとか、巨大な触手がうごめいていたとか、不気味な声が聞こえた、とか――。

　ＵＭＡ――未確認生物――に目がない大地にとっては、飛びつきたくなるようなネタだ。

　もちろん、ＵＭＡが校内にいないのはわかっている。本来、ＵＭＡは人里離れた奥地で発見されるべきものだ。だが、可能性がわずかでもあれば確認せねばなるまい。

『いない』ということを確かめるのも、実証の一つなのだ。

「でも、もしいたらどうしよう……」

　そう思うだけで顔がにやけてしまう。

　大地はペンライトで周囲を照らしながら、まずは校舎周りを見ていくことにした。

　闇やみに包まれた校舎は、まるで初めて訪れた廃はい墟きよのように昼間とは違う物もの憂うげな顔を見せてくれる。ちょっとした探検だ。

　小さな物音に、大地はハッとして校舎を見上げた。

　上のほうから、何かがぶつかる音がしたのだ。夜中の十二時に人がいるわけがない。

　もしや――!!

「待ってろ！　今すぐ行くから！」

　カメラを宝物のように抱えると、大地は猛然と校舎に飛び込んだ。

　軽やかに階段を駆け上がり、音が聞こえた三階まで一気に出る。

　ガタン！

　今度は更に大きい音が聞こえてきた。

　机に何かがぶつかる音がしたのは、毎日通っている廊下の一番奥の教室――。

「もしかして、一年五組？」

　ＵＭＡを驚かせてはいけない。大地はペンライトを消し、足音を忍ばせた。

　薄暗い廊下は出口の見えないトンネルを思わせる。自然に鼓動が高まり、手はじっとりと汗ばんできた。

　大地はそっと教室のドアに手をかけると軽く息を吸い込み、一気に引いた。

　月明かりの差し込む暗い教室の中央に、何か黒い塊がある。

「ま、まさか……」

　ＵＭＡは本来、神秘的な場所にいないとダメなのだ。校内にいたらロマンがない！

　で、でも――。

　大地の胸は期待に高鳴った。猛牛さながらの勢いで、怪しい影に向かって突進する。

「ほごっ!!」

　下っ腹に机がぶち当たり、大だい地ちはくぐもった悲鳴を上げた。ＵＭＡで頭がいっぱいで、目の前の障害物――机や椅い子す――が意識から吹き飛んでいた。

　ガタガタ派手な音を立ててしまったが、影は相変わらず机の陰から動かない。

　いったい――何がいるんだ？

　大地は唾つばを飲み込み、ペンライトを点灯させた。

「きゃあああああ！」

　予期せぬ女の子の悲鳴が教室に響き渡った。大地は硬直した。

「ライトを消して！」

　鋭い声が飛んだ。澄すんだ、キレのいい声には聞き覚えがあった。

「あ……麻生あそうさん？」

　ペンライトの光の中、ぼんやり浮かび上がってきたのは金色に近い蜂はち蜜みつ色の髪をまとわりつかせた白い裸身。

　淡い光に照らされた滑らかな肌を雫しずくが伝い、床にぽたぽた落ちていく。

　たった今、水辺からあがってきた女神――そんな連想をしてしまうほど、少女の裸身は信じられないほど美しかった。

「う……」

　大地はうめくことしかできなかった。予想外の光景に、思考は完全に停止している。

　恥ずかしげに手で身体からだを覆うその少女は、校内で知らない者はいない有名人だ。

　彼女の名は麻生渚なぎさ。

　クラスの、いや、全校生徒が憧しよう憬けいの眼まな差ざしで見ている美少女が全裸で目の前にいた。

　うつむいていた渚が、眩まぶしそうに目を細めながら大地を見た。

　エメラルドのような緑色の目に、大地は否いや応おうなく吸い寄せられる。

「あなた……山やまノの上うえくん？」

　ようやくライトを当てているのが誰だれかわかったらしい。

　戸惑いがちに名前を呼ばれ、大地はようやく我に返った。

「ご、ごめん！」

　慌てて大地はペンライトを消した。瞬時に教室が闇やみに包まれる。

　どうしよう。何て言ったらいいんだろう。

　心臓が早鐘のように打ち、汗がにじんでくる。

　がさがさと衣きぬ擦ずれの音がしたかと思うと、制服をつかんだ渚が体を隠すようにして教室を飛び出していった。

「あ……」

　濡ぬれた足音が遠ざかっていく。

　やがて静寂が訪れても、大地は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　闇やみの中に浮かび上がった、渚なぎさの濡ぬれそぼった白い体が目に焼きついている。

　想像以上に大きな胸の膨らみ、細い腰のくびれ――。

「違う違う！」

　そんなことより、あれは本当に麻生あそう渚だったのだろうか。

　大だい地ちはもう一度少女の顔を思い浮かべた。

　長い睫まつ毛げで覆われていた潤んだ大きい緑色の目、すっと通った鼻筋、淡いピンク色の唇――西洋人めいた、恐ろしく整ったあの顔立ちを見間違うはずがない。そして、あの印象的な涼やかな声。

　夢、だったのだろうか。

　大地は試しに右足で、左足の甲を思いきり踏んづけてみた。

「いたー!!」

　大地の悲鳴が夜の校舎に吸い込まれていく。

　涙目になりながら、大地は結局、出番のなかったカメラを見下ろした。

　ＵＭＡはいなかった。だが、この世に二つとない珍しい生き物を見たのは確かだった。



    

  
    
      



    

  
    
      
第一章　麻生あそう渚なぎさの秘密





　翌朝、大だい地ちは複雑な気分で家を出た。

　昨日、家に帰ってから麻生あそう渚なぎさについて考えたが、当然のことながら納得のいく結論は出なかった。

　なぜ、清せい楚そな美少女で通とおっている彼女が教室に全裸でいたのか。

　そして室内というのに、ずぶ濡ぬれだったのか。

　もしや恋人と夜の学校で密会してコトに及んでいたのか――という邪よこしまな想像もしたが、ずぶ濡れの理由にはならない。そして、彼女は間違いなく一人だった。そのうえ、清楚で真面目まじめな優等生の彼女がそんなことをするとは到底思えない。

「うわっと！」

　道を踏み外しかけ、大地は慌てて足を踏ん張った。また田んぼに転がり落ちたら、今度こそ泥まみれのまま、家から閉め出される。

　大地は集中して考え事――主にＵＭＡについて――をしていると、周りがまったく見えなくなる。電柱や看板にぶつかったり、車に撥はねられたり、溝みぞにはまったりするのは日常茶飯事だ。これまで、かすり傷程度しか負ってないのは僥ぎよう倖こうといえるだろう。

　何度怒られても、この癖くせは抜けない。

「隔世遺伝なのかなあ……」

　今は亡き祖父、陸りく三ぞうに大地はそっくりだとよく言われる。ＵＭＡ好きも祖父の影響だった。四歳年上の従兄いとこの土と志し紀きとともに、目を輝かせて話を聞いたものだ。

　大地の祖父は変人として有名で、これまで目撃したＵＭＡの本を自費出版までしている。もちろん売れるはずはなく、身内に配った本も大半がゴミ箱行きだろう。

　だが、大地は昔から祖父の本が好きだった。端がボロボロになるほど、毎日毎日夢中で読みふけった。時折、浜はま森もりに遊びに来る土志紀と一緒に時間を忘れて語り合ったものだ。

　この世界には、まだ発見されていない不思議な生き物がいる。そう考えるだけでわくわくする。

　そんな大地の野望は、この浜森に伝わるＵＭＡ、智ち仙せん丸まるの発見だ。

　浜森は東京から電車で二時間ほどの、人口十万人程度の地方都市だ。その周囲の三分の二を山に囲まれていて、海どころか湖すらない。しかし、昔から奇妙な巨大水すい棲せい生物――クラーケンのように多足だったり、海竜のように首が長かったり――の目撃談があいついでいる。

　そのうちの一つは巨大な恐竜に似ているとされ、『迷い人に真実を与える』との伝説からつけられた名前が『智仙丸』。

　いつか智ち仙せん丸まるを発見し、世間に発表する――それはひいては、亡き祖父の悲願でもある。

　そんなわけで昨晩、自分の母校にＵＭＡがいるかもと思った大だい地ちは家を抜け出し、夜の学校を一人探索に行ったのだが――。

「ぐはっ！」

　民家の前に置かれたゴミ箱にぶつかり、大地は一緒に地面を転がった。

　慌てて立ち上がり、ゴミ箱を元に戻すと制服をはたく。

　考え事をしているといつもこうだ。集中力がありすぎるのも困る。

「はあ……」

　爽さわやかな五月さつき晴ばれの青い空を見上げ、大地はため息をついた。

　住宅街を抜けると、桜並木に囲まれた坂が見える。自転車だと上るのに一苦労する急きゆう勾こう配ばいの上に、大地の通う浜はま森もり高校がある。

　坂を上がりながら、大地は次第に足が重くなってくるのを感じた。

　渚なぎさは昨晩、『山やまノの上うえくん』と呼んだ。つまり、大地が自分の裸を見たとはっきり認識しているわけで。

　どんな顔をして会えばいいのだろう。いや、それよりも、俺おれの顔を見て渚はなんと言うのだろうか。

　――痴漢！　変態！

　渚が顔を歪ゆがめて叫ぶ姿を想像し、大地は石を飲み込んだ気分になった。

「そんな……わざとじゃないし……」

　渚は成績優秀、運動神経抜群、清せい廉れんで礼儀正しく、誰だれにでも優しいという、スーパー優等生だ。そして、西洋の血が入ったエキゾティックで華やかな美び貌ぼうの持ち主でもある。

　美しく優しい渚は老若男女問わず大人気だ。彼女が歩けば誰もがうっとりした視線を向ける。それは教師ですら例外ではない。

　それに対し大地は、所構わず思索にふける癖くせが災いしてか、『変人』のレッテルを貼はられている。

　周囲がどちらに味方するか、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　パッパーッ!!

「うわわわ！」

　すぐ後ろから激しくクラクションを鳴らされ、大地は跳び上がった。ほんの数十センチ後ろに車の頭があった。

「あ……」

　気がつくと、道路の真ん中を歩いていた。

「す、すいません！」

　慌てて道路の端に飛び退のく。周囲からの冷たい視線に大地はうつむいた。

　落ち着こう。考えすぎると、学校に着く前に病院行きになりそうだ。

　やがて校門が見えた。大だい地ちは足を止めた。背後から登校してきた生徒たちが不思議そうに突っ立っている大地を見ていく。

　いつもはぼけっと校門をくぐる大地だが、今日に限ってはさすがにそういうわけにはいかなかった。

　腹の中に石が投げ込まれていくようだ。胃がどんどん重みを増す。

「おい、何をぼうっと突っ立てるんだよ！」

　背後から声をかけてきたのはクラスメイト――というか小学校時代からの幼なじみ、風かざ間ま光こう輝きだった。特徴的な細いつり目は狐きつねを彷ほう彿ふつさせる。

　中学校までは一緒に川に突入したり、山で転がったりしていたくせに、高校に入ってからは髪型がどうの、服がどうの、と妙に色気づいてきた。

　今日も隣町で染めてきた渋しぶ柿がきみたいな色の髪を、よくわからない形にハードムースで固めている。遠くから見ると腐ったイガグリに見える。

「トロトロすんなよ。邪魔だろ」

　無情にもドンと背中を突き飛ばされ、大地は仕方なく校内に足を踏み入れた。友を恨むまい。いずれは通る道だ。

「すごいニュースがあるんだぜ！」

　肩に手を回してきた光輝が、さぞ大層な秘密とばかりに声をひそめて顔を近づけてきた。

「ニュース……？」

　その言葉の持つ不穏な響きに大地はぎくりとした。光輝が思わせぶりな目を向けてくる。

「渚なぎさちゃんのことだよ」

　びっくうっ！

　大地は両肩が激しく上がるのを感じた。嫌な予感的中！　こんなときだけ的中！

　山の中で巨大なナメクジに遭遇したときのように、光輝が顔をしかめて後ずさりした。

「な、なんだ、おまえ。さっきから変だぞ？　いや、いつも変だけどさ、もっと変というか……気味が悪いというか挙動不審というか不気味きわまりないというか」

　さらっと失礼なことを言いながら、光輝が心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。思いやりがあるのかないのかどっちだ。いや、そんなことより。

「あ、ああああ麻生あそうさんがどうかしたのか？」

　これ以上はないというほど激しく口ごもってしまい、大地は舌を噛かみたくなった。

「詳しいことは教室に着いてからのお楽しみ！　こういう大ニュースは大勢の前で披露しなくちゃな！　ほら行くぞ！」

　手をぐいぐい引っ張られながら、大地は教室に向かった。

　三階にある一年五組――つい、八時間ほど前に来たあの場所。

　いったい麻生あそう渚なぎさのニュースって何なんだ！　彼女は実はストリッパーだったとか!?　そんなわけあるか！

　混乱しまくっている大だい地ちをよそに、光こう輝きが思いきりよくドアを開けた。

「みんなー！　大ニュースだ！」

　そして、鞄かばんの中から一冊の雑誌を出し、チャンピオンカップのように高々と持ち上げた。

「じゃあああーん!!」

　表紙では、清純派アイドルがにっこり笑っている。どうやら芸能雑誌らしい。

　だが、クラスメイトは光輝をただじっと見つめるだけで、何も反応しない。

「あ、あれ？」

　期待と違う反応に、光輝の手がそろそろと力なく下りていく。

　教室を見回した大地は、クラス全員同じ雑誌を手にしていることにきづいた。

「え、えええー!?　なんで皆持ってんのー!?」

　驚きよう愕がくの叫びを放つ光輝に、クラスメイトたちが苦笑を浮かべた。

「渚ちゃんのことだろ？　今、皆その話題で持ちきりだよ」

「そ、そんなー!!」

　がっくりとうなだれる光輝に、クラスメイトたちが追い打ちをかける。

「だからさ、こんな狭い田舎町、手にできる情報って一緒なんだって」

「そうそう。芸能雑誌だってさ、手に入るのはこれだけだし」

「そ、そっか……皆、すぐにきづいたんだ」

　大地は自分ひとりだけ話題に取り残されていることにきづいた。

　なんだろう。自分が痴漢扱いされていないとわかってホッとしたが、今度は皆が知っている情報が気になる。麻生渚と芸能雑誌に何の関係があるんだろう。

「なあ、何のことだ？」

　尋ねると、石地蔵のごとく固まっていた光輝の顔が輝いた。

「ああ、おまえは知らないんだな！　よし、三十二ページを見てみろ！」

　手近な机に座ると、優越の笑みを浮かべて光輝が雑誌を差し出してきた。

　大地は逸はやる心を抑え、ページをめくった。

「あ……」

　そこには信じられないような記事が載っていた。大地は雑誌を手にしたまま、思わず立ち上がった。

「こ、これはー!!」

　大地の絶叫は教室中に響いた。満足げに光輝が頷うなずく。

「な、すごいだろ!?」

「ああ！　モケーレ・ムベンベの特集雑誌が出るなんて！」

　三十二ページの隅にある広告スペースに、大だい地ちの目は釘くぎ付づけになっていた。

　――幻のＵＭＡ、モケーレ・ムベンベは実在した!?　新たに発見された写真とともに、その謎なぞに迫る！　渾こん身しんの二十ページ大特集！

「すごい！　すごいよ！　やっぱりモケーレ・ムベンベは存在していたんだ！」

　大地は感動に潤んだ目で光こう輝きを見た。

　だが返ってきたのは、つららのような冷たい視線だった。

「あ、あれ？」

　教室中が冷えきっている。自分に向けられる、クラスメイトの冷ややかな表情。

「あの……この記事じゃないの？」

「当たり前だー!!　そのモケとかいうのと、渚なぎさちゃんのどこに関連性があるんだ！」

「あ……」

　大地はようやく麻生あそう渚の話題だったことを思い出した。『モケーレ・ムベンベ』という言葉を見た瞬間、他ほかのことがすべて吹っ飛んでしまった。

「もういい！」

　光輝が雑誌をひったくると、自分の席に戻っていった。クラスメイトたちは関かかわりたくないのか、さっさと元の話題に戻って楽しそうにさえずり始めた。

　なぜ、みんなあの記事のすごさがわからないんだろう……。

　大地はがっかりして、自分の席に着いた。

「もけーれむべんべ、って何？」

　控えめだが愛らしい声に、大地は驚いて隣の席を見た。

　声をかけてきたのは篠しの崎ざき朱あか里りだった。首を傾かしげると、無造作に束ねた黒髪が小鳥のしっぽのように揺れた。

　小動物めいた仕草が、百五十センチに満たない小柄な朱里によく似合う。

　朱里は小さい顔に似合わない、大きくごつい黒フレームの眼鏡めがねをかけている。ずり落ちそうな眼鏡のせいもあり、余計に幼く見えた。

　だが、眼鏡の奥の黒く大きい目は理知的に輝いていた。朱里のひたむきな眼まな差ざしに、大地の緊張はピークに達した。女の子と話すのは苦手なのだ。

「モ、モケーレ・ムベンベっていうのは、その……」

　何とか心を落ち着け、口ごもりながらも大地は説明を始めた。

「ア、アフリカのテレ湖にいるとされているＵＭＡだよ。体長は少なくとも五メートル以上あって、竜りゆう脚きやく類るい……って言ってもわかんないか、長い首の四本足の恐竜みたいな感じで」

　朱里がおどおどと上目遣いで見つめてきた。

「あの……ＵＭＡって何？」

「えっ……」

　そうか、まずはそこからか！

「えーと、ＵＭＡっていうのはね、Unidentified Mysterious Animalの略で、日本語に訳すと『未確認生物』。ほら、あれだ、存在の可能性があるとされているんだけど、まだ正式に確認されていない未知の生物で――」

「じゃあ、ネッシーとか？」

「そう！」

　朱あか里りは飲み込みが早い。大だい地ちは大きく頷うなずいた。

「私って霊感とか全然ないけど、そういうのがいるのかもしれないって思う」

「……あの、ＵＭＡは幽霊とかとは違うんだけど……」

「そ、そうなの!?　ごめんなさい」

　朱里が恐縮したようにぺこぺこ頭を下げる。束ねた黒髪が小鳥の羽のようにパタパタ揺れて、大地の心を和ませた。

「あ、いや、いいんだ……。ＵＭＡはいわゆる、妖よう怪かいとかお化けは含まないんだ。その、怪しげに聞こえるかもしれないけど、今でこそ、当たり前に知られているシーラカンスだって、生存が確認される六千五百万年前に絶滅したとされていたんだし」

「そうなんだ……」

　朱里が感心したように呟つぶやいた。眼鏡めがねの奥の大きい瞳ひとみがきらきらと輝く。



    

  
    
      



    

  
    
      「えーと、その、だから、今はまだ正式に認められていないけど、モケーレ・ムベンベだって十年後には動物図鑑に載っているかもしれないんだ」

「でもまだ、発見はされていないんだよね？」

「ああ。たくさんの探検隊が調査を行ったんだけど、まだ有力な手がかりや写真なんかは手に入っていないんだ。生息されているとされるテレ湖の水深が二ｍほどしかなくて、そんな巨大なＵＭＡはいないとの意見もあるんだけど、この付近は未開拓の土地が多いから、可能性がないとはいえないんだ！」

　熱弁をふるった大だい地ちは、ようやく朱あか里りが呆ぼう然ぜんと自分を見つめていることにきづいた。

　またやってしまった！

　顔を引きつらせた大地に、朱里がおずおずと口を開いた。

「すごいね、大地くん。そんなに詳しいんだ」

　その言葉は素直に大地の胸に響いた。

　優しい子だなあ……。

　朱里は入学早々変人と言われている自分に、唯一話しかけてくれる女の子だ。他ほかの女子は目も合わせてくれない。危険物、変質者扱いだ。

　久しぶりにまともにＵＭＡの話をしてくれる相手を見つけ、大地は嬉うれしくなった。

　朱里は小柄な体を更にちぢこませて、いつも目立たないようにしている。だが、よく見るとチワワを思わせるくりくりした目がキュートだ。

　女の子が苦手な大地だが、そこはやはり高校生の男の子。彼女は欲しかった。

　可愛かわいくて、一緒に楽しくＵＭＡの話ができる女の子。そんな子と付き合えたら、休日は一緒にＵＭＡに探しに行ったりしたいなあ。

　そんな妄想に、ぴたりと朱里があてはまった。

　朱里と楽しく話しながら一緒に帰ったりできたら――一瞬、大地はそんな想像をした。

「そういえば、夜の学校に変なものが出るらしいって噂うわさがあるよね」

「あ、ああ……そうらしいね」

　大地はぎくりとした。

「もしかして、もう行ってみたの？」

「え、ああ、まあ……」

　渚なぎさの裸身が浮かんだ。ライトを浴び、彫像のように輝いていた白い肢体――。

「どうしたの？　顔が真っ赤だけど……」

　朱里が心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「え、いや、なんでも――、あ、それより、麻生あそうさんがどうかしたの？」

「最近デビューした謎なぞの美少女歌手のこと知ってる？　『リラ』って名前なんだけど」

　聞いたこともない。大地はふるふると横に首を振った。自慢ではないが芸能情報に関しては、そこらの老人よりも疎うとい自信がある。

　朱あか里りが鞄かばんからＣＤを取り出してきた。

　ＣＤのパッケージには、穏やかな波が打ち寄せる青い海と砂浜、そして白いワンピース姿の少女が遠景で映っていた。

「この女の子がリラじゃないかって言われているの」

「なるほど……」

　遠目にもスタイルのいい少女だ。波うつ長い蜂はち蜜みつ色の髪も渚なぎさにそっくりだ。

「プロモーション・ビデオも公開されていて、パッケージの女の子が出てくるの。遠くから撮ったり後ろ姿だったりで顔は映っていないんだけど、渚さんそっくりなの」

「へえ……」

　ＣＤのパッケージには、『無名の新人美少女がついにデビュー！』と書かれていた。

　ひょいと前の席の光こう輝きが振り向いた。

「リラの正体については、ネットでもすごい話題になっているんだ。某有名歌手の隠し子なんじゃないか、とか、実は女優デビューも用意されていて、その公開に合わせて大々的に発表する話題作りの作戦だとか、プロデューサーが惚ほれ込み、なんとか一作だけという形でデビューしたとか」

「へえ……すごい人気なんだなあ。リラって本名なのかな？」

「『リラ』って名前は古代ギリシャの竪たて琴ごとからとったんだって。どんな楽器か知らないけど、きっと神秘的な音色をしているんだろうなあ」

　光輝がうっとりした瞬間、教室のドアががらっと音を立てた。

　わきあがる無言の感嘆。目には見えない熱気が教室内に充満する。

　それだけで、誰だれが登校してきたのかわかる。大だい地ちはゆっくりドアに目を向けた。

　そこには浜はま森もり高校の制服を着た、西洋人形のような少女が立っていた。白い小さな顔に、輝く大きい瞳ひとみは鮮やかなエメラルド。ゆるやかにウェーブを描く髪は明るい蜂蜜色で、日の光を浴びて金色に輝いている。彼女が歩くたび、長い髪がふわふわと揺れた。

　スカートからすんなり伸びた足は、明らかに日本人の標準サイズを上回る長さだ。

　そして、目を引きつけられずにはおれない、華やかなオーラ。

「おはよう」

　透明感のある玲れい瓏ろうな声が響く。水晶でできた鈴を転がしたような心地いい声に、誰もがうっとりする。

　浜森高校のアイドル、麻生あそう渚が優雅な笑みを浮かべて教室に入ってきた。

　感嘆のため息をつき、クラスメイトたちが憧しよう憬けいの眼まな差ざしを渚に向ける。そして手には例の芸能雑誌。

「あ、あの……」

　意を決したクラスメイトのひとりが渚なぎさに声をかけた。

「このＣＤなんだけど……この『リラ』って女の子、麻生あそうさんだよね？」

　クラス全員が固唾かたずを呑のんで見守るなか、渚がゆっくりと頷うなずいた。

「実は……そうなの」

　渚の一言に教室がどよめいた。

　爆風のような歓声が続き、クラス全員が渚の元に殺到した。

「いつから歌手を目指していたの？」「デビューのきっかけは？　スカウト？」「芸能人とも会った!?」「あのジャケット写真はどこの海？　もしかして海外？」「これからもＣＤを出すの？」――果てしもなく続くかと思われた質問の嵐が終わると、渚がにっこり微笑ほほえんだ。

　渚の言葉を待って、教室が静まり返る。

「子どもの頃ころから歌が好きで、歌はずっと続けていきたいとは思っていたの」

「だよねー、渚さん、すっごく歌が上う手まいもんね！」

　クラスメイトが一様に頷く。そうなのか。芸術科目は選択制なので、美術を選んだ大だい地ちは音楽クラスのことをよく知らない。

「小学生の頃から話はいくつかあって。レッスンを受けて、デビューしないかって」

「そんな小さい頃から？」

　おおーっとクラスメイトが感嘆する。傍はたから見ると、夢中で保母さんの話をきく幼稚園児のようだ。

「私は派手なことが苦手だからお断りしていたんだけど……。あるプロデューサーの方から熱心に誘っていただいて、頻ひん繁ぱんに家にまで来てくれたからお断りするのも苦しくなって。それで、本名や経歴は非公開、顔出しＮＧという条件でデビューが決まったの」

「な、なるほどー！」

　恥ずかしそうに言う渚に、クラスメイトたちが感激の面持ちで頷く。

「だから……できたら、このことは秘密にしておいてほしいの」

「もちろんだよ！」

　クラスメイトが力強く叫んだ。いまや、彼らは渚の忠実な僕しもべだった。

　大地は半ば感心して渚を見つめた。

　あれほどの無遠慮な質問攻めにもイヤな顔一つせず、にこやかに丁寧に答えていく。

　単にその外見の美しさや際だった能力だけが渚の魅力ではない。そういった心の広さや思いやりが彼女を輝かせているのだ。

　そんな渚を見ていると、昨晩の出来事が夢のように思えてくる。

　昨日の光景は何だったのか、あれは本当に渚だったのだろうか。

「すごいね、渚さん」

　朱あか里りがうっとりと渚なぎさを見やった。眼鏡めがねの奥の大きい瞳ひとみが潤んでいる。

「そうだね……」

　華やかな輪の中心にいる渚。

　ぽつんと一人、離れ小島にいるような自分。

　クラスで一番の人気者とクラスで一番の変人。

　同じ教室で机を並べていても、決して二人の人生が交錯することはない。

　そのはずだった。
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　怒ど濤とうの午前中が終わった。渚の一件で、一年五組は渚を一目見て話を聞きたいという生徒たちでごった返し、急きゆう遽きよ教師たちが止めにくるという大騒ぎが起こった。

　喧けん噪そうに疲れきった大だい地ちは屋上に逃げ出し、学食で買ったパンをさっさと平らげると廊下をぼうっと歩いていた。さて、ＵＭＡの痕こん跡せきを追って、校内探索でもしてみるか。

「あ、いた、大地！」

　大声を上げると、光こう輝きがこちらに駆けてきた。相変わらず落ち着かない奴やつだ。

「おまえどこ行ってたんだよ、捜したぞ」

　光輝にこんなに必死に捜される覚えはないのだが。

「何か用か？」

「おまえ、図書委員だろ？　今日の昼休み、図書委員会があるんだってさ。早く第三会議室へ行ってこいよ」

「ああ、サンキュ」

　大地は素直に参加することにした。面倒な委員会も暇つぶしにはなりそうだ。

　四月の委員決めで、大地は仕事が少なそうという理由で図書委員になっていた。

　カウンター業務は当番制になっているが、利用者がほぼゼロということもあって、真面目まじめに仕事をしている人間はほとんどいない。委員会で何を話し合うのだろう？

　第三会議室に行くと、大地はノックをして扉を開けた。

　足を踏み入れた瞬間、がしっと襟えり首くびをつかまれた。声を上げる間もなく、凄すさまじい力で大地は室内に引きずり込まれた。

「うわっ」

　そのまま突き飛ばされ、大地は床に転がった。硬い感触に大地は苦痛の声を上げた。

　背後で扉の鍵かぎが締まる音。閉じこめられた！

　顔を上げた大地は息を呑のんだ。

　こちらを冷ややかに見つめているのは、蜂はち蜜みつ色の髪と緑色の目を持つ美少女――間違いなく麻生あそう渚なぎさだった。

　だが、いつもの穏やかな表情は一変し、その華きや奢しやな体からは殺気すら漂っている。

　大だい地ちは渚も図書委員だったことを思い出した。委員会で顔を合わせたはずだが、離れた席に座っていたし、言葉をかわしたこともないからすっかり忘れていた。

　しんと静まり返った会議室に二人きりだということに、大地はようやくきづいた。

「あ、あの、委員会は……」

「ないわよ、そんなもの」

　渚の素っ気ない言葉に大地はハッとした。光こう輝きがやけに熱心に自分を捜していたのは、渚から言こと付づかったからなのか？

　図書委員会は俺おれをおびき出す口実だ！

「そんなことより……あなた、見たわね」

　ドスのきいた恐ろしい声に、大地の心臓はぎゅっと縮み上がった。

　渚の大きい目はつりあがり、獰どう猛もうな肉食獣を彷ほう彿ふつさせた。異国の血を思わせる緑色の目は爛らん々らんと輝いている。

　それでも美しいことに違いはなかったが、はっきり言って怖かった。

「み、見ました……」

　そう言うと、渚の頬ほおがみるみる赤く染まった。全裸の自分を思い出したらしい。

　ぐいっと渚が襟えりをつかんできた。圧倒的な力に大地は、なすすべもなく引き寄せられる。

「昨日の夜のこと、誰だれかに言った？」

　大地は首が曲がりそうな勢いで横に振った。

「本当に!?」

　こくこく。今度は縦に振る。混乱して言葉が出てこない。

　渚が腰に手を当て、疑わしそうに首を傾かしげながら、じいっと見つめてくる。凄すさまじいプレッシャー。判決を待つ囚人になった気分だ。

　数秒が数分にも感じられる沈黙のあと、襟えり首くびから手が離された。

「フーン。まあ、嘘うそは言ってないみたいね。見られたのが友達の少ない変人でよかったわ」

「へ」

　変人!?　そう呼ばれているのは知っていたが、さすがに面と向かって可愛かわいい女の子から言われるとショックだ。

　よろっとした大地の首が再びつかまれた。そのまま引き寄せられる。

「誰にも言っちゃダメよ。でないと――」

　フッと甘い吐息が耳にかかる。あとわずか数センチで唇が大地の耳につきそうなほど近づいている。

「舌を引きちぎっちゃうわよ？」

　美しい声で恐ろしい言葉を紡がれ、恐怖が倍増した。

　とびきりの美少女と体温が感じられるほど接近している――傍はたから見れば幸せそのものの光景。だが、大だい地ちの心臓はときめきとは別の意味で早鐘のように打っていた。

　信じられない。

　あの聖女の生まれ変わりだと言われている渚なぎさに脅迫されるなんて。

　夢ではない証拠に、彼女につかまれている首が痛い。いや、痛いなんてもんじゃない。本当に荒縄でぐいぐい絞められているようだ。死ぬ。

「ぐええっ」

　怪鳥のような叫びを上げると、ようやく渚の手がゆるんだ。その華きや奢しやな見た目からは想像もつかないほどの力だ。リンゴくらい軽く片手で潰つぶせるだろう。そうすると、さっきの脅し文句もあながち大げさではなく――いや、考えるのはやめよう。夜にトイレに行けなくなる。

「誰だれにも言わないって誓いなさい」

　渚が静かに言った。その平然とした口調が恐ろしい。

　誰にも言いません。絶対。無神論者ですが神に誓います。

　そう言おうとしたとき、突然縛いましめが取れた。

　控えめにドアがノックされたのだ。

「どうしたの、こんなところで」

　明るい声とともに、一人の少年が室内に入ってきた。

　さらさらの茶色い髪。女の子と見まごうような白い肌。平安時代の貴族を思わせる、どこか儚はかなげで柔和な笑み。

　美形ではないが清潔感にあふれた優しげな顔立ちをした少年は、有名な二年生の先輩だった。人間関係に疎うとい大地でも、とりあえず顔と名前は知っているほどだ。

　彼の名は美み木き多た純じゆん。渾名あだなは『ピアニスト』。四歳から始めたというピアノはコンクールで入賞するほどの腕前で、合唱部のピアノを担当している。たまに女の子たちに囲まれて、音楽室で弾いているのを見かける。

　そのピアノの腕といい、線の細い容姿といい、女子に人気がある先輩だ。

「渚ちゃんを捜していたら、腐ったオレンジみたいな頭の子が、第三会議室にいるって言うからさ」

　腐ったオレンジ……八千円もかけたカラーリングがそう言われていると知ったら怒り狂いそうだ。可哀かわい相そうに、光こう輝きのやつ。

「急用ですか？　純先輩」

　涼やかな優しい声に、大地はぎょっとして渚を見た。

　渚は鬼のような形相から一転、いつもの天女のごとき優美な笑みを浮かべている。

　まさしく、仮面をつけ替えたような早変わりだ。

「お邪魔だったかな……」

　純じゆんが大だい地ちを窺うかがうようにちらっと見た。

「私たち、図書委員なんですよ。山やまノの上うえくんが『図書室改革案』を相談したいって言うから、会議室に来たんです。ね？　山ノ上くん」

　にっこり笑って振り返る渚なぎさに、大地はぎこちなく頷うなずいた。『図書室改革案』？　よくもまあ、そんな嘘うそがすらすら出てくるものだ。しかも澱よどみがない。

「それでどうしたんですか、純先輩」

　渚の豹ひよう変へんぶりに戸惑っている大地をよそに、渚が深窓の令嬢のごとき優雅な微笑ほほえみを浮かべて純を見つめる。

　光こう輝きならでれでれと表情を崩すところだが、さすがに純はそんなみっともない顔を見せなかった。

「ちょっと話があって。今、いいかな」

「もちろんです。もう話は終わりましたから。さ、行きましょう」

　そう言うと、渚は蜂はち蜜みつ色の髪をひるがえして、さっさと会議室を出ていった。

　後に残されたのは、襟えり元もとがよれよれになった大地一人。

　何なんだいったい。

　大地は動くこともできず、ただじっとその場に立っていた。

　信じられない。だが、首の痛みが夢ではなかったと明確に語っている。

「あ、あの猫かぶり！」

　思わず大地はつぶやいた。

　おそらく自分以外、誰だれ一人としてきづいてないだろう。

　麻生あそう渚が立派な分厚い猫皮を持っていることに。
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　あまりのショックに、大地は午後の授業をほとんど惚ほうけて過ごした。遠くから見る渚はいつもとまったく変わらず、きりっと背筋を伸ばして授業を受けていた。

　その穏やかな表情から、昼休みの豹変ぶりは想像もできない。

「恐ろしい……恐ろしいものを見てしまった……」

「何ぶつぶつ言ってるんだよ、悩み事か？」

　前の席の光輝が、うんざりしたように振り返ってきた。

「いや、何でも……」

「そうか？　顔が石地蔵みたいな色になってるぞ。悩みがあるなら、駅前にいるっていう占い師がお勧めだ。えらく人気らしいぞ」

「そんなもんで解決するか!!」

　渚なぎさの鬼の形相を思い出し、大だい地ちは叫びながら立ち上がった。

「あ――」

　教師、クラスメイトから冷たい視線を浴び、大地はうなだれながら座った。

　もう渚には近づかないでおこう。そしてこの一年を何事もなく過ごすのだ。二年生になればクラス替えがある。それまでの辛しん抱ぼうだ――。

　だが、そんな希望を抱けたのもつかの間。

　授業が終わり、また人ひと気けのない場所に連れ込まれてはたまらないとばかりに足早に教室を後にした大地は、校門の前で足を止めた。

「あ、麻生あそうさん？」

　校門の前でにこやかに手を振っているのは渚だった。優しげな笑顔を浮かべている渚を、下校していく生徒たちがうっとりと眺めていく。

　だが、大地はもはや安あん寧ねいと見とれることはできなかった。

　路地の隅に追いつめられた野良猫の気分だ。大地は足を踏ん張り、警戒態勢を取った。

　いったい、どうやって先回りしたんだ！　それよりも何をする気だ？　確実に口止めするには、やはり『死人に口なし』とか思ったのだろうか？

　じりじりと後ずさりして逃亡を図る大地に、渚が明るく声をかけた。

「山やまノの上うえくん、待ってたの！」

　渚の可愛かわいらしい言葉の裏には、『逃がすまい』という強い意志が感じられた。

「一緒に帰りましょ」

　その一言に、興味深く成り行きを見守っていた生徒たちからざわめきが起こった。

　だが、誰だれよりも驚いたのは大地だった。

「は、はああ!?」

　何、俺おれ、やっぱり殺されるの？

　びくびくする大地の腕を、渚が笑顔のまま、そっと引っ張った。そして、大地にしか聞こえない押し殺した声で言った。

「大人おとなしくついてこないと、紙くずみたいにくしゃっと丸めちゃうわよ？」

　ひいいいい！　よくわからないが恐ろしい！

　心の中で悲鳴を上げながら、大地は激しく頷うなずいた。

「わ、わかりました！　一緒に帰らせていただきます！」

「わあ、嬉うれしい！」

　今度は周囲に聞こえるように、渚が楽しげな声を上げる。とても演技とは思えない。当事者である大地ですら見破れないのだから、他ほかの人間は推して知るべしだ。

　身長百六十センチ程度の華きや奢しやな少女。本気で戦えば、おそらく男である大だい地ちのほうが強いはずだ。はずなのだが――。

　彼女の脅し文句には真実の響きがあった。そして会議室で垣かい間ま見た怪力っぷり。

　この女がやると言ったらやる。そして、俺おれの抵抗は虚むなしく打破される。

　大地は本能的にそう悟っていた。ここは言うとおりにしておこう。

「いいなあ、大地の奴やつ」「なんであんな奴が渚なぎささんと！」「調子に乗りやがって！」「羨うらやましい～!!　俺と替わってくれ！」――人の気も知らないで、周囲の野次馬たちが羨せん望ぼうの眼まな差ざしを勝手に投げかけてくる。

　代われるものなら代わってやりたい。

「さ、行きましょう」

　渚が手招きする。大地は重い足をひきずり、渚の後に続いた。

「あんたの家ってどっち？」

　なぜか大地の家に行くつもりらしい。

　うう、自宅まで押さえられるのか……。もう逃げられない。

　肩を落とす大地に、渚がこそっと囁ささやいてきた。

「ちょっと聞いたんだけど、あんたって山やまノの上うえ陸りく三ぞうの孫なのよね？」

「あ、ああ……」

　いきなり渚の口から祖父の名が飛び出し、大地はぎょっとした。

　渚が探るように見つめてくる。いつも教室で見る柔和な表情とは違い、適度な緊張感を漲みなぎらせた真剣な顔。むしろそのほうが、渚が魅力的に見えることに大地はきづいた。

「あのジイさん、いろいろため込んでたって本当？」

　渚の真剣な表情に見とれていた大地は我に返った。

「ガラクタのこと？」

　残念ながら、祖父は金品の類たぐいはまったく貯ためていなかった。だが、正体不明の品々――主にゴミらしきもの――が物置に詰め込まれている。業者に委託して処分するはずだったが、お金がかかるし面倒くさいと祖父の死後三年たっても、そのままになっている。

「ねえ、家に行っていい？　見せてほしいの」

　もちろん断れるわけがない。きっとまた恐ろしい脅し文句を聞かされるに決まっている。

「いいよ……」

　大地の素直な返答に、渚が満足げに頷うなずいた。
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「あれがウチの家」

　大だい地ちの家は、古い木造住宅が建ち並ぶ一画にある。田舎町の風景に難なく溶け込む歴史ある――というか古い――二階建ての日本家屋だ。

「そろそろ建て替えどきね」

　さらっと失礼なことを呟つぶやく渚なぎさを、大地はまじまじと見つめた。

　渚はなぜか、大地の前ではその猫皮を脱ぎ捨てることに決めたらしい。この気遣いゼロの率直な物言いに慣れるには、少し時間がかかりそうだ。

　大地はため息をつくと、玄関のドアを開けた。

「ただいまー」

「お帰りー！　待ってたのよ、買い物行ってきてー」

　エプロン姿で駆けてきた母親が、玄関に出てきた途端に滑って転んだ。

「母さん！　何やってるんだよ！」

　慌てて立ち上がった母は大地など見ていなかった。傍かたわらの渚を凝視している。

「初めまして、麻生あそう渚です」

　渚が完かん璧ぺきな笑みを浮かべ、優雅に会釈してみせた。

「あららら、こちらこそ！　まあまあ、どうしましょ！」

　母はわたわたとエプロンをつかんだり、髪を手で直してみたりと無意味な動作を繰り返す。思いがけない美少女の来訪に、動転してしまっているらしい。

　母の取り乱しっぷりに呆あきれながら、大地は適当に誤ご魔ま化かすことにした。

「え、えーと、麻生さんはクラスメイトなんだ。今日はその、あれだ、一緒に宿題をしようって話になって……」

「私、今度郷土史のレポートを書くことになったんです。大地くんのおじいさまが浜はま森もりの歴史や風土について研究されていたと聞いて、ぜひ記録を見せていただきたいと思いまして。今日は厚かましくもお邪魔させていただきました」

　澱よどみなく嘘うそを語る渚に、大地は内心舌を巻いた。

　母は渚の言葉を疑うことなく、感激した面持ちで顔を赤らめている。

「まあっ、ウチなんか大したものもないけど、よかったら庭の物置に父の遺品は置いてあるから、好きに見てってくださいな。あ、埃ほこりっぽいから、中から物を取り出すのは大地にやらせちゃってください。でも、本当に綺き麗れいなお嬢さんねえ！　お人形さんみたい！　こんな美人さんがウチに来てくれるなんて、男の子も産んどくもんねえ。この子ったら、今まで一度も女の子を連れてきたことがなくて」

「もういいよ、母さん！　物置は裏庭だから！」

　まだ話したそうな母の熱い視線を振り切り、大地は物置の鍵かぎを手に玄関を出た。

　裏庭はもう一つ棟を建てられるくらいの広さがあるが、今や草木が勝手気ままに生えるに任せている。

「もしかして、あれが物置？」

　庭の隅にある、あばら屋に似た建物を渚なぎさが指差す。

　中は二十畳くらいの広さがあり、ちょっとした倉庫といったほうがいいかもしれない。

「へえ……結構大きいのね」

「中はほとんど、じいちゃんの遺品だけどな」

　電気をつけても薄暗い物置に、二人は足を踏み入れた。そこかしこに積まれた段ボールは埃ほこりをかぶっている。

「これ、全部見るのか？」

「う～ん」

　腰に手を当て、物置を見回した渚が困った顔になった。さすがにすべて検あらためるとなると、丸一日はかかりそうだときづいたのだろう。

「なあ、いったい何なんだよ？　いきなり人の家に来て、じいちゃんの遺品に何の用があるっていうんだ？」

　渚の顔に迷いが浮かんだ。だが、大だい地ちが引かないとみると、諦あきらめたらしく口を開いた。

「魔物と戦うための武器を探しに来たの」

「は？」

　きょとんとした大地に苛いら立だったように渚が言った。

「魔物よ。異世界からの侵略者、と言ったほうがいいかもしれないけど」

「はあ……」

　意味がわからない。渚が眉まゆを寄せた。

「あんた……おじいさんから何も聞いてないの？　昨日、見たんじゃないの？」

「ええっと……何も聞いてないし、昨日見たのはその……」

　きみの裸だけ。とは言いにくい。が、察した渚が顔を真っ赤にし、目をつりあげた。

「じゃあ、あんたは昨日、あんな時間に何をしに学校に来たのよ!?」

　つめ寄られ、大地は壁ぎわに追いつめられた。

「その……ＵＭＡがいるんじゃないかなって……で、智ち仙せん丸まるだといいなーと」

「ＵＭＡ？　智仙丸？　何それ」

　やっぱりそこからか。朱あか里りにしたのと同じ説明をすると、渚が納得したように頷うなずいた。

「ああ……そういや、あんた、いつも怪獣の本を読んでいたもんね。へえ、ああいうのってＵＭＡっていうんだ」

　頷きながら、大地は少し驚いていた。今まで挨あい拶さつ以外の会話を交わしたり、そばにいたこともないのに、俺おれが読んでいた本を知っていたのか。

「あんたは単にその変な生き物を探しに来てたのね……で、何も見てなかった、と」

　渚ががっくりと頭こうべを垂れる。

「あーあ。あんたが陸りく三ぞうの孫って聞いて、もしかしたら同志かもって思ったのになあ……」

「同志？　おまえこそ、夜の学校で何をしていたんだ？　その――」

　裸で、とはさすがに口に出せなかった。渚なぎさが頬ほおを赤らめながらも、じろりと大だい地ちを睨にらむ。

「まあ、いいわ。露出狂と勘違いされるのもイヤだし。陸三の孫ってことに免じて話してあげる。ただし」

　渚の緑色の目が鋭く光った。

「一言でも漏らしたら、次の日のご飯は食べられないと思いなさい」

　そ、それって殺すってことか？

「わかった、誰だれにも言わない」

　大地がそう言うと、渚の顔がすっと引き締まった。思わず居住まいを正してしまう、真剣な表情だった。

「ここ浜はま森もりではなぜか昔から、『魔の海』と呼ばれる魔物が跋ばつ扈こする異世界と繋つながってしまうことがあったの。だから、昔から奇妙な怪物たちの目撃談があったのよ」

「は……？」

「巨大水すい棲せい生物に酷こく似じした怪物の目撃談が、多数残ってるでしょ。陸三の孫なのに知らないの？」

「し、知ってるさ！」

　他ほかのことならどうでもいいが、こと、怪物に関する知識で素人に遅れをとるのはプライドが許さない。いや、俺おれも素人同然だけど。

「でも、そんな異世界が存在するなんてさ……」

「あんた、ＵＭＡなんか信じてるくせに了見が狭いわね～」

　渚の心底呆あきれたような口調に、大地は少し傷ついた。

「しょうがないだろ、常識としてだな」

「常識？　ツチノコを探しに行くって言って、たった十歳で一人で山に入った挙げ句、遭難したのは誰？」

「な、なんでそんなことを知ってるんだ！」

　五年前に葬ほうむり去ったはずの過去を暴露され、大地は慌てふためいた。

　渚がうろたえる大地に満足げな笑みを浮かべた。

「だって皆、私を楽しませようと思って、クラスメイトの思い出話をしてくれるのよ。なかでもあんたの変人っぷりが群を抜いているらしくって、よく話題に出てくるわ」

「……なっ!!」

　思わぬところで話題の中心だったらしい。

「ま、そういうわけで、自分を偽ってもムダってことよ」

「おまえに言われたくない！　……いひゃひゃひゃ!!」

　思いきり頬ほおをつねりあげられ、大だい地ちはくぐもった悲鳴を上げた。

「だいたい、あのときは一人でちゃんと帰れたんだ！」

　夢中で山中を駆けめぐり、きづいたら真っ暗で慌てたことは言わないでおく。

「よくも夜の山から生還してきたわよね～。野生の猿さるみたい」

　ムッとしたが、大地は何も言わなかった。確かに無事に山から下りられたのは、自分の力ではない。大地はぎゅっと右ヽ手ヽをヽ握った。

「とにかく、浜はま森もりは時折『魔の海』と繋つながり、異世界との交流があったのよ。通路ホールを通してね」

「通路ホールってなんだ？」

「魔の海の出入り口のことをそう呼んでいるの。何らかのきっかけで発生するらしいけど、詳しいことは不明。ここ十年ほどは滅多に繋がらず、繋がっても魔物が通れないほどの小さな通路ホールで、大した影響はなかったの」

　大地は祖父のことを思い出していた。楽しい怪物の話をしてくれていた祖父だったが、話し終わると遠い目をして呟つぶやいていた。

　――つまらんなあ。智ち仙せん丸まるを探しに行きたいのになあ。

　あれは、『魔の海』とやらのことを言っていたのだろうか。

「じいちゃんは『魔の海』のことを知っていたんだな……」

「もちろんよ。それどころか、『魔の海』に行ったこともあるんだって」

「そうだったんだ……」

　祖父は人知れず、異世界にまで足を延ばしていたのか。まだ見ぬ、怪物たちを求めて。

　急に目の前の世界がぱあっと広がった気がした。

　小さな田舎町で本ばかり読んでいた自分が、巨大な船の舳へ先さきに立ち、大海原に向かっている――そんな気分だ。

　俺おれも行きたい。魔の海に。祖父も見つけられなかった智仙丸を探すのだ。

　そして、未知の生物たちとの遭遇。

　胸が逸はやる。わくわくする。叫びだしたい気分だ。

「何、ぼうっとしてるのよ？」

　渚なぎさの憤慨した声に、大地はハッとした。

「今回、私が夜の学校に行っていたのは、どうもウチの高校に魔の海の通路ホールができたみたいなのよ。しかも、かなり大きい――」

　大地はがしっと渚の肩をつかんだ。その勢いに、渚が怯おびえたように声を上ずらせる。

「な、何!?」

「本当か!?　魔の海と繋がっているのか!?」

　血相を変えた大地に押されるように、渚がこくりと頷うなずいた。

「そうよ。海のないこの町で聞こえる潮しお騒さい。それは魔の海とこの世界が繋つながった証あかしなの」

「潮騒って……あの潮騒？」

「ええ。暗く、底冷えするような重たい波の音がするの」

　大だい地ちはごくっと唾つばを飲み込んだ。魔の海の潮騒――それはどんな音なのだろう。

「俺おれはそんな音、生まれてこのかた聞いたことがないけど」

「そりゃあ、そうよ。あんたは普通の人間だもの」

　渚なぎさがちょっと胸を張る。

「だから、ここ数日、潮騒が聞こえるたびに、私は夜の学校に行ったの。小物だけど、魔の海の生き物がいた。昨晩は捕まえられなくて、魔の海まで追ったけど、逃げられた――さすがに素手で深追いするのは危険だから、すぐに戻ったわ。そこにあんたが来たのよ」

　だから――ずぶ濡ぬれだったのか。

「そんな……」

「信じられない？　でしょうね。まあ、あんたには何の関係もない――」

「すごいよ、そんなことが起こっていたなんて！」

　興奮のあまり、ぎゅううっと力任せに渚の肩を握ってしまった大地は、「痛い！」という渚の抗議の声とともに吹っ飛ばされた。痛烈な前まえ蹴げりだった。

　もんどりうって、段ボールと一緒に転がった大地を、渚がさすがに心配そうに見た。

「だ、大丈夫？」

　大地が無言で立ち上がる。その不穏な空気に、渚がじりっと後ずさりした。

「俺も行く」

「え？」

「今度、潮騒が聞こえたら、俺も一緒についていく。そんで魔の海に行く」

「あ、あんた何言ってるの？」

　渚が呆ぼう然ぜんとしている。だが、大地はもはや聞いていない。脳裏に浮かぶのは猛たけ々だけしい海と、そこで生息している雄大な怪物たちの姿だけだ。

「危ないのよ！　わかってるの!?　って、あんたに言ってもムダか……岩をカッパの頭と間違えて、滝に飛び込むようなバカだもんね……」

　渚が聞き及んでいた大地の武勇伝を思い出したのか、ため息をついた。

「わかったわよ……とりあえず、今晩も学校に偵察に行こうと思ってるから、一緒に行きましょう」

　渚が呆あきれたように見つめてきた。首を傾かしげると、やわらかそうな髪がさらりと揺れた。

「それにしても……あんたって噂うわさに違たがわぬ変人ね」

「おまえは想像だにしなかった猫かぶりだな」

　渚の目がつりあがった。しまった、と思ったがもう遅い。脳天に衝撃が走る。

「あだっ！」

　大だい地ちは頭を押さえた。言い返しただけなのに、思いきり殴られた。ひどい。

「で、魔物を倒すための武器が必要なのよ。陸りく三ぞうなら、魔の海の武器を持っているんじゃないかな、って思ったわけ」

「そうなのか……」

　俺おれや親が確認した限り、ただのガラクタしかないはずだが。

「とりあえず、探すしかないわね」

　渚なぎさが段ボールの山を見上げ、ため息をついた。

「武器ねえ……」

　しばらく大地と渚は埃ほこりの舞うなか、物置の捜索を続けた。

「あっ！」

　物置を見回していた渚が声を上げた。その視線の先には、枯れ枝のような棒があった。

　長さは野球のバットくらいの、先のほうが膨らんだ棍こん棒ぼうだ。棒の表面はざらざらで、あちこちに気味の悪い傷がついている。

　だが、渚はその小汚い棍棒を、目を輝かせて見つめた。

「やっぱり魔ま獣じゆう具ぐだわ。フフ……いいものがあるじゃない！」

「魔獣具？」

「そう。魔の海で年を経た魔物が武器として形を変えたものよ。もう、魔物自体は永遠の眠りについちゃってるんだけど。死体みたいなもんかな？」

「し、死体？」

　後ずさる大地に、渚が意地悪い笑みを浮かべた。

「そう。安易に近づくと呪のろわれるわよ～」

　呪い――。

　ドキンと心臓が大きく跳ねた。右手の手のひらが熱くなったような気がした。

　奇妙な力を持つ、この右手――。

　右手を見つめる大地をよそに、渚はぐっと棍棒を握った。

「ほうら、目覚めなさい～。美女がお呼びよ」

　呪いをかける魔女そっくりだ。大地はそう思ったが、敢あえて口には出さなかった。

　棍棒から芳かんばしい反応が返ってこず、苛いら立だった渚が棍棒を振り回し始めた。

「ほらっ、ほらっ！　起きろってば！」

「……何してるんだ？」

「この魔物を目覚めさせ、私を主人として認めさせるのよ！　いつでも呼びかけに応こたえて、力になってくれるように盟約を交わすの」

「そんなことができるのか？」

「らしいわね。そもそも、とっくに塵ちりとなってもいいはずの老齢の魔物がまだ消えないのは、それだけ戦いへの執着が強いからと言われているの。だから、魔ま獣じゆう具ぐになるような奴やつらは、戦いに関して力を貸してくれるってわけ」

「戦闘的なんだな……」

「そんな奴ばっかりみたいよ、魔の海って」

　ぶんぶんと棍こん棒ぼうを振り回しながら、他人事のように渚なぎさが言った。

「それにしても、なかなか目覚めないわね～。惰だ眠みんを貪むさぼってるんじゃないわよ！　絶世の美女がご主人様になってやろうっていうのに！」

　埒らちが明かないと見た渚が、今度は物置の壁に棍棒を叩たたきつけ始めた。

　ガゴン、ベゴン、と凄すさまじい音が響く。そのたびに物置が大きく揺れ、埃ほこりが降ってくる。

「うわっぷ！　おまえ、物置を壊す気か!?」

「だって、こいつが起きないんだもん」

　悪びれた様子もなく、渚がしれっと言った。

「つーか、それって本当に魔獣具か!?」

「間違いないわよ！　ほら、これ、目っぽいでしょ？」

　ボロボロの棍棒に入った傷の一つを渚が指差す。

「目を開けろっつーのよ！」

　その傷に指を入れると、渚がぎりぎりと力をこめ始めた。こじ開けようとしているらしい。棍棒がみしみしと不吉な音を立てる。

「お、おい……」

《やめろ、小娘。指を食いちぎるぞ》

　低い声が物置に響き渡り、渚と大だい地ちは硬直した。その声は確かに渚の手にある、棍棒から聞こえてきた。

　ギロリ――。

　いきなり、棍棒の傷から目が開いた。は虫類めいた、縦長の虹こう彩さいをした真紅の目が大地を捉とらえる。

「う、うわっ！」

「ようやく起きたわね！　これから私が主人よ！　呼んだらすぐ力になるのよ！」

　渚が腰に手を当て、大いばりで棍棒に向かって声をかける。

「私みたいな美人に仕えることができて幸せね！」

　しばらくして、低い声が再び響いた。

《なんだこのバカ娘は》

「まったくだよ。おまえ、人へのものの頼み方をだなー、もうちょっと考えてだなー」

　魔獣具の言うことはもっともだ。大地はうんうんと頷うなずいた。

「何ですってえ！」

　顔を真っ赤にした渚なぎさが、大だい地ちの頭を魔ま獣じゆう具ぐで力任せに殴った。

「ぐえ！」

《何をするか！》

　二人の抗議の声にも、渚は悪びれることなく言った。

「フン！　女を愚ぐ弄ろうするからよ！」

「ひ、ひでえ……」

　大地はずきずき痛む頭をさすりながら、涙目で渚を見た。

「おまえ、魔獣具がなくてもいいんじゃねえの。金属バットか何か持ってたら無敵だぞ、きっと。『浜はま森もりのマッド・ガール』とか都市伝説決定だな！」

「魔獣具がいるの！　絶対！　一人前の人魚には必須の武器なの！」

　渚がブンブン棍こん棒ぼうを振り回す。狭い物置なので棍棒が段ボールやら壁やらに当たって、ベゴボゴと鈍い不協和音を奏でる。

　――今、何か変な言葉があった。

　大地は暴れ回る渚をまじまじ見つめた。

「……人魚？　人魚って言ったか？」

「そうよ！」

　渚が顎あごをツンと上げ、豊かな蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげる。そして、誇らしげに宣言した。

「私、人魚のハーフなのよ」

「はあああああ!?」

　人魚？　人魚ってマーメイドだよな？　ジュゴン説もあったな。そうだ、日本にも人魚のミイラとか――。

「……その初めて海を見た猿さるみたいなアホ面、やめてくれる？　力が抜けるから」

　失礼極まりない渚の言葉も、大地の耳には届かなかった。

　人魚……人魚か。

　大地はまじまじと渚の足を見つめた。白く形のいい、ほっそりした足だ。鱗うろこもないし、ヒレもない。

　大地の視線にきづいた渚が苦笑した。わざとらしく片足を上げて見せる。

「残念ながら、普通の人間の足よ」

「はあ……」

「ちなみにお母さんが人魚なんだけど、見た目は普通の人間よ。こっちの世界に来るときに、人魚の体を捨てたの。大変だったみたいだけどね」

　大地の混乱をよそに、渚がぺらぺらと話し出した。

「まあ、そういうわけで、魔の海の力を持っている私としては、学校で起こっている怪事を見逃せないでしょ！　そういうわけで、ここ最近、毎晩のように学校に来ては、怪物退治をしていたってわけ！　で、魔物を倒すには、やっぱり魔ま獣じゆう具ぐが必要よ」

　渚なぎさが棍こん棒ぼうを掲げ、じっと見つめる。

《うるさい小娘だ……どうしても儂わしを使役させたいならば、おまえの“〝力”〟を見せてみろ》

「力？　あんたをへし折りゃいいわけ？」

《馬鹿か。誰だれが“〝腕力”〟を示せと言った。おまえの『人魚としての力』だ。歌ってみせろ。冥めい府ふの底から儂の魂を呼び戻すほどの歌を、一ヽ人ヽ前ヽのヽ人ヽ魚ヽならば歌えるはずだ》

「私はもう十五歳よ。一人前だわ！」

　渚の言葉に大だい地ちはきょとんとした。

「どういうことだ？」

「人魚って十五歳が大人おとなになる歳としなの。恋に目覚め、その力を遺い憾かんなく発揮できるようになるの！」

「恋？」

「そうよ、人魚にとって恋はパワーの源みなもと！」

　うっとりと渚が宙を仰あおぐ。

「かっこよくて、頭がよくて優しい人と出会って、『物見の塔』の前で告白されるのが夢なの～。パパがママにプロポーズした場所なのよ！」

　浜はま森もりの駅前広場には、『物見の塔』と呼ばれるレンガ造りの塔がある。町のどこからでも見える、見上げるような塔は待ち合わせのメッカだ。

「まあ、私はまだ理想の“〝王子様”〟に出会ってないけど、もう十五歳だし力はあるわよ」

「その力ってやつが、“〝歌”〟なのか？」

「そうよ。歌は人魚の大きな武器の一つなのよ！」

　確かに渚の声は耳に心地いい。ただ、大地は芸術科目で美術を選んだので、渚の歌を直接聞いたことがなかった。

「じゃあ、いくわよ」

　すっと渚の背筋が伸びたかと思うと、澄すんだ声がその口から響いた。

　涼やかな風そのものの歌声に、大地はまじまじと渚を見つめた。

　歌声が朗ろう々ろうと室内に響く。それは天使すら聞き惚ほれてしまうのではないかと思うほど、美しい歌声だった。

　引き込まれていく――。

　狭い室内が広々とした草原に変わった。どこまでも続く緑色の絨じゆう毯たんが、春の穏やかな風に合わせて揺れる。

　頭上に広がる空は青く澄んで、見ている者の心を静かに優しく解放していく――。

　大地は穏やかな波間にたゆたうように、紡がれるメロディーにすべてを委ゆだねた。

　温かい光の満ちる世界にどのくらいまどろんでいたのだろう。優しい調べがゆっくり終わりを告げた。

　大だい地ちは目を開けた。まるで体中が清水に洗い流されたようだ。歌声にこんな力があるなんて思いもしなかった。

「どう？」

　渚なぎさが胸を張り、堂々と審判を待った。

《話にならんな。まだおまえは魔ま獣じゆう具ぐを使う資格がない》

　あっさり言うと、魔獣具は目を閉じた。大地にとっては奇跡の歌でも、魔物のお眼鏡めがねにはかなわなかったらしい。

「ムキー!!」

　まったく相手にされず、渚が所構わず蹴けったり殴ったりと大暴れし始めた。豊かな蜂はち蜜みつ色の髪を振り乱す姿に、恐ろしすぎて声をかけることもできない。

「私の歌の何が悪いっていうのよ！」

「しょうがないだろ！　ダメだって言われたんだから！　八つ当たりはよせ！」

　むうっと渚が頬ほおを膨らませた。その緑色の目にはうっすら涙が浮かんでいる。

　ちょっと言いすぎたかな……。

　渚がプイと顔をそらせた。どうやら弱みを見せたくないらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      「……私、今日も夜の学校へ行くから」

「え？　俺おれも行く！」

「じゃあ、十二時に校門前ね！」

　渚なぎさはそう言うと、魔ま獣じゆう具ぐを手にさっさと帰っていった。

　嵐が去ったような物置の中、大だい地ちは一人佇たたずんだ。

　魔の海に魔物――そして祖父の秘密。

　そしてアイドルの同級生は人魚のハーフで――。

「俺、何も知らなかったんだなあ……」

　浜はま森もりで生まれ、浜森で育った自分。だが、まだまだ浜森の一面しか知らなかったらしい。
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　五月とはいえ、夜の空気は湖の底のように澄すんでいて冷たい。

　こっそり家を抜け出した大地は、一人夜の町を歩いた。十二時ともなると、人はもちろん車の姿も途絶え、町は深い眠りに包まれる。田舎町の夜は早い。

　しんとした夜の町を一人歩いていると、まるで今から冒険に向かうような、浮き浮きした気分になってくる。

　校門の前では既に渚が待っていた。手にはしっかり魔獣具を握っている。

　地獄の門番――獄ごく卒そつにそっくりだ、と思ったが敢あえて口にはしなかった。

「遅いわよ！」

　いきなりすらりとした足が飛んできた。鋭いキックを大地は横っ飛びでかわし――たつもりが、反動がつきすぎて見事に着地失敗。大地はよろけて壁に頭を打った。

「い、いてっ！」

「反射神経はいいみたいだけど、運動神経はイマイチね。行くわよ」

　校門に手をかけると、渚が軽やかに門を飛び越えた。猫を思わせるしなやかで軽やかな動作だった。ふわりと広がったスカートから見える足は、驚くほど形いい。

　思わず見とれた大地も後に続き、校内に降り立った。

　闇やみに包まれた学校に人の気配はない。二人は足を忍ばせ、校舎内に入った。

「とりあえず、一年五組に行ってみよう。昨日のやつがいるかもしれないから」

　声をひそめる渚に大地は頷うなずいてみせた。

「潮しお騒さいは聞こえる？」

「ええ、強くなっているわ」

　昨晩と同じく、廊下は暗く静まり返っている。

　ただ、大きく違うのは女の子といるということだ。

　大だい地ちはちらっと傍かたわらの渚なぎさを見た。足取りに合わせてふわふわとなびく蜂はち蜜みつ色の髪、整った横顔、まっすぐ前を見据えるエメラルドの瞳ひとみ。

　こんな美少女と夜の学校で二人きり。自然と昨日の裸が浮かんでしまう。

　まずい！

　大地は急いで般はん若にやの表情をした渚を思い浮かべた。頭の中で渚が何か吠ほえている。今にも人を食い殺しそうだ。怖い。

　浮き浮きした気分が一気に萎なえる。雑念を払うのには効果的だった。

「よし！」

「何がよしなのよ？」

　小さくガッツポーズをとった大地を、渚が怪け訝げんそうに見た。

「何でもない。それより、聞き忘れていたんだけどさ、おまえはなんで魔の海のことなんて知ってるんだ？　それに俺おれのじいちゃんのことも……」

「シッ！」

　渚が鋭く制した。その体には緊張が漲みなぎっている。まるで獲物を追いつめたハンターのような渚の姿に、大地も息を詰めた。

　何か――いるのか？

　ずるり。

　濡ぬれた何かが引きずられる音が耳に届いた。

「あ……」

　月の光だけが差し込む暗い廊下に、うごめく塊が見えた。

　それはゆっくり教室に入っていった。

「ツ、ツチノコ!?」

「耳元で叫ばないで！」

「ああっ、カメラを忘れた！　俺のバカ、バカ！」

「もう、うるさい！」

　渚が一いつ喝かつすると、廊下を進んでいった。深い後悔を胸に抱きながら、よろよろと大地も後に続く。

「うう、カメラ……カメラ……決定的瞬間……」

「しつっこいわね！　あんた今の状況がわかってる？」

「ＵＭＡとの初遭遇……」

「バカ！　ＵＭＡじゃなくて、魔物よ！　危険なの！」

　渚が噛かみつくように言ったが、大地はショックでそれどころではなかった。

「ＵＭＡ探しに危険はつきものだ！」

「うっさい！」

　ゴンと手にした魔ま獣じゆう具ぐで大だい地ちの頭を殴ると、渚なぎさは教室に入った。

「まったく……ＵＭＡオタクのせいで緊張感がないったら」

　暗い教室を渚が慎重に見回す。

「電気をつける？」

　そっと囁ささやくと渚が首を振った。

「月明かりがあるから充分よ。様子を見ましょう」

　ずずっと湿ったものが床を滑る音が聞こえた。

「どこだ？」

　ツチノコ、ツチノコ――さっきちらっと見た、太った短い蛇というか、大きいアメフラシに似た姿を大地は必死に探した。

「あ……」

　教室の隅にぬめっとした塊が見えた。アメフラシと違うのは、細い尻尾しつぽのようなものがついていることだ。尻尾は一メートル以上ありそうに見えた。

「ツチノコ!!」

　大地が思わず歓喜の声を上げた途端、ぐぱっとツチノコもどきの口が開いた。

　ずらりと鋭い牙きばが並んでいるのが見える。そこだけ見ると、まるで鮫さめの口だ。

　思いがけないスピードで、ツチノコもどきが大地に向かってにじり寄ってきた。

「わわあああ！」

　大地はとっさに手近な椅い子すを持ち上げ、詰め寄るツチノコもどきに振り下ろした。

　ぐしゃ！

　手て応ごたえはあった。だが、ツチノコもどきはまったく怯ひるむことはない。ダメージは皆無のようだ。

　牙を剥むいたツチノコもどきが、びよんと床を蹴けった。

　飛来してくるツチノコもどきの口が大きく開く。鋭い牙が迫ってきた。

　殺される！

　だが、顔の数センチ手前で、ガチンと牙が空を切って合わさった。そして、獲物を捕らえ損なったツチノコもどきはベタンと床に落ちた。

「あ……」

　その長い尻尾をがっちり踏んでいるのは、白く細い足。

「私の縄張りで勝手な真ま似ねはさせないわよ」

　渚がニヤリと笑うと、棍こん棒ぼうを上段で構えた。

「出会った相手が悪かったわね！」

　渚が棍棒をツチノコもどきの頭部に叩たたきつける。

「グギャア！」

　苦痛の声を上げ、ツチノコもどきが動かなくなった。たった一撃で、渚なぎさは正確に頭を叩たたき潰つぶしていた。

　どろりとツチノコもどきの体が溶け出した。まるで真夏の日差しを浴びた、黒いアイスクリームのようだ。

　床に黒い水たまりができていくのを、大だい地ちは呆ぼう然ぜんと見つめた。やがて、それも消えた。

「跡形もなくなるんだな……」

「魔の海のものは、死んだらこの世界で存在していけないみたい」

「あれはツチノコじゃなかったのか……」

　残念そうに呟つぶやく大地を、渚がキッと睨にらんだ。

「だから最初からそう言ってるでしょ！　あんた魔物に喰くわれそうになったのよ。わかってるの!?」

「あ、ああ、助かったよ……」

　大地は何とかそれだけの言葉を絞り出した。まだ心臓は早鐘のように打ち、冷たい汗は引かない。

「椅い子すなんかで攻撃してもムダだから。魔の海のものは、魔の海のものでなくては倒せないの」

「そ、そうなの？」

　渚があっさり頷うなずいた。

「ええ。たぶん銃じゆうや大砲も効かないと思うわ」

「そんな……」

　うっかり遭遇したら、逃げるか殺されるしかないのか。

「この武器を手に入れてよかったわ。素手で倒すのって結構大変だったんだよね」

「素手!?」

「そうよ、ガチンコ」

　渚が拳こぶしと拳をがっつり打ち合わせる。

　大地はまるでいっぱしの格闘家のような渚をぽかんと見上げた。渚が苛いら々いらしたように、拳を突き出した。

「だからー、肉弾戦よ。ほら、私って半分、魔の海産でしょ」

　大地はぶるぶると体を震わせていた。

「どうしたの？　今いま頃ごろびびったの？」

　大地は顔を引きつらせながら頷いた。

「夜中に一人で哄こう笑しようしながら、化け物をぶちのめしている女の姿を想像すると寒気がして――あぶっ！」

　バチコーンと肉を打つ音が教室内に響いた。

　脳天に響くような平手打ちに、ぐるりと大だい地ちの体は足を軸に一回転する。

　大地はよろよろと机に手をついた。頭の中でぐわんぐわんと大鐘が鳴っている。

　なんだこの異常なパワーは！

　渚なぎさの言葉がようやく真実味を帯びてきた。確かに普通の女の子じゃない。この怪力。

　数秒遅れて感じた痛みを堪こらえながら、大地はキッと渚を睨にらんだ。

「おまえ……武器なんかいらねえんじゃないのか……この関取マーメイド！」

「せ、関取ですって!?　誰だれが相撲すもう取りよ！　このスリムな体、見てみなさいよ！」

「うっさい！　金太郎女！」

「な、なんですってえええええ!!」

　血相を変えて棍こん棒ぼうを握りしめた渚に、大地は慌てて教室を飛び出した。息も荒く、渚が後を追ってくる。

　怪物に襲われたときより、よっぽど死の危険を感じた瞬間だった。

　恐るべし、人魚姫――のハーフ。
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　ぜえはあ。

　大地は荒く息をつきながら校門を出た。傍かたわらではぐったりした渚が棍棒をずるずる引きずりながら、恨めしげにこちらを見ている。

　シャツは汗びっしょりだ。教室を飛び出したあと、執念深く追いかけてくる渚に校内中を駆け回る羽目になった。

　幸い渚は持久力はないようで、先にへばってくれた。おかげで若い命を散らさずにすんだ。

　二人は無言で重たい足を引きずりながら夜道を歩いた。奇妙な二人連れを冴さえた光を放つ白い月が優しく照らす。

「……人魚ってもっとか弱い生き物だと思っていたよ」

「お生憎あいにくさま！　人魚は他ほかの魔物に狙ねらわれているの。強くなくっちゃ生きていけないんだから。魔ま獣じゆう具ぐを使うようになったのも、外敵からの防御のためよ」

「なんで狙われるんだ？」

「日本にもあるでしょ、人魚の肉を食べると不老不死になるという伝説」

「ああ……八や百お比び丘く尼にが有名だよな」

　いかに怪力とはいえ、魔物相手となればどこまで通用するのか怪しいものだ。彼らが生き残るための術すべとして見いだしたのが、魔獣具の存在というわけだ。

「魔の海に人魚かあ……」

　ただの田舎町だと思っていた浜はま森もりは、思わぬ脅威にさらされていたわけだ。

「浜森……そうか、謎なぞが解けた」

　大だい地ちのつぶやきに、渚なぎさが顔を上げた。

「浜森がどうしたっていうのよ？」

「いや、ずっと気になっていたんだ、この町の名前。山に囲まれたこの町になぜ『浜』ってつくのかなって……」

「ああ、言われてみれば、確かに変よね」

「だろう？　隣町は『中なか森もり』だ。更に奥地――山のふもとにあるこの町に『浜』がつく理由がわからない」

「そうね、横よこ浜はま、美み浜はま――『浜』と地名につく町は、どこも当たり前だけど海のそばにあるのよね」

「この町は魔の海と昔から繋つながっていて、それで名前がついたんじゃないのかな」

　森の中に突如現れる怪物たち。そして、渚の他ほかにも潮しお騒さいの音を聞いたものもいたのかもしれない――たとえば祖父はどうだったのだろう。

　渚が首を傾かしげると、さらりと長い髪が揺れた。

「不思議よね……この何の変哲もない田舎町がどうして『魔の海』とこれほど深く結びついているんだろう……」

「おまえにもわからないのか？」

「ええ。ただ、昔っからそうだったってことだけ、知ってる。だからこそ、私が生まれたわけだけど」

「おまえのお母さんはどうしてこっちの世界に来たんだ？」

「父と会ったからよ。彼女は一目で恋に落ちた。そして一生彼のそばにいたいと願った」

「恋って……そのために異世界に来たの!?」

　こう言ってはなんだが、たかだか恋のためにすべてを捨てて、まるで環境の違う世界に飛び込むというのは大地には理解しにくい。

「当ったり前じゃない！」

　渚がさも当然というように言った。

「人魚の恋って運命的なものなのよ。聞いたことがあるでしょ。『人魚姫』の話。どんな犠牲を払っても、障害があっても一いち途ずに相手に尽くす。それが人魚の本能、そして生き様」

　どこか誇らしげに渚が言った。

「恋に生きる、か――」

　大地は恋らしき恋をしたことがない。ずっとＵＭＡのことばかり考えていた大地には、本の中の世界のようで実感がわかない。

　恋ってそんなにすごいものなのか。人生を変えるほど。

　渚なぎさが大きく伸びをした。

「ふすっきりしたわ」

「え？　どういう意味？」

　問いかけると、渚が照れくさそうな表情になった。

「魔物をぶちのめすと、いいストレス解消になるのよね～」

　唖あ然ぜんとしている大だい地ちを見て、渚が慌てて言った。

「な、何よ！　一応この町の平和も守ってるわけだし！　人の役に立っているんだから、いいでしょ！」

　明らかに付け足しくさい。まあでも実際、魔物退治をしてくれているわけだし、人に迷惑をかけているわけでもない。俺おれにはかかっているが。

「なあ、気になってたんだけど、どっちが本当の麻生あそう渚なんだ？」

「え？」

「普段のおまえって、優等生で人気者で誰だれにでも感じがよくて……なのに、今のおまえは全然違う。別人みたいだ」

「ああ、なるほどね」

　渚がくすっと笑った。

「人って多かれ少なかれ、パブリック・イメージってあるでしょ？」

「パブリック・イメージって？」

「大衆に一般的に浸透している人物像のことよ。つまり私の場合、すっごい美少女で性格もよくて上品で、文武両道で歌もうまくて誰からも好かれている、完かん璧ぺきなアイドル！って感じ？」

「はあ……」

　よくもまあ、臆おく面めんもなく自画自賛できるものだと感心したが、さほど客観的評価と乖かい離りしていないのはさすがといえよう。

「そんなイメージを壊すと大騒ぎになるでしょう？　皆、アイドルが消えてがっかりするだろうし……そんなことをするのは忍びないってわけ」

　渚がこれみよがしに、豊かな蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげた。

　要するに猫をかぶっているということらしい。

「人から好かれるのって気持ちがいいし……アイドルってやめられないわよ～」

　ちやほやされるのが大好きだからやめたくない、と。

「ほら、私って綺き麗れいだからさー。昔から目立つわけよ！　だから、より厳しく他人の目にさらされるわけ。ちょっとワガママを言ったりしたら、調子に乗ってるってバッシングされるし、いいことがあれば妬ねたまれるし。逆に完璧な優等生にしていたら皆、すごく親切にしてくれるし、素直に誉ほめてくれるし。いいことずくめでしょ！」

　そう言うと、そっと渚なぎさが肩に手を置いてきた。

「このことはあんたしか知らないわ、山やまノの上うえ大だい地ち。だから、バレたら、犯人はあんたって決まってる」

「ううっ」

　大地は笑顔がこんなにも恐ろしいものだと初めて知った。

　逃げたかったが、渚の手ががっちり肩に食い込んで離れそうにない。

「生まれてきたことを後悔するような恐怖を味わいたくなかったら、黙っておくことね」

　ドスのきいた声で渚が囁ささやく。

　言われるまでもない。だいたい、言っても誰だれも信じてくれないだろう。

　あの麻生あそう渚が傲ごう岸がん不ふ遜そん、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、凶暴凶悪で、夜な夜な魔物と嬉き々きとして戦っているなど。

「……一つ、条件がある」

「なあに？」

　渚の目がきらりと光る。その好戦的な輝きに気き後おくれしながらも、大地は口を開いた。

「あのさ、おまえは毎晩、学校に来てるの？」

「潮しお騒さいを感じたところにはどこへでも」

　渚がさらっと言った。

「じゃあ、これからは戦いに行くときは俺おれも呼んでくれ」

「え？」

「だって――ずるいじゃないか！　おまえだけ、そんな未知のものと出会ってるなんて！　俺も見たい、そして探したい。俺が探しているＵＭＡは、もしかしたら『魔の海』のものかもしれない」

「智ち仙せん丸まるだっけ？　ほんとあんたって変人よね」

　渚がくすっと笑った。

「ふうん……ま、いいわよ。私が守ってあげるわ」

　笑う渚に、大地は敢あえて言わなかった。

　夜の学校に女の子を一人で行かせられない、と思ったのだ。怪力凶暴だけど――それでも、渚は女の子なのだ。

「あれ……」

　渚が急に道を振り返った。

「な、何？　智仙丸？」

「んなわけないでしょ。私は智仙丸がどんなのか知らないし。人がいたみたいなんだけど……まあいいわ」

　渚がじっと暗い夜道を見つめる。

　大だい地ちもそれに倣ならったが、ただ深く静かな闇やみが広がっているだけだった。



    

  
    
      
第二章　アイドルがいっぱい





　翌日、大地は珍しく八時前に学校に着いた。目が冴さえて、仕方なかったのだ。

　早い時間なので一番乗りかと思ったが、教室に入ると先客がいた。小柄な少女――朱あか里りだ。机にちょこんと座って何やら熱心に読んでいる。もちろん、渚なぎさの姿はない。

　やわらかい日差しが差し込む教室には、魔の海を思わせるものは何も残っていなかった。魔物の残ざん滓しもなく、昨晩の出来事が夢だったような、いつも通りの平和な教室だった。

　大地は少し拍子抜けしながら自分の席に座った。

　朱里は食い入るような目つきで手にした紙の束を見ている。隣に自分が座ったのもきづいていないだろう。凄すさまじい集中力だ。

「お、おはよう……」

　おそるおそる声をかけると、朱里はびくっとした。黒い大きな目がおどおど揺れている。

「あ、大地くん、おはよう……」

　朱里は慌てて手に持っていた紙をまとめようとした。だが、焦ったせいか紙の束はその手をすり抜け、ひらひらと床に散らばった。

「ああっ」

　朱あか里りが悲痛な声を上げ、小さな手を必死で伸ばす。

　好奇心もあり、大地はその紙を拾った。慌てる朱里を見て、どんな怪しいものかと思ったら校内新聞だった。

「あの……何か面白い記事でも載ってるの？」

「え、あ、う、うん……」

　朱里は顔を赤らめ、ずり落ちそうになった眼鏡めがねを直した。明らかに動揺している。

　大地は立ち上がると、掲示板の横に置かれた箱に向かった。校内新聞の最新版がどっさり入れられている。

　新聞を手に取ると、『男子有名人ランキング』の大見出しがまず目に飛び込んできた。

　朱里が見ていたのは、どうやらこの人気投票らしい。

　輝ける第一位は野球部のエース、伊い原はら健けん介すけ。

　よく日に焼けたがっちりした体をしていて一見大人おとなびて見える二年生だ。だがよく見ると童顔で、大きく丸い目が可愛かわいいと女子に評判だ。性格は明るく、先輩、後輩からともに慕われ、次期キャプテンは間違いないだろう。

「おっ……二位は澤さわ木き先輩か」

　健介がスポーツのスターなら、三年の澤木誠せい一いち郎ろうは学業のスターだ。

　入学してから一度も学年一位を譲ることなく、秀才街道を驀ばく進しんしている。浜はま森もり高校で歴代二人目のＴ大合格者が出るかと、教師たちがとても楽しみにしていた。

　昼休みに図書室で一人自習している姿を見たことがあったが、誠一郎は銀縁の眼鏡がよく似合う知的な風ふう貌ぼうをしていた。そんな外見も相まって、文化系女子の憧あこがれなのだ。

「女子っていうのはよく見てるよなあ……」

　どちらも外見、能力、人望とも申し分ない。ここに光こう輝きの名前があったりしたら面白いのだが。いや、自慢されまくるのでイヤだな、それは。

　三位を見た大地は目を見張った。

　昨日の昼休みに渚なぎさに会いに来たピアニスト、美み木き多た純じゆんの名前がそこにあった。

　大地はちらっと朱里を見た。

　この中に朱里の好きな人がいるのだろうか。そう思いたくなる熱の入れようだった。

　やっぱり朱里も、こういうかっこいい目立つ男が好きなんだろうなあ。

　大地はちょっと悲しい気持ちになった。

　ため息をついたとき、『山やまノの上うえ大地』の名前が目に飛び込んできた。

　え!?　まさか、俺おれも選ばれているの？

　だが喜んだのもつかの間、校内記事を凝視した大地は新聞を丸めそうになった。

　自分の名前の上に書かれていたのは、『ユニーク部門』の文字だった。

〈山ノ上大地（一年五組）ＵＭＡ好きでレポートが雑誌に掲載〉。

　ユニーク――言葉を言い換えてはいるが、とどのつまり『変人』ということか。好意的に解釈したかったが、名前の後の紹介にＵＭＡ好きのことしか書いてないとあれば、希望的観測など持てない。

　がっくりと肩を落としたとき、凄すさまじい勢いで教室の扉が開いた。

　血相を変えた光こう輝きが立っている。その目は異様に輝き、セットをする時間も惜しかったのか、渋しぶ柿がき色の髪はボサボサで山から下りてきた野人のようだ。

「おい、どうしたんだよ、光輝」

　だが、光輝は大だい地ちを無視して、まっすぐ朱あか里りの前に立った。ただならぬ様子の光輝を、朱里が怯おびえたように見上げる。

　荒い息を整え、光輝がようやく口を開いた。

「新聞見たよ！」

「新聞？」

　朱里がきょとんとしている。

「校内新聞のことか？」

　大地が隣から声をかけると、光輝はかぶりを振った。

「違う！　これ！」

　光輝が鞄かばんから取り出したのは、全国紙の新聞だった。

「この『しのざき　あかりさん（十五歳）』って、篠しの崎ざきさんのことだよね!?」

　そばから覗のぞき込んだ大地の目に、

〈群ぐん青じよう新人文学賞、最年少受賞者、しのざき　あかりさん（十五歳）〉

　という見出しが飛び込んだ。

「群青新人文学賞ってなんだ？」

「有名な小説の新人賞だよ！　毎年受賞者は話題になって、受賞作はほぼ間違いなくベストセラーになるんだよ！」

　光輝はまるで自分のことのように、鼻息荒く叫んだ。

　そのとき、大地は登校してきたクラスメイトが次々朱里の周りに集っていることにきづいた。そして全員、朝刊を手にしている。

「篠崎さん、新人賞を受賞したの？」

　周囲の熱気に押されるように、小さい身体からだを更に縮めた朱里がゆっくり頷うなずいた。

「……うん」

　クラス中にどよめきが走った。

「やっぱり、そうなんだ！」

　クラスメイトたちは興奮した面持ちで、矢継ぎ早に朱里へ質問をした。

「昔から小説家になろうと思ったの？」「どんな話を書いてるの？」「受賞パーティーは？」「テレビには出るの？」――畳みかけるような質問に、朱あか里りがおろおろしている。その間にもどんどん人が増え、大だい地ちは押しのけられるようにして輪の外へ出た。

　人垣でもう朱里の姿が見えない。

　そのとき、教室のドアが開いた。ふわふわと揺れる蜂はち蜜みつ色の長い髪、一分の隙すきもない凛りんとした美少女――渚なぎさが教室に入ってきた。

　だが、輪になっているクラスメイトたちは誰だれもきづかない。振り返ったのは大地だけだ。

「おはよう」

　優雅に教室に足を踏み入れた渚が、自分に背を向けて騒いでいるクラスメイトを怪け訝げんそうに見やった。納得がいかない表情で首を傾かしげると、渚が大地に近づいてきた。

　その手には長方形の大きい黒バッグを持っている。

「すごい荷物だな。なんだ、それ？」

「魔ま獣じゆう具ぐを持ち運ぶためのヴァイオリンケースよ。それより、何の騒ぎ？」

「篠しの崎ざきさんが小説の新人賞を取ったんだって」

「は？　小説？」

　思いがけない言葉に、渚が緑色の目を見開いた。

「俺おれもびっくりしたよ。篠崎さんが小説を書いてるなんて全然知らなかった」

「フーン……賞っていっても、地方の小さい賞か、学生対象の賞なんでしょ？」

　渚が面白くなさそうに言う。

「それが有名な新人賞らしくって、新聞にも発表が掲載されてるんだって」

　渚が一瞬、虚をつかれたような表情になった。その後、取り繕つくろうように微笑ほほえんだ。

「ふ、ふーん……まあ、すごいんじゃない？」

　分厚い猫皮が剥はがれかけていた。思いがけない事態に、渚が動揺しているのがはっきりわかる。いつもなら、そんな気配など微み塵じんも感じさせず、余裕の笑みを浮かべるだろうに。

　他ほかのクラスメイトたちの視線がすべて朱里に向いているので油断しているのだろう。

　確かにいつも渚には人々の注目が集まっていた。これほど誰からも興味を持たれていないときなど、入学してから初めてではないだろうか。

「まあ、才能だけじゃなく、美び貌ぼうにも恵まれている私の敵じゃないわね」

　大地以外誰も見ていないのをいいことに、フフンとばかりに金色に輝く髪をさらりとかきあげる。

　そのとき、一人の女の子が声を上げた。

「この写真って篠崎さん？」

　大きく広げられた雑誌に皆の注目が集まった。

「ええっ！　可愛かわいいー！　眼鏡めがねしてないけど、これって篠崎さんだよね？」

「コンタクト？　どうしていつもしないの？」

　クラスメイトたちの間にざわめきが走った。

　どうやら、眼鏡めがねをかけていない朱あか里りの写真が載っているらしい。

「眼鏡、取ってみて！」

　クラスメイトたちの期待の声に、朱里はおずおずと眼鏡を取った。

　その瞬間、ざわめきが潮のように引いた。

　しんとクラス中が静まり返る。眼鏡をはずした朱里に誰だれもが驚き、感嘆していた。

　それは、渚なぎさですら例外ではなかった。時が止まったかと思うほど、ぴくりとも動かず真剣な眼まな差ざしで朱里を見ている。

　突然、見たこともないほど美しい少女が教室に出現したのだ。

　印象的なのは、その綺き麗れいな澄すんだ目だ。くっきりした二重まぶたの大きい瞳ひとみを、長い睫まつ毛げが縁取っている。

　大きく分厚い眼鏡のせいで目立たなかった、整った造作が衆目のもとにさらけだされた。

「おおおおおお!!」

　どよめきが津波のように教室中に広まっていく。

「髪をおろしてみて！」

　無造作に束ねた朱里の黒髪が、女子生徒の手によってほどかれた。

　さらりと艶つやのある黒髪が肩の上を滑っていく。あっという間に朱里は、そのままＣＭに出ていてもおかしくないほど、清純で気品のある美少女になった。

「すっごいキレー!!」

「どうして、今まで眼鏡を!?　もったいない！」

　きゃあきゃあ大声で騒ぐ女子とは対照的に、男子は静まり返っていた。なぜなら男子はほぼ全員顔を赤らめ、うっとりと潤んだ目で朱里を見つめていたからだ。

　ぱきゃ。

　その小さい破壊音にきづいたのは大だい地ちだけだった。

　渚が握りしめた手近な椅い子すの背にヒビが入っていた。

　その目は大きく見開き、サナギから蝶ちようへと大変身を遂げた朱里を見つめている。

　騒ぎを聞いた他ほかのクラスや他学年の生徒まで押しかけ、朱里は一いち躍やく校内の有名人になった。



　　　　　　　＊



「眼鏡を取ったら美少女だ～!?　何十年前のネタだ！　カンブリア紀か！　ジュラ紀か！　ベタ！　ベタすぎるんじゃあああー!!」

　屋上で蜂はち蜜みつ色の髪を振り乱して咆ほう哮こうする獣――もとい、渚を、サンドイッチを片手に大地は見つめた。

　仁王立ちで天を仰あおぐ渚なぎさの姿は、満月の光を浴びて今まさに本性を現さんとするワーウルフに見えなくもない。まあ、今は太陽の輝く昼間だが。

　ギッと獣がこちらを睨にらんできた。今にも誰だれかを食い殺しそうな恐ろしい形相。その口に牙きばがはえていないのが不思議だ。

「あんた、ずいぶん冷静ね」

「いや、充分驚いているけど。よくそんな腹の底から雄お叫たけびを出せるなあ……」

　ばしーん！

　顔面に凄すさまじい衝撃が走った。ぽろりと大だい地ちの膝ひざの上に落ちたのは上靴。渚は見事な投球フォームをとっている。

「てめっ、この、痛いじゃねえか！」

　涙目になった大地の非難など、渚はまったく聞いていなかった。

「そうじゃなくて！　篠しの崎ざき朱あか里りのことよ！」

「ああ、篠崎さんか……。小説なんか書いているなんか知らなかった。すごいなあ……」

　大地は数枚のＵＭＡのレポートを書くのすら、四苦八苦したことを思い出した。オリジナルの創作物を原稿用紙に何百枚も書くなど、想像もできない。

　がすっ！

「げふう！」

　今度は脳天にかかと落としが炸さく裂れつした。目から火花が散る。

　さすがに温厚な大地もカッとなった。

「おまえ……俺おれを殺す気か！」

　渚ががばっと手で顔を覆った。

「私をさしおいて、あの子がアイドルになっちゃう！」

　自分の言うことなど渚はまったく聞いていない。大地はため息をついた。

「そりゃ仕方ないんじゃないか？　休み時間中も学校中の人間が見に来てたし、校門にはテレビ局まで取材に来ていたらしいし」

「困るのよ」

　渚がイヤイヤをするように、激しく首を振った。

「何が？」

「あんた知らないの？　来月は女子の有名人ランキングがあるのよ！　私がぶっちぎりの一位になるはずなの！　なのに、もし万が一、負けるようなことがあったら！」

「有名人ランキング……ああ、校内新聞のアレか」

　今月は男子だったが、来月は女子の番らしい。

　どうやらこのワガママなお姫様は、アイドルの地位を脅かされて苛いら々いらしているようだ。

「昨日まで私が、私だけがアイドルだったのに!!」

　美び貌ぼうと才能――その二つを兼ね備えたクラスメイトの出現。

　ある意味対等ではあるのだが、朱あか里りは突然脚光を浴びた分、劇的でインパクトが大きい。

　そして、ジャンルは違えど華々しいデビューをした、という点は同じだが、渚なぎさは正体不明の覆面歌手で秘密裏に活動している。

　一方、朱里は堂々と新聞や雑誌に出ている。つまり、より注目度が高く、話のネタにしやすい。

　その証拠に、この美しく才能のある高校生に、インタビューの申し込みも殺到しているらしい。

　すごいなあ。たった一晩で人生が変わる。そんなこともあるんだなあ。

　ぱくぱくぱく。

　学食で買ったチョココロネを頬ほお張りながら、大だい地ちがそんなことを考えていたとき。

　ぐわしゃ！

　耳元で凄すさまじい音が破裂した。頬をかすめるようにして、フェンスをぐいぐい押しているのは、しなやかな細い足。

　大地は渚が自分の顔面すれすれに蹴けりを出してきた、とようやくきづいた。数センチずれていたら死亡確実だ。

「な、何するんだよ……」

　ぜえはあ、と肩で呼吸をしている渚がこちらを睨にらんでいる。その目に宿る怨おん念ねんの業火に、大地はそれ以上言葉を発することができなかった。ましてや、『パンツが丸見えだよ。白だね』なんて言えるはずもない。とりあえず視線をそらし、空から咳ぜきで合図してみる。

「あっ！」

　渚が顔を赤らめ、足を下ろした。スカートの中がちょうど大地の視界に入っているときづいたらしい。

　照れ隠しなのか、ごほんと渚がわざとらしい咳せきをした。

「とにかく、何か手を考えないと！」

「手って？」

「それを考えてよ！　私のアイドルの地位が脅かされているのよ！」

「大変だなあ、まあ、頑張れ」

　ポンと肩を叩たたくと、膝ひざ蹴げりが飛んでくる前に大地はそそくさと逃げた。わけのわからん愚ぐ痴ちに付き合いたくない。

　屋上のドアを開け、大地は校舎内に入った。逃げおおせた。そう思った瞬間。

「待ちなさい！」

　凄まじい勢いでドアが開くと、渚が姿を現した。つりあがった緑色の目は殺気に満ち、人を食い殺そうとする鬼おに婆ばばそっくりだ。心臓が縮み上がる。

「ひいいいい！」

　必死で階段を駆け下りていると、急に背後の鬼気迫る気配が消滅した。

「あ……」

　階段を下りた先に立っているのは、野球部のエースでいて男子人気ナンバーワンの伊い原はら健けん介すけ。つまり、大だい地ち以外の第三者。渚なぎさは大地以外の人間の前では徹底的に猫をかぶるつもりのようだ。

　健介とにこやかに談笑しているのは、眼鏡めがねをかけ直した朱あか里りだった。大柄な健介といると、ただでさえ小さい朱里がいっそうか細く華きや奢しやに見える。

　どうしてこの二人が？

　思わぬ組み合わせに、大地は踊り場で呆ぼう然ぜんと立ちつくした。ズキンと胸が痛む。

　背後に不気味な気配がしたかと思うと、押し殺した呪のろいの言葉が耳元で囁ささやかれた。

「うっぎいいい！　昨日まで、あいつ私のところに来てちやほやしてたのに！　もう乗り換えたっていうの？」

　ぎゅううううっと雑ぞう巾きんを絞るように肩をつかまれ、大地はついに悲鳴を上げた。

「ぐぎゃあ！」

　その悲鳴に、にこやかに顔を合わせていた健介と朱里がハッとしたように顔を上げた。

　朱里が困ったような顔をしてこちらを見ていた。もしや、邪魔をしてしまったか。

「あら、お二人お揃そろいで」

　渚がにこやかな笑みを浮かべ、階段をゆっくり下りていく。気品を感じさせる優雅な足取り。まるで王族だ。この変わり身の早さにまだ慣れない。

「楽しそうね。お邪魔しちゃってごめんなさい」

「いや、そんな……」

　嫌味ときづいていないのか、健介はでれでれと笑っている。

　バカだな……心の中で今おまえはボコボコに殴られているんだぞ。

　見た目はいつもの渚で、その外面は完かん璧ぺきだ。だが、彼女のはらわたが煮えくりかえっているのが、傍かたわらにいる大地にはひしひし伝わってきた。

「じゃあ、篠しの崎ざきさん、また！」

　爽さわやかな笑顔を残し、健介は立ち去った。

　残された朱里が気まずそうに渚と大地を見ると、口を開いた。

「あの……」

「篠崎さん！」

　満面の笑みを浮かべて朱里の元に駆け寄ってきたのは、ランキング第三位のピアニスト、美み木き多た純じゆんだった。

「さっきの話、よろしく！」

　なれなれしく朱あか里りの肩を叩たたくと、純じゆんは颯さつ爽そうと髪をなびかせて去っていった。

「何のこと？」

　笑顔を崩すことなく渚なぎさが尋ねる。もちろん、朱里は渚がプライドを傷つけられて怒り狂っているなど夢にも思っていない。何の警戒もせず、口を開いた。

「今度、純先輩がミニコンサートをするみたいで」

「ミニコンサート？」

　大だい地ちが首を傾かしげると、朱里が補足してくれた。

「純先輩は来月、誕生日なんですって」

「知ってるわ。一曲歌ってくれって頼まれているの」

　渚が面白くなさそうに言う。

「は？」

　意味がわからん。二人の話についていけない。

「ほら、六月って英語でＪＵＮＥでしょう？」

　朱里の手前、渚が優しく教えてくれる。二人きりだったら「手間かけさせんなよアホボケカス！」と罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせてくるだろうに。

「ああ、そういう意味か」

　六月ＪＵＮＥだからジュン。生まれ月にちなんだ名前らしい。

　朱里が補足してくれる。

「それで、誕生日にご両親からプレゼント代わりにホールを予約してもらって、ピアノメインのコンサートを開くらしいの。それで、司会をしてくれないかって」

「へえ……」

　確かに大人おとなや男に頼むより、可愛かわいい女の子に司会進行をしてもらったほうが、コンサートは盛り上がりそうだ。

「朱里さんはキュートだから、コンサートが華やかになるわね」

　渚がやわらかな眼まな差ざしを向けると、朱里が頬ほおを染めた。

「そんな……」

「うんうん、そうだよなー」

　気軽に相づちを打った瞬間、ぴきんと空気が凍った。

　渚がゆっくり笑顔を向けてきた。

「そうよね～」

　口は笑っているのに、目だけつりあがって怨おん念ねんの化け猫みたいだ！

「でも……私、人前で話すのって苦手で。舞台に上がるなんて無理だわ……」

　一人、険悪な雰囲気にきづいていない朱里が呟つぶやく。

「大丈夫、慣れの問題よ！　私も最初は緊張したけど、繰り返すうちに平気になったわ。何度かリハーサルをしてもらえば大丈夫よ。じゃあ、私はこれで」

　爽さわやかに手を振ると、渚なぎさは歩いていった。

　その後ろ姿を見送りながら、朱あか里りがうっとりと言った。

「ほんと、すっごい美人なのに気さくで優しくて素敵な人よね、渚さんて」

「……」

　大だい地ちは頷うなずけなかった。今背を向けている渚の顔がリアルに想像できた。

　子どもが見れば泣き叫びそうな般はん若にやの表情に違いなかった。

　あまり考えまい。胃が痛くなる。

「あ、あの、伊い原はら先輩は何か用事だったの？」

「受賞の記事を見て、おめでとうって言いに来てくれただけ……私もよくわからないの。急に話しかけられたから」

「ふーん……」

　伊原健けん介すけは人一倍練習熱心で、野球に対しては真しん摯しで真面目まじめだが、ちょっとミーハーな一面がある。以前は渚目当てに教室によく来ていた。大方、今までチェックしていなかった美少女の存在を聞いて、いそいそと見に来たのだろう。

　なんだかちょっと嫌な気分になった。いや、俺おれには関係ないけど。



    

  
    
      



    

  
    
      「そういえば、新人賞を受賞したんだってね。おめでとう」

　大だい地ちがそう言うと、朱あか里りの漆しつ黒こくの目が輝いた。

　心底嬉うれしそうな表情に、こちらまでどぎまぎしてしまう。

「ありがとう」

「しょ、小説は昔から書いてたの？」

「中学生の頃ころから、文章みたいなものは書いていたんだけど、ちゃんと作品として仕上げたのはあれが初めてなの」

「じゃあ、初めて書いた小説で受賞!?　すごいね。才能があるんだ！」

　朱里が慌てたようにブンブンかぶりを振った。

「そんなことないよ！　気負わずに好きなように書いたから、その勢いが評価されたみたい。『瑞みず々みずしい』って。ビギナーズ・ラックみたいなものだと思う……」

　朱里が寂しそうに笑った。ぎゅっと小さな手を握り合わせる。

「二作目を――って言ってもらってるんだけど、何を書くかも決めてなくって……。ほんと、あんなに騒がれるような人間じゃないの、私」

　渚なぎさとえらい違いだ。渚なら、ふんぞり返って大いばりだろう。

　何か言おうとしたとき、廊下を歩いてきた男子たちが、朱里を見て声を上げた。

「篠しの崎ざき朱里だ！」

「へえ……思ったより小さいんだな。かわいー」

　遠慮会釈のない好奇の視線に、朱里が自分の顔を隠すようにうつむく。

「すごい美人なんだって」

「残念、顔が見えないなあ」

　本人たちはこそこそ話しているつもりらしいが、丸聞こえだ。

　しつこく朱里を眺めていた男子たちがようやく通り過ぎ、朱里が肩から力を抜いた。気まずい沈黙が流れる。

「す、すっかり有名人だね」

　大地が声をかけると、そろそろと朱里が顔を上げた。

「……ああいうの、困る……」

「まあ、そうだよな」

　どこを歩いていてもじろじろ見られるというのを喜ぶのは、自信と自己顕示欲の塊――渚――くらいだろう。

「私、美人なんかじゃないのに」

　その声の暗いトーンに大地は驚いた。

「え……？　どういうこと？」

「小学生の頃、男の子たちにイジメられたの。私、可愛かわいくないから。だから、あんまり人に見られるのって好きじゃないの……」

　朱あか里りの声が震えた。小さな拳こぶしは何かを堪こらえるように握りしめられている。思わず抱き寄せたくなるほど、その姿は頼りなげで心を打った。

　あの渚なぎさが脅威に思うほど綺き麗れいなのに、そんなふうに自分を卑下している朱里を見ているのがつらかった。

　何か言ってあげたい――。緊張で舌がもつれそうになりながらも、大だい地ちはその一心で勇気を振り絞った。

「そ、そんなバカガキの言うこと気にすることないって！　こんなに美人なんだから！」

　勢いにのって言ってしまい、大地は頬ほおに血が上るのを感じた。うわ、なんかすごく恥ずかしい。逃げ出してしまいたい。

「……ほんと？」

　おずおず、朱里がこちらを見た。救いを求めるような切ない眼まな差ざしだった。

　そんなすがるような顔をされると、もっと誉ほめたくなる。

「ほんとだって！　前からその――か、可愛かわいいと思ってたけど、眼鏡めがねを取ったらはっきりわかったよ。もっと堂々としてなよ」

　一気に言いきると、大地は真っ赤になった。

「ありがとう」

　ぽつりと朱里が言った。心からの感謝が伝わってくる、染みいるような声だった。

　やっぱり女の子と話すのは緊張するけど、朱里といると心地いいんだよなあ。

　縁側でひなたぼっこをしているときの、温かく穏やかな気分を大地は思い出した。
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　放課後、校舎を出た大地は足を止めた。

「一緒に帰りましょ！」

　校門の前で笑顔で手を振っているのは、猫皮をかぶった怪力女――もとい、渚だった。

　風になびく蜂はち蜜みつ色の髪を可愛らしく手で押さえている。

　ここで無視したら何をされるかわかったもんじゃない。

　仕方なく、大地も小さく手を振り返した。下校中の生徒たちがひそひそ何か言いながらこちらを見ている。朱里ではないが、わけのわからん注目を浴びるのは確かに気分のいいものではない。

「ちょっと連れていってほしいところがあるの」

　不穏な響きに腹の底がひやりと冷えた。だが、選択の余地はない。

「い、いいよ、どこ？」

　渚なぎさが思わせぶりに微笑ほほえんだ。

「誰だれもいないところ。そうね、山奥がいいかな？」

　ヒイイイイイ!!　お母さーん!!

　そう叫びたかったが我慢した。

　一見おいしい台詞せりふに聞こえるが、色っぽい展開は微み塵じんも期待できない。それどころか命の危険を心配せねばならないとは。理不尽なこと、このうえない。

「さ、案内してちょうだい！」

　渚に命じられ、大だい地ちは仕方なく山に向かった。さながら処刑台に向かう囚人の気分だ。

　人ひと気けのない森の中を十分ものぼっただろうか。渚が足をぴたりと止めた。

　軽く息を吸い込むと、渚は力いっぱい叫んだ。

「きゃあああああ!!」

　渚の悲鳴が辺りに響き渡る。唐突な行動に、大地は呆ぼう然ぜんと渚を見つめた。

「ど、どうしたんだ？」

　渚は叫び終わると、無言で辺りを見回した。森の中は静寂に包まれ、自分たち以外の声も足音もしない。

　渚が満足げに頷うなずいた。

「よし、誰もいないみたいね」

「え？」

　いきなり、渚が近くの大たい木ぼくに蹴けりを入れた。太い幹がゆさゆさと揺れる。

「おらああああ！」

　ドスドスドス!!

　キツツキ顔負けの反復運動で、渚が木に蹴りを入れまくる。

　その恐ろしい形相と不可解な行動に、大地は止めるどころか腰を抜かしそうになった。

　間断なく蹴りながら、渚は怨えん嗟さに満ちた言葉を叫び始めた。

「あの腐れピアノ弾きが！　コンサートの華は私一人じゃ不足だと言いたいのか！　何様じゃ！　指を一本一本へし折るぞ！」

「ひいいい！」

　大地は思わず手近な木にすがりついた。ズキンと心臓に痛みが走る。今すぐ穴を掘って、その中に隠れたい。こんな恐ろしい光景を見たくない聞きたくない。

　しかし、逃げることもかなわない。大地はぶるぶる震えながら見守るしかなかった。

　数分が永遠にも感じられたそのとき、ようやく渚の連打が終了した。

　一仕事終えた木こりのように、渚が爽さわやかに額の汗をぬぐった。

「はふう……ちょっとすっきりした」

「ちょっと？　あれだけやって、ちょっと!?」

　聞き返す大だい地ちを、渚なぎさが怪け訝げんそうに見つめた。

「あんた、手に何持ってんの？」

　大地の右手には、いつの間にか空き缶がぴたりと張りついていたのだ。

　大地の右手には、奇妙な磁力の力が宿っている。ピンチのときに勝手に発動するのだが、軽い物しか動かせないし、あまり意味はない。大地は空き缶をひきはがした。

「いや、何でもない。それより、もう帰ろうよ」

「でもまだ、ストレスが残ってるのよね……」

　自分の耳が信じられない。空腹のゴリラ並みに暴れておいて、まだ物足りないのか。

　こんなのに付き合っていたら俺おれのストレスがたまりそうだ……。しかし、どうして渚はわざわざストレス解消のために、俺をこんな人ひと気けのない場所に連れてきたのだろう。

　嫌な予感が募っていく。心臓が痛い。また、磁力の力が発動しそうだ。

「ストレス解消って大事よね？」

　いきなり問いかけられ、こっそり逃げようとした大地はびくっと体を引きつらせた。

「は、はあ……まあ、そうだな……」

「あんたはどうやってストレス解消してるの？」

「俺？」

　いきなり問われ、大地は考え込んだ。自他ともに認めるマイペース人間なので、あまりストレスをため込んだ記憶はない。

　正直、今が人生で一番ストレスフルなときだろう。しかし、そんなことを言ったら命が危うい。えーと、家に帰ったら何がしたいかなあ……。

「そうだなー。まずＵＭＡの本を読んでー」

　渚がギロッと睨にらんできた。

　てめえ、この役立たず、頭を使えっつーんだ、ブチ殺すぞ。

　渚の顔がそう語っている。大地は焦った。もっと有益なことを言わないと！　そういえば腹が減ったな……。

「えーと、うまいものを食ったりするとか」

「たとえば!?」

　いきなり渚が食いついてきた。その緑色の目が生き生きと輝いている。何なんだ？

　よくわからないけど、今食べたいものは――。

「ええっと……ラーメンとか」

　渚が更に目を輝かせ、ずずいっと近寄ってきた。

「あんた、ラーメン食べたいの？」

「は？」

「食べたいんでしょ？」

　いいえ、と言ったら即死しそうだ。その威圧感に大だい地ちはおののいた。

「え、えーと、はい」

　腰に手を当てた渚なぎさが満足げに頷うなずき、厳かに言った。

「いいわよ、一緒に食べに行ってあげても！」

「ええ？　ラーメンを？」

「そう！　ストレス解消に」

「……」

　なぜに今から渚とラーメンを食いに行かねばならんのだ。わけがわからん。

　黙っている大地に、渚がじれったそうに口を開いた。

「ぼうっとしてないで何とか言ってよ！」

「そう言われても……」

　後ずさりした大地は、渚が地面に放ほうり投げたらしい鞄かばんにつまずいた。

　その拍子に、渚の鞄から中身が飛び出す。

「あ……」

　慌てて拾おうとした大地は、教科書やノートに紛れて顔を出している一冊の雑誌にきづいた。

　かなり読み込んであるらしく、ページがたわんでいて、あちこちに付ふ箋せんが貼はってある。

　それは見覚えのある雑誌だった。大地も持っている、『ラーメンマニア！』というラーメンの名店情報の特集誌だ。

「ああっ！」

　渚が飛びつくようにして、慌てて雑誌を鞄に押し込む。だが、時既に遅し。

　なるほど。ようやくすべてが繋つながった。

　渚はどうやらラーメンが大好きらしい。専門誌を購入し、じっくり読み込んで丹念にチェックするほど。

　ストレス解消に食べに行きたいのだが、一人では行きにくい。それで自分を誘いたいのだが、プライドが邪魔をして素直に言い出せない、と。こんなところだろう。

　バレバレだと思うのだが、どうやらシラを切りたいらしい。

　大地はちょっと意地悪をしたくなった。

「まさかと思うが、ラーメンが好きなのか？」

　その言葉は爆弾なみの破壊力があった。渚の顔が真っ赤になった。

「そそそそそんなことないけど！　あんな下品でチープな食べ物！　ででででも、あんたがどうしても食べたいって言うなら、付き合ってあげてもいいけど！」

　耳まで紅あかく染め、狼ろう狽ばいしている渚は可愛かわいかった。もともとがすごい美少女だ、ということに改めてきづく。

　もうちょっと焦じらしたかったが、これ以上もったいぶったら俺おれの撲ぼく殺さつ死体が数日後、近くの雑木林で発見されるかもしれない。

「わかった。じゃあ、ラーメンを食べに行こうか」

「しょうがないわね～。付き合ってあげるわ！」

　嫌そうな口調とは裏腹に、渚なぎさの頬ほおは緩みっぱなしだ。これで機嫌が直ってくれたらいいのだが。怒り狂って呪じゆ詛そを垂れ流し、大たい木ぼく相手に暴れる女の姿などもう見たくない……。

「どこに行く？　『充じゆう麺めん』？」

　浜はま森もり高校の生徒の御ご用よう達たしである駅前のラーメン店を挙げると、渚の目がつりあがった。

「あんな地元の店に行ったら皆にバレるじゃないの！」

「それの何がいけないんだ？」

　渚が呆あきれかえったと言わんばかりに、腰に手を当てて深々とため息をついた。

「いーい？　麻生あそう渚がラーメンを学校帰りに食べたなんて、誰だれにも知られるわけにはいかないのよ！　イメージと違うでしょ！」

「はあ……」

　よくわからないが、ラーメンを食べるということを秘密にしておきたいらしい。

「でも、いいのか。俺はおまえがラーメンを食べると知っているわけだけど」

「あんたはいいの！　もういろいろバレちゃったし、あんたは誰にも言わないでしょ」

　渚があっさり言った。一応、信頼してくれているらしい。大だい地ちはちょっと驚いて渚を見つめた。

「まあ……誰にも言うつもりはないけど……」

「何、その歯切れの悪い言葉。あんた、言いふらすつもり!?」

「滅相もございません！」

　触らぬ人魚に祟たたりなし。機嫌がいいうちに、さっさとラーメンを食べに連れていこう。幸い、オシャレなカフェとかイタリアンの知識はゼロだが、うまいラーメン店はたくさん知っている。なんとかなるだろう。

「じゃあ、ちょっと遠いけど中なか森もりまで行くか。あそこ、今、ラーメン激戦区でいい店が揃そろってるし」

　中森は浜森から電車で二十分ほどのところにある、この近辺では一番栄えている町だ。駅前には大型ショッピングセンターやデパートが軒を連ねている。

「いいわね。平日の中森なら、まず知り合いに会うこともないだろうし。それに、『中森ラーメンストリート』に行ってみたかったの！」

　渚が嬉うれしそうに笑う。さすがラーメン特集雑誌を買うだけあって、ちゃんと目をつけていたらしい。『中森ラーメンストリート』とは、ラーメン店が二十店舗ほど連なる新しい通りのことだ。

　渚なぎさはさっさと山を下りると、先ほどと違い、意気揚々と駅に向かう。

　楽しそうな渚は、教室で澄すましているときよりずっと可愛かわいく見えた。以前はお人形さんのように硬質な雰囲気があったが、喜怒哀楽の激しい素の渚は躍動感に満ちていて、それはそれで魅力的なのだ。

　それに女の子が苦手な自分が、渚には全く気負わずに自然に話せる。

　これで中身も可愛かったら理想的なのになあ……。

　そんなことを思いながら大だい地ちは、ふわふわ揺れる渚の蜂はち蜜みつ色の髪を見つめた。
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　中なか森もり駅に着くと、渚が地図を片手にいきなり逆方向に足を踏み出した。

「さ、行くわよ！」

「……そっちじゃないよ。こっち」

「え？　ええ!?」

　渚が慌てて地図を睨にらみ、上下をひっくり返し、ためすすがめつ見る。

　なぜ、こんなにじっくり地図を見ているのに間違うのか。

　尚なおも「おっかしいなー」とブツブツ呟つぶやく渚を連れ、大地は歩き出した。

　駅から十分ほど歩いたところに『中森ラーメンストリート』はある。

「うわあ！」

　ずらりと軒を連ねるラーメン店に、渚が感激の声を上げた。

　そんな渚に通行人の目が集中する。それもそのはず、サングラスに白いマスクをつけている制服姿の少女は明らかに異様だ。

　渚いわく『念のための変装』らしいが、余計に注目を浴びているだけだ。だが、そう指摘すると殴られそうなので黙っておく。

「どこの店に行こうかな～。あんたはもう行ったことあるの？」

「ああ、先月、オープンしたてのときに」

「いいなあ」

　渚が心底羨まうらやしそうに言う。猫をかぶるのも大変だ。

「でも二つ店をハシゴしただけ。まだまだ行ってない店がいっぱいだよ」

　ふってわいたラーメンブームに今、中森の町は大おお賑にぎわいだ。大物のフード・プロデューサーをコンサルタントとし、北海道や東京、福岡などから有名店の支店を誘致してきた。

　あちこちのメディアにとりあげられたこともあり、他県からも客がたくさん来ているという。有名店だけでなく、地元の店や新規参入の店もあり、それぞれがしのぎを削けずって競い合っている。

「『麺めん屋や一いつ休きゆう』がいいかなあ……それとも『はちすか亭』かなあ」

　渚なぎさがブツブツ呟つぶやいた。前者は池袋、後者は札幌の人気店だ。

「迷うなあ……」

　変装をした安心感のせいか、渚は人目もはばからずにラーメン雑誌を広げている。

「うーん、うーん……どうしよう」

「そんなに悩まなくても、また来たらいいじゃないか」

　何気なく口にした言葉だった。だが、表情を曇くもらせていた渚の顔がパッと輝いた。

「ほんと？」

　サングラスとマスク越しにも、渚が心底嬉うれしそうなのがわかる。

　不覚だ。そんな渚を可愛かわいいと思ってしまった。

　動揺を隠すため、大だい地ちは横を向いた。そんな不意打ちはなしだろう。ドキドキするじゃないか。

「あ、ああ。だから、気楽に決めろよ」

「じゃあ、『はちすか亭』にする！」

　渚が赤い暖の簾れんのかかった店に猛牛さながら突進していく。大地は慌てて後を追った。

　店に入ると、ほぼ八割方埋まっていた。平日の夕方にしては盛況だろう。

　ラーメンをすすっていた客たちが、ぎょっとしたように渚を見つめる。

　カウンター席についた渚が切なげにため息をついた。

「やだわ……私ったらどこにいても注目を浴びちゃう」

「目立ちたくないんなら、とりあえずサングラスだけでも外してくれ」

「わかったわよ、もう」

　予想外に渚がすんなり言うことを聞いた。それは大地を認めたというよりも、ラーメンに気を取られたせいらしい。

　カウンターの上に置かれたメニューを渚が食い入るように見つめる。

　そしておもむろに顔を上げると、高らかに宣言した。

「私、スペシャルちゃーしゅーめん！」

　最もボリュームのある、この店の看板メニューだ。

　しょうがない。付き合うか。

　なんだかんだ言っても、大地もラーメン好きだ。この店で頼むなら、この看板メニューと決めていた。

「じゃあ、それを二つ」

　注文を終えると、珍しそうに店内を見回していた渚がこちらをキッと睨にらんできた。

「これは、あんたに付き合ってあげてるんだからね！　もし誰だれかに聞かれたら、『俺おれが無理矢理店に連れていった』ってちゃんと説明するのよ！」

「はいはい」

　俺おれより先に注文しておいて、『無理矢理』なんてよく言うよなあ。だいたい、自意識過剰だっつーの。

　そういう思いが顔に出たのか、渚なぎさの緑色の目に凶暴な光が宿る。

「何か言いたいことでも？」

　ドスのきいた声に、大だい地ちは慌てて視線をそらせた。

「はい、お待ちどお！」

　救いの神は思ったより早くやってきた。

　目の前にどんぶりが置かれた途端、渚の意識から大地はすっ飛んだようだ。

「いただきまーす！」

　渚は手際よく割り箸ばしを割ると、脇わき目めもふらずにラーメンに突撃した。

　はふはふ、はふはふ、はふはふ。

　慌ただしく息を吐きかけながら、渚は勢いよく麺めんをすすり始めた。

「お、おいしい～」

　うっとりと言うと、今度はレンゲでスープをすする。

「コクがあってまろやか～」

　次にどんぶりに花びらのように並べられた特大チャーシューをかじる。



    

  
    
      



    

  
    
      「とろける～。なんてジューシーなの！」

　そして再び麺めんにとりかかった。そのスピードたるや、隣に座っていた男性客が目を見張るほどだ。

　だが、もう渚なぎさは周りなど見てもいなかった。大だい地ちの倍のスピードでスープまで残さず平らげると、ぷっはあ、と満足げに息を吐いた。

　頬ほおを桜色に染め上げた渚が笑顔を向けてきた。その顔にはびっしり汗が浮いていたが、渚はまったく気にした様子はない。

「おいしいねー！」

　渚は緑色の目を輝かせ、幸福そうに微笑ほほえんでいる。大地はまだ半分も食べていない。

「ああ……そうだな、うまいな」

「やだ、皆見てるわ」

　ようやく我に返ったらしい渚が恥ずかしそうにティッシュで口を押さえた。

「美少女って大変……」

　注目を浴びているのはその食べっぷりのせいだと思うが……。

「ほら、麺がのびるじゃない。早く食べなさいよ。あ、すいませーん、スペシャルちゃーしゅーめん、もう一つ！　あ、熟じゆく卵たまをつけてください」

　店内に再び、ざわめきが走った。

　なにせスペシャルちゃーしゅーめんは大振りのチャーシューが八枚ものっているという、男でも完食するのが精一杯のボリュームを誇るのだ。

「あんたも一人で食べるのは寂しいでしょ。付き合ってあげる！」

　渚が恩着せがましく言った。

　付き合いでしぶしぶ頼んでいるのかどうか、その食べっぷりを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだが――まあ、それで彼女が満足するならば敢あえて指摘することもあるまい。

　渚に気を取られていた大地は、ようやくラーメンを味わい始めた。

　とんこつベースのスープはこくがあるが、後味はさっぱりしていた。中太のちぢれ麺によくからんでいる。

　チャーシューはとろとろ。確かに渚でなくてもお代わりしたいくらいだ。うまい。

　来てよかったな……。

　今回ばかりは渚のワガママに感謝した。
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「ごちそうさまでしたー！」

　満足げに店を出た渚が大きく伸びをした。

「おいしかったー！」

　そのあまりに実感のこもった声に、大だい地ちは微笑ほほえまずにはいられなかった。

　薔ば薇ら色いろに頬ほおを上気させ、幸せそうに笑っている渚なぎさ。ものすごい美少女なだけに、生き生きしていると更に魅力的だ。いつもこんなふうだと、本当に可愛かわいいのになあ。

「ラーメンを外で食べるなんて、もう一年ぶりくらいかなあ……」

　楽しげに言う渚に、大地は少し切なくなった。

　猫をかぶっていなければ、ラーメン店にも友達を誘って来れただろうに。

　学校では知らない者がいないほどの人気者。だが、もしかしたら誰だれよりも孤独な少女かもしれない。自業自得といってしまえば、それまでだが。

　ひどい目にあわされているが、大地はちょっと渚に優しくしてやりたくなった。

　渚の雰囲気がやわらかいせいもあるかもしれない。地元から離れた隣町という気楽さもあってか、渚は人が大勢いるにもかかわらず、リラックスしている。

「他ほかにどこか行きたいところはないのか？　付き合うぞ」

「ほんと!?」

　渚が目を輝かせた。

「じゃあ、中なか森もりの『ツワーレコード』に行きましょう。特設コーナーを作ってくれてるの」

「わかった」

　ツワーレコードは全国展開している大手ＣＤショップだ。フロアは広く、この近辺では一番品揃ぞろえがいい。

　中森駅の向かいのショッピングビルの五階にツワーレコードが入っている。

「え、ええっと……駅に戻るには……」

　渚がぐしゃぐしゃになってしまった地図をひっくり返す。

「……おまえ、すごい方向音痴なのか」

　びくっ！

　渚の肩が激しく動いた。蜂はち蜜みつ色の髪がふるふる震える。

「そ、そんなことないわよ！　この辺りは慣れてないだけ！」

「……いいから、俺おれについてこい」

　むうっと渚が頬を膨らませたものの、大人おとなしくついてくる。自分では辿たどり着けないと踏んだのだろう。気の強い渚を従えるのは、なかなか気持ちのいいものだ。

　だが、ささやかな優越感は背後の「調子に乗ってんじゃないわよ……」という恨めしげな声に砕け散った。びくびくしながら、大地はショッピングビルに向かった。

　広々とした店内に入ると、入口の真っ正面の一番目立つところに、渚の、いや『リラ』のＣＤがずらりとディスプレイされていた。

『注目度ナンバーワン』とポップに大きく書かれている。

　渚なぎさが自慢げに大だい地ちの顔を覗のぞき込んだ。

「どう、すごいでしょ、すごいでしょ！」

「ああ、すごいすごい」

　ここまでストレートに自慢されると、子どもみたいで憎めない。むしろ、可愛かわいいとさえいえるかもしれない。

　よしよし、と頭を撫なでてやるとガツンと足を蹴けられた。

「何するんだよ！」

「もう！　髪がぐしゃぐしゃになるでしょ！　時間をかけて手入れしてるんだから！」

　渚が憤然とショーウィンドウを鏡にして、蜂はち蜜みつ色の髪を整える。

　前言撤回。やっぱり可愛くない。

　そのとき、渚が自分のＣＤを一枚手に取ると、レジに駆けていった。

　買って戻ってくると、ビニール袋に包まれたＣＤを差し出した。

「これ、あげる。ありがたく思いなさいよ、本人からのプレゼントなんだから」

「え？　ああ、いいよ、お金、払うよ」

　財布を取り出そうとすると、渚がぷいと横を向いた。

「あんた貧乏そうだし、いらないわよ」

「え、でも」

「いいから！」

　渚がＣＤの袋を押しつけると、さっさと店を出ていった。

　もしかして、これは今日付き合わせたお礼、なのか？

　妙に義理堅い、そんなところが何となくおかしくて、大地は笑いをこらえながら渚の横に並んだ。

「さんきゅ。聞かせてもらうよ」

「きっとそのＣＤに出会ったことに感謝するわよ」

　照れくさいのか、渚が目を合わせずにそう言った。

「まったく、皆なんで篠しの崎ざきさんをちやほやするのかしら。私のほうが綺き麗れいだし、声もいいのに。純じゆん先輩は篠崎さんに司会を頼むし……」

　ぶつぶつと渚が文句を言う。朱あか里りがもてはやされるのが、よっぽど気に入らないらしい。

「まあ、確かに歌はうまかったけどな」

「でしょ！　もっと聞きたくなるでしょ？」

「まあな」

　お世辞ではなく、あの世界が一変する不思議な感覚はもう一度味わってみたかった。

「よし、学校に戻るわよ！」

　渚が大地の手をつかむと、駅に向かっていった。
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　浜はま森もり高校に着いたとき、辺りはもう暗くなっていた。部活はとっくに終わったらしく、校内は静まり返っている。

　渚なぎさは音楽室の傍かたわらにある、小さな部屋に入った。

　二人入れば窮屈なスペースには、アップライトのピアノが一つだけ置かれている。

「個別の練習室よ。防音もされているの」

「へえ……」

　こんなものがあったのか。大だい地ちは初めて知った。

　嬉き々きとしてピアノの蓋ふたを開ける渚を見た瞬間、大地はハッとした。

　誰だれもいない狭い部屋で女の子と二人きりだ！

　手を伸ばせば、すぐ触れられるところに渚がいる。

「バカ！　殺されるぞ！」

「え？」

　大地は慌てて口を閉じた。自分への戒いましめが声に出てしまったらしい。

「……ほんと、変な奴やつね。あんたは――」

　言いかけた渚の顔が引き締まった。

「どうした？」

「潮しお騒さいの音……大物の気配がする」

「え？」

「何か、やばい奴がいる」

　神経を集中させてみたが、大地には何も感じられない。

　だが、毛を逆立てた猫のような渚を見ていると、おのずと緊張が増してきた。

「ん……？」

　大地は耳を澄すませた。

　風にのって美しい歌声がかすかに聞こえてくる。女の声だ。

「なんだ？　合唱部？」

「違うわね。部活は終わっているし、こんな歌、普通の人間には歌えない。ほら、この高音の伸び」

　確かに――それは歌というより、見たこともない美しい楽器が奏でる音色に聞こえた。

　ゆっくり、足元からとろけていきそうだ。甘い、甘い声。今にも消えてしまいそうなか細い音なのに、つい聞き入ってしまう魅力に満ちていた。

　声はねっとりした蜜みつに変わり、体中にまとわりついていく。

　それは渚なぎさの歌に少し似ていた――この世のものではない、妖あやしい魅力に満ちた声。

　そのとき、歌がやんだ。

　渚も聞き惚ほれていたらしい。まるで夢から醒さめたように大だい地ちを見た。

「と、とにかく行くわよ！」

　二人は部屋を飛び出した。

　渚が迷うことなく階段と逆方向に走り出す。

「そっちじゃない！」

　大地は慌てて、渚の襟えり首くびをつかんで引き戻した。

「おまえ、校内でも迷うのか！」

「失礼ね！　必死で集中していたら迷わないわよ！　今は慌ててるから！」

「どういうレベルだ！　ここは迷路か！」

　大地は叫びながら渚と一緒に猛然と階段を駆け下り、グラウンドに向かう。さっき、歌声が聞こえていた方向だ。

「あ――」

　グラウンドの隅に立つ人影が見えた。長い金色の髪をした女だ。

「誰だれ!?」

　渚も怪け訝げんそうに声を上げる。と、金髪の女が地面にするりと飛び込んだ。

「え？」

　大地は目を疑った。

「通路ホールよ！　あの女は魔物かも！」

　ようやく駆けつけた大地は、地面に広がる黒い染みを見つめた。どろりとした染みはタールそっくりだ。

「あっ！」

　グラウンドの片隅に、野球部のユニフォームを着た人が倒れている。

　駆け寄った大地は、見覚えのある姿に声を上げた。

「……伊い原はら先輩!?」

「だよね？　なんでこんなにやつれているの？」

　渚が戸惑うのも無理はなかった。顔立ちは間違いなく伊原健けん介すけだ。だが、その頬ほおはこけ、目は落ち窪くぼみ、一気に十歳くらい老けて見える。

　渚が健介の首に手を当て、ホッと息をついた。

「大丈夫、気を失っているだけみたい」

「救急車を呼ぼうか!?」

「ちょっと、見て！」

　渚が鋭く声を上げた。いきなり、黒い水たまりが渦を巻き始めた。

「何か来る！　下がって！」

　構えた二人の前に飛び出してきたのは、教室で襲ってきたツチノコもどきだった。地面をのたうちまわると、素早く倒れている健けん介すけに向かっていく。

「小物が調子に乗ってるんじゃないわよ！」

　一撃のもとに渚なぎさが叩たたき潰つぶした。どろりととけたツチノコもどきが消えていく。

「前と同じやつね。たぶん大物のそばにいて、おこぼれを頂ちよう戴だいしてるのよ」

「小判鮫ざめみたいなもんか……」

　健介の指がぴくりと動いた。大だい地ちと渚は慌てて健介の顔を見つめた。

「ん……？」

　健介の目がゆっくり開く。そのまま、のっそりと上体を起こすとゆっくり伸びをした。

　魔物に襲われたのではなく、練習で疲れてグラウンドで寝ていたのだろうか。

　健介がよろよろと立ち上がった。

「麻生あそう、渚……？」

　大地はぎょっとした。渚を見る健介の目がぎらぎらと貪どん欲よくに輝いていたのだ。

　渚も不気味に感じたのか、じりっと半歩後ろに下がった。

　溌はつ剌らつで爽さわやかなスポーツマンの姿はそこにはなかった。異様にやつれている以外、外見的に目立つ外傷はない。なのに、健介の中で何かが大きく変わってしまった。それは背筋を虫が這はうような怖おぞ気けを覚える光景だった。

「何があったんですか？」

　健介のあまりの変わりように、渚の声もかすれている。

「何って？」

　健介がぼうっと言った。話を聞いているのか聞いていないのかわからない、茫ぼう洋ようとした口調も健介らしくなかった。いつもは快活で、はきはきと話していたのに。

「先輩、倒れていたから……」

「ああ……」

　健介が目をつむり、記憶を辿たどるかのように考え込んだ。しばらくして、その口が開いた。

「呼ばれたんだ……」

「誰だれに？」

「すごく綺き麗れいな声で……彼女は美しかった……」

　健介がうっとりと宙を仰あおいだ。その目には盲目的な妄もう執しゆうが浮かんでいた。

「彼女って誰ですか？」

　通路ホールに消えた、あの金髪の女のことだろうか。

「ああ……会いたいな、もう一度彼女に……」

　もう健介には渚の声は届いていなかった。今はこれ以上質問してもムダだろう。

「とにかく、家に帰りましょう。送っていきますから」

　大だい地ちの申し出に、健けん介すけは首を横に振った。酩めい酊ていしているような、緩慢な動作だった。

「いい……大丈夫だ……」

　額面どおりに取れる状態ではなかったが、相手が先輩ということもあり、それ以上は強く言えなかった。

「心配だから、家に着くまでこっそりつけていきましょ」

　渚なぎさの囁ささやきに大地は頷うなずいた。

　背中を丸めてよたよたと校門を出る健介の後を、大地と渚はそっとついていった。
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　翌朝、登校した大地は目を見張った。教室には小柄な少女が一人座っていた。

「あ……」

　日の光を浴びて、黒い艶つややかな髪が黄金に縁取られている。神々しいとさえ思える光景に、大地はしばし、声をかけるのも忘れて見入ってしまった。

　朱あか里りが髪を下ろしていたのだ。

　視線にきづいたのか、朱里が大地を見た。大きい瞳ひとみは黒こく曜よう石せきのように輝いている。

　こんなに綺き麗れいな少女は見たことがなかった。渚以外――。

「お、おはよう……変かな？」

　大地に無言で見つめられて照れたのか、朱里がおどおどと言った。

「そっ、そんなことないよ！」

　すごく綺麗だよ、と言いたいが言えない。言えるわけがない。

　大地はぎこちなく席についた。

　胸の動どう悸きがおさまらない。全力疾走したように身体からだが火ほ照てる。朱里を妙に意識してしまう。何か話しかけたいが、何を言えばいいのかわからない。

　そのとき、大だい地ちは朱あか里りの目が充血していることにきづいた。

「あの……目、どうしたの？　寝不足？」

　朱里が恥ずかしそうに目に手をやった。

「違うの……初めてコンタクトにしたんだけど、私、不器用でうまく入れられなくって……何度もやり直したら、目が赤くなっちゃったの」

　言われてみれば、心なしか朱里の目が潤んでいる。つらそうだ。

「無理することないのに」

「ううん、ちょっと頑張ってみようと思って」

　いつもより、朱里の言葉に力があった。こちらをまっすぐ見る大きな黒い目には、圧倒される強い輝きがあった。

「昨日……大地くんが誉ほめてくれたでしょ。嬉うれしくって」

「そんな……」

「前からコンタクトにしてみたかったんだけど、勇気がなかったから」

　誉めていたのは大地だけではない。クラスメイト、いや、朱里を見た人間全員だろう。

　面はゆいが、そう言ってもらえるのは嬉しかった。

「どうかな……？　コンタクト」

「いいと思うよ」

「ほんと？」

　朱里の白い頬ほおに赤みがさした。無邪気に微笑ほほえむ朱里は、思わず顔をそらせてしまうほど眩まぶしかった。顔立ちは幼いのに、なぜか色っぽく感じてしまう。

「大地くん、昨日、麻生あそうさんと一緒に帰ってたね」

　いきなりの問いかけに、大地は我に返った。

「最近、よく一緒にいるのを見かけるけど……」

「え？　ああ……ええっと」

　渚なぎさのように、とっさにうまく嘘うそが言えない。まごまごしていると、教室のドアががらっと開いた。

　救いの神とばかりに大地はドアを振り返った。蜂はち蜜みつ色のやわらかそうな髪、南国の海を思わせる緑色の瞳ひとみをした少女――そこには噂うわさの張本人である、渚が立っていた。

「おはよう」

　何も知らない渚がにっこり微笑んだ。上品で典雅な、いつもの笑顔だ。そこにはわずかな陰もない。

「山やまノの上うえくん、ちょっといいかな。昨日のことで、知らせたいことがあって」

「あ、ああ」

　よくわからないが、伊い原はら先輩に何かあったのかもしれない。大地は慌てて立ち上がった。

「ちょっと行ってくる」

　朱あか里りにそう言うと、大だい地ちは手招きされるまま、廊下に出た。

「どうしたんだ？」

　廊下の隅で振り返った渚なぎさの顔は、厳しく引き締まっていた。

「大変なの！　伊い原はら先輩が食堂を襲撃したのよ！」

「はあ？」

　意味がわからない。苛いら立だった渚が大地の腕を乱暴につかんだ。

「とにかく、食堂に来て！　もう大騒ぎなの」

「わかったけど、そっちに行っても食堂には着かないぞ？」

　逆方向に歩き出した渚の顔が真っ赤になった。本当に、筋金入りの方向音痴だ。

「知ってるわよ、それくらい！　ほら、歩きなさいよ！」

　事情がよくわからないまま、大地は渚を連れて食堂に向かった。
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　食堂はざわめく生徒でごった返していた。皆一様に、好奇と不安がないまぜになった表情を浮かべている。

　人ひと混ごみをかきわけた大地は、中央のテーブルに山と積まれた皿を見た。どこかの大食い大会を思わせる光景だ。

　厨ちゆう房ぼうから叫び声と皿が割れる激しい音が聞こえた。

　カウンターの中を覗のぞくと、暴れている健けん介すけを取り押さえている二人の男性教師と、怯おびえて体をすくませている学食のおばさんたちがいた。

「腹が減ったんだ、喰くわせろ！」

　口から泡を飛ばし、叫んでいる健介は昨晩よりももっと痩やせこけていた。しなびたミイラに見える。

　異様な光景に、大地はしばし立ち竦すくんだ。

「な、何があったんだ？」

「朝、学食に来た伊原先輩が大量に料理を注文したの。三十人前くらい平らげたところで、心配した食堂のおばさんが料理を出すのを止やめたらキレて、厨房に押し入って鍋なべや冷蔵庫の食料を漁あさり始めたそうよ……」

「な……」

　信じられない。だが、目の前で起こっているのは現実だ。

　教師が健介を食堂から引きずり出すまで、大地は呆ぼう然ぜんと見守るしかなかった。
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「ひどい変わりようね、伊い原はら先輩」

「あれってやっぱり、魔物に襲われたせいなのか？」

「たぶんね……」

　渚なぎさが重苦しいため息をついた。

「外見も痩やせこけて別人みたいだけどさ、中身も変わっちゃったよな……あんなに明るい人だったのに」

　骨と皮の外見よりも、大だい地ちは手負いの獣のような凶暴さが引っかかっていた。単にやつれただけならば、こんなにショックは受けなかっただろう。

「外見は内面を映す鏡なんだな……ほら、篠しの崎ざきさんもたった一日で劇的に変わったのもさ、心境の変化が大きいんじゃないかな」

「そうね。日陰の花みたいだったのに、いきなり庭の中心に咲き誇る大輪のバラみたい。オーラが違うわ」

「新人賞の受賞が自信になったんだろうなあ。認められたわけだから」

「そういえば、篠崎さん、アイドルの座を狙ねらう気満々よね……」

　渚の緑色の目が、きらりと攻撃的に光る。

「篠崎さんは違うって」

　どちらかといえば、朱あか里りは注目を浴びるのを負担に感じている。

　だが、大地の言葉を渚が鼻で笑った。

「じゃあ、何でコンタクトにしたのよ？　すごく目が充血してたじゃない。コンタクトが合わないんじゃないの？　それなのに無理してやるってことは、やっぱり自分が可愛かわいいことをアピールしたいのよ！」

　あの一瞬で朱里の目をめざとくチェックした観察眼に驚きながらも、大地は渚をたしなめた。

「何でも自分の価値観で判断するなっての。彼女はアイドルの座なんて興味ないよ」

「じゃあ、他ほかに理由が考えられる？」

　渚が詰め寄ってくる。

　そのとき、フッと朱里の言葉が浮かんだ。

　――大地くんが誉ほめてくれたでしょ。

「恋人ができたって噂うわさも聞かないし……」

　渚の言葉に心臓が跳ね上がる。女の子が綺き麗れいになりたいと思う、大きい動機の一つは確かに“〝恋”〟だろう。

　朱あか里りの好きな人って――もしかして、俺おれだったりして。

「何ニタニタ笑ってるのよ、気持ち悪い！　行くわよ！」

　渚なぎさの容赦のない一言に、浮上しかけた甘い妄想は叩たたき落とされた。

　大だい地ちはとぼとぼと教室に戻った。
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　昼休みになると大地はいつも通り、屋上に行った。

　天気はいいが風が強いので、他ほかに人はいない。大地は柵さくを背にすると、学食で買ってきたパンを食べ始めた。

　穏やかな一ひと時ときは、渚の登場で破られた。

「あ、いたいた！」

　渚が手を挙げた瞬間、一陣の風が渚のスカートを大きくはためかせた。

「きゃあ！」

　可愛かわいらしい悲鳴を上げ、渚がスカートを素早く押さえた。すんなり伸びた足が一瞬、太ふと腿ももまで丸見えになった。

　渚がコホンとわざとらしく咳せきをする。どんな因縁をつけられるかわからないので、大地は何事もなかったかのように顔をそらせておいた。

「よくこんなところでご飯が食べられるわね～。ホコリが入るじゃない」

　まず悪態をつくのを義務にしているらしい。渚が傍かたわらに座ってきた。

「情報を集めてきたんだけど、伊い原はら先輩、かなりまずいことになっているわ」

「と言うと？」

　渚が辺りを見回し、誰だれもいないのを再確認すると、小さい声で囁ささやいてきた。

「先生たちを振りきって、学校を飛び出しちゃったみたい」

「はあ!?」

　大地は思わず声を上げた。今朝の騒ぎといい、あのスポーツマンの鑑かがみみたいな健けん介すけが何という変わりようだろう。

「伊原先輩……どうしたんだろう」

「魔物に何をされたのかわからないけど、すごく危険な状態よね」

「ああ……だんだんひどくなってるような気がする。また事件を起こしそうだ」

　一気に痩やせこけ、目だけぎらぎら光るさまは屍食鬼グールを思わせた。彼から発せられるのは、強烈な“〝飢え”〟。

「まずいわね……なんとかしないと。魔物が彼を襲ったんだとしたら、味をしめて新たな犠牲者が出るかもしれない」

　大だい地ちは頷うなずいた。潮しお騒さい、そして聞こえてきた美しく甘い歌声。そして、伊い原はら先輩の言葉。

「魔の海の怪物って、いったい何を目的に人間を襲うんだ？」

「母から聞いたんだけど、人間を襲う奴やつらが求めているのは、基本的に人間のエネルギーらしいの。身体からだごと喰くってしまうやつもいるけど。伊原先輩の場合、身体に損傷はなかったから、いわゆる『生気』を喰われたのかも」

「人魚も――人を食うのか？」

　半ば冗談で口にした言葉だったが、思いがけず強い目で見つめられた。

「勘違いしてほしくないんだけど、魔の海の生き物だからって全部が人を襲うわけじゃないんだからね！　母みたいに人間を好きになる魔物もいるんだし」

「……ごめん」

　あまりに配慮のない失言だった。大地は素直に謝った。

　ボディブローの一発や二発覚悟していたが、渚なぎさからパンチやキックは飛んでこなかった。

　渚は真剣な表情で腕を組み、じっと空を睨にらんでいた。蜂はち蜜みつ色の髪を風がなぶるのにまかせ、何やら考え込んでいる。大地は邪魔しないよう、静かに渚を見守った。

「……とにかく、早めに手を打たないとね。被害が広がっていく可能性もあるわ。伊原先輩もこれからどうなっていくかわからないし」

「そうだな……」

　魔物が毎晩学校に現れて、次々と生徒たちを食いものにしていったらどうなる？

　校内には腹を減らした胡う乱ろんな目つきの生徒たちが歩き回り、騒ぎを起こすのは想像にかたくない。そこかしこで諍いさかいが起こるだろう。

　想像するだけで寒々とする。しかも魔物たちは学校以外にもその狩り場を求めるかもしれない。

　この穏やかな日常が破壊され、おぞましく変へん貌ぼうし、もう戻らないかもしれない。

　冗談じゃない。絶対、阻止しなくては！

　決意を新たに、大地は渚を見た。

「今夜も――潮騒が聞こえたら行くんだろ？」

「ええ」

「絶対、俺おれも呼んでくれ」

　自分だけでなく、友達や家族や――生まれ育ってきた大事な町が危機に瀕ひんしているのだ。

　恐ろしいけど、知ってしまった以上、人任せで放ほうっておけはしない。

「足が震えてるわよ」

　渚がくすっと笑う。

「大丈夫、私がついているから！」

　このときばかりは、渚の笑顔がこの上もなく頼もしく見えた。

　と、渚なぎさが大だい地ちの手元に視線を落とした。

「あんた、またパンなの？」

「うん。今、ウチの母親、忙しくってさー。親しん戚せきのおばさんが倒れたから、いろいろ面倒みなくちゃいけなくて」

　渚が大地の手の中にあるパンをじろっと見た。

「それにしたって、そのラインナップはひどいでしょ？　もっと栄養考えなさいよ」

「え……」

　大地は手元のパンを見つめた。定番のチョココロネ、クリームパン、焼きそばパンの三つだ。甘いものとからいもの――バランスはとれていると思うが。

　きょとんとしている大地に、渚のまなじりがつりあがった。まるで山猫だ。

「糖質と脂質と嗜し好こう品ひんのオンパレードじゃないの」

　正確な意味はわからない。だが、声の調子からして、バカ！と言われてることはわかる。

「食べ物は大事なのよ！　健康な体を維持し、形づくる源みなもとってわかってる？」

　グッと拳こぶしを握った渚だったが、自分の異様な興奮ぶりにようやくきづいたらしく、コホンと空から咳ぜきをした。

「まあ、あんたには武器ももらったことだしさ。すっごく面倒だけどさ――」

　渚がちらっと上目遣いで見てきた。

「お弁当を作ってきてあげてもいいわよ？」

「ほえ？」

　思ってもみない申し出に、大地はぽかんと口を開けた。

「早起きしなくちゃいけないし手間がかかるけど可哀かわい相そうだから！」

　渚がなぜか目をそらせ、早口で一気に言った。

　よくわからないが、面倒をかけるつもりはない。自分がコンビニかどこかで弁当を買っていけばすむことだ。

「ああ、いいよ、そんなの。悪いから」

　そう言った瞬間、渚の表情が凍った。その白い肌からみるみるうちに血の気が引いていく。その緑色の目がゆらりと揺らいだ。

　え――？

　予想外の反応に、大地は驚いた。

　渚はきゅっと唇を噛かむと、うつむいてしまった。蜂はち蜜みつ色の髪に隠れて表情がわからない。声をかけるのもためらわれる硬い雰囲気が漂っている。

　気まずい空気を破ろうと、大地が唾つばを飲み込んだ瞬間。

　渚の肩がびくりと震えた。

「ど、どうしたんだ？」

　何かに集中するかのように、渚なぎさが鋭い目を宙に向けた。

「この気配――潮しお騒さい？　夜じゃないのに!?」

「潮騒が聞こえるのか？」

　今、この瞬間、魔の海が浸食してきている――。

　その事実に、大だい地ちの胸は高鳴った。そして同時に不安も押し寄せてくる。

「どこだ？」

「えーと、えーと……こっち！」

　渚が屋上のドアを開けると、階段を駆け下りた。
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　昼休みの喧けん噪そうにまぎれそうな潮騒を必死で追い、渚が何度も迷いながら辿たどり着いたのは三階の廊下の突き当たり――図書室だった。相変わらず、この辺りは人ひと気けがない。

「ここ？」

「ええ。そのはずよ……たぶん」

　渚がドアを引き、中に足を踏み入れた。

　そして、がっくりとうなだれた。

「……どうやら、遅かったみたいね」

「どうしたの？」

「潮騒が聞こえない……もう閉じられたみたいね」

「そんなに早く開いたり閉じたりするのか？」

「……意図的にやってる可能性が高いわ。ヒット＆アウェイってやつ？　獲物をとったら、速攻帰る」

「そんなことができるのか？」

　魔の海と繋つながる通路ホールは偶発的に開くのではなかったのか？

「それなのよね……そんな方法があるなんて聞いたことがないわ。でも、ないとも言いきれない。何せ情報が少ないんだから」

　渚と大地は顔を見合わせた。二人の表情はともに強こわばっていた。

　どこかあずかり知らぬところで、恐ろしい事態が進行しているかもしれない。そんな思いが拭ぬぐえない。

　静寂に包まれた図書室が、急に見知らぬ廃はい墟きよの一室に変わってしまった気分だ。

「まあ、先走ってもしょうがないよ」

　不安を吹き飛ばしたくて、大地はことさら明るい声を出した。

「そうね、何も起こっていないかもしれないし……」

　渚なぎさがそう言うのも無理はなかった。静まり返った図書室に人の気配はない。被害者がいなければ問題ないのだ。

「別の場所だったのかな……」

　渚が自信なさげに呟つぶやいた。

「とにかく、一応、隅から隅まで確認して――」

　林立する本棚の奥を覗のぞき込んだ大だい地ちは言葉を切った。

　本棚の奥に、ズボンをはいた足が横たわっているのが見えたのだ。

「誰だれか倒れている！」

　本棚の間を駆けた大地は息を呑のんだ。

　奥で仰あお向むけに倒れていたのは、三年生のトップである、澤さわ木き誠せい一いち郎ろうだったのだ。

　倒れたときにずれたのか、眼鏡めがねが顔から落ちそうになっている。その目はつむられ、白い顔から血の気が引き、まるで絶食した人のように頬ほおがこけている。

　似ている――昨晩の伊い原はら健けん介すけの様子に。

　渚が膝ひざを折った。床に手をつくと、誠一郎に顔を近づける。

「澤木先輩！　聞こえますか？　澤木先輩！」

　渚が耳元で必死に声をかける。

「救急車を呼んだほうがいいんじゃ――」

「そ、そうね！」

　大地の言葉に渚が頷うなずく。突発事態に彼女もかなり慌てているようだ。

　そのとき、むっくりと誠一郎が起きあがった。

「うわっ！」

「きゃあ！」

　予想外の出来事に、二人は悲鳴を上げた。死体が蘇よみがえった――そんなふうに感じたのだ。それほど誠一郎の動きはぎこちなく、性急だった。

　誠一郎がゆっくりこちらに目を向けた。ネジがギギギと軋きしむ音が聞こえないのが不思議なほど、機械的な硬い動きだった。

「きみたちは？」

「あ、あの、図書委員です……。澤木先輩、大丈夫ですか？」

　質問には答えず、誠一郎はどこか焦点の合っていない目でぼんやりと辺りを見回した。その弛し緩かんした表情に、校内一の秀才の面影はない。

「何があったんですか!?」

　渚が覚かく醒せいを促すように強く言った。魔の海と関係があるのか知りたいのだろう。

　誠一郎がゆっくり唇を動かした。

「自習をしていたら、すごく魅惑的な歌声が聞こえたんだ……そして、呼ばれた」

　それは昨夜の健けん介すけと同じ台詞せりふだった。

「誰だれに？　誰に呼ばれたんですか!?」

　詰め寄る渚なぎさに、誠せい一いち郎ろうはぼんやりした顔を向けた。

「まるで女神だ……彼女は美しい。ああ、あの声……脳のう髄ずいがとろけるようだ……」

　うっとりした表情で、誠一郎が言った。

　大だい地ちと渚は顔を見合わせた。どうやら、健介の事件と同じ人物が鍵かぎを握っているらしい。

　よろよろと誠一郎が立ち上がった。

「あ、座っていてください！　今、先生を呼びますから」

「腹が減ったな……」

　その言葉に、大地はゾッとした。今朝の伊い原はらの奇行が思い浮かぶ。

　誠一郎は振り返ることなく、無言で図書室を出ていった。

「昨日と同じことが起こってるわね」

　再び静寂に包まれた図書室で、渚がため息をついた。

「ああ。何者かわからないが、その女が鍵らしいな」

「昨日といい、速攻で姿を消すのね。まったく尻尾しつぽがつかめないわ」

　渚が悔しそうに辺りを見回す。図書室に変わった様子はない。

「とにかく、澤さわ木き先輩が心配だ。追ってみよう」

「そうね」

　図書室を出ると、気け怠だるい昼下がりの光景が広がっていた。のんびりお喋しやべりに興じる生徒たちを見ていると、図書室の事件がまるで別世界の出来事のようだ。

　覚おぼ束つかない足取りで歩いている誠一郎に、二人はすぐに追いついた。

　左右に大きく体を振って歩いている誠一郎が、談笑しながら歩いていた男子生徒とぶつかった。

「気をつけろ！」

　鋭く大きい誠一郎の声が廊下に響き渡った。

　穏やかな昼休みの空気が一変する。周囲の生徒たちは皆、緊張した面持ちで誠一郎を見つめた。

　渚と大地もぎょっとして足を止めた。

「あの人ってあんなに怖かったっけ？」

「ううん、温厚な人だったわよ、すごく」

「だよな」

　信じられない。あんなに声を荒らげている誠一郎など想像もしたことがなかった。

「す、すいません！」

　ぶつかった男子生徒は青ざめ、慌てて謝ったが、誠一郎は険のある眼まな差ざしで見つめたままだ。

　誠せい一いち郎ろうのねばつくような目は、生徒の手にしたパンに向けられていた。

「よこせ！」

　パンをひったくると、誠一郎はいきなりビニール袋を裂き、むさぼり食い始めた。ボロボロとパンくずをこぼしながらパンを食いちぎるさまは、飢えた野犬顔負けの迫力だ。

　パンを奪われた生徒が、恐怖に顔を歪ゆがめたまま硬直している。

「ああ……ダメだ。こんなものじゃ、ちっとも……」

　誠一郎の言葉に、男子生徒がぎょっとした顔になった。自分が食べられる――そう思ったに違いない。それほどの飢き餓が感が誠一郎にはあった。

　だが、幸いなことに、誠一郎は歩き出した。

　怯おびえ顔の生徒たちがさーっと道を開けていく。

　大だい地ちはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　間違いない。伊い原はら健けん介すけと一緒だ。痩やせ細っていく身体からだ、そして強烈な飢えの支配。

「まずいわね……毎日、一人ずつ襲われているわ」

「ああ、間違いなく何か来ている。魅惑的な声の美女か……」

　何気なく呟つぶやいた言葉だったが、渚なぎさが慌てたように手を振った。

「あ、言っておくけど、私じゃないわよ！　美女で美声だけど、アリバイもあるし！」

　自分で自分を美女だと臆おく面めんもなく言うのが渚らしい。

　大地はちょっと意地悪な気分になった。

「まあ……動機はあるよな。伊原先輩が他ほかの女をちやほやして、裏切られたって怒ってたしな。まあ、でもおまえじゃないのは確かだ」

「そうでしょ。事件が起こるとき、ずっと一緒にいたしね！」

「違う違う。もし凶暴人魚に狙ねらわれたら、あんなもんじゃすまないだろ。ボコボコにされて、ミイラ男みたいになってる」

「誰だれが凶暴よ！」

　思わず声を荒らげた渚がハッとしたように口を閉じた。

　向こうから来たのはピアニストの美み木き多た純じゆんだ。その表情は硬く、足取りも重い。明るく声をかけてきた昨日とは大違いだ。

「大丈夫ですか？　疲れているみたいですけど」

　渚も気になったのだろう。すれ違いざまに声をかけた。

「え？　ああ。連日練習してるからね」

　純が儚はかなげに微笑ほほえんだ。こういう憂うれいを帯びた表情に、女子生徒がうっとりするのかもしれない。大地には到底真ま似ねできない所業だ。

「もしかして昼休みも練習ですか？」

　さりげなく渚なぎさが尋ねた。

「そのつもりだったんだけど、今日は休ませてもらったんだ。約束をしていた朱あか里りさんには悪いけど」

　ぴく――。ほんのわずかだが、渚の肩が揺れた。朱里と約束していたのが気に入らないらしい。

「朱里さん、どうですか？」

「とても真面目まじめでいい子だね。すべての曲をちゃんと聴いて、司会に役立てたいって言うんだ。正直、ただ立ってくれているだけでよかったんだけど、こちらもやる気がでるね！」

　このときばかりは純じゆんの顔が輝いた。よほど朱里の熱心さに感銘を受けたらしい。

「じゃあ」

　純が背を向けると、渚が仏頂面になった。暴れ出される前に、大だい地ちは話題を戻すことにした。

「とにかく、この学校は魔物の狩り場として認知されたみたいだな」

　絶好の狩り場だろう。身を守る術すべすら知らない獲物たちが無防備に歩いているのだ。

　命は取られないものの、彼らの変へん貌ぼうぶりを見ては、放ほうっておくことはできない。

「獲物は無差別に襲ってるのかな？」

「そうは思えないわ。伊い原はら先輩は夜、澤さわ木き先輩は昼間に襲われている。どちらにも共通することは？」

「人ひと気けのないところで襲われている」

「そこよ！」

　名探偵の真ま似ねなのか、びしっと渚が人差し指を突き出した。その指が勢い余って大地の額に突き刺さった。

「ぐはっ！」

　脳を貫く衝撃に、大地は思わずよろめいた。

「あ、ごめん」

　渚が軽い口調で謝る。全然悪いと思っていない。

「……この学校で俺おれが一番、命の危険にさらされている気がする……」

「何か言った？」

「いいや、何でもない」

　大地は慌てて首を振った。

「とにかく、校内の誰だれもいないところで一人でいる人間が襲われている。つまり、敵はちゃんと獲物を選んでいるってことじゃない？　無差別じゃなくて」

「なるほどな……」

　夜になっても、たった一人で黙々とトレーニングをしていた健けん介すけ。

　昼休みに人のいない図書室でいつも勉強をしていた誠せい一いち郎ろう。

「でも、生徒全員が一人にならないよう徹底するなんてことは不可能だな」

「そういうこと。防御は無理ね。敵を叩たたくしかない。さて、どうしようかしら。いつも後手後手に回っちゃってるのよね……このままだと、被害者が増えていくのを見ているしかできないわ」

　渚なぎさが悔しそうな表情になった。事件が発生しているのに、敵の姿も不鮮明で効果的な対策が思いつかない現状を苦々しく思っているのだろう。

　それは大だい地ちも同じだ。何とかしたい。それにはとっかかりが必要だ――。

「なあ、図書室に戻らないか？」

　大地の突然の言葉に、渚がきょとんとした。

「え？」

「さっき襲われたばっかりだよな。人ひと気けがない図書室を狙ねらったんだろうが、『魔の海』とやらと繋つながっているのであれば、何か手がかりや痕こん跡せきがあるんじゃないのか？」

「そうよね……通路ホールに手がかりがあるかも」

　渚の顔が輝いた。
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　扉を開けると、先ほどと変わらず図書室は静まり返っている。

「図書委員なんていらないんじゃないのか？」

　空っぽのカウンターを見て、大地は思わず呟つぶやいた。利用者ゼロ。

「完全に形けい骸がい化かしてるわよね～。こんなに古くて蔵書も少ない図書室じゃ仕方ないけど」

「まあな……」

　高校から徒歩五分のところに町立図書館がある。これがやたら立派な三階建ての建物で、蔵書も揃そろっているので、余計に学校図書室の存在意義がかすむのだろう。

　勉強家の誠一郎は自習のために、よく図書室を利用していたようだが。

「この辺りよね……」

　渚と大地は誠一郎が倒れていた図書室の奥に進んだ。

「特にどこといって変わりはないな……」

　魔の海の痕跡はないかと、近くの壁を触ってみたり、潮の香りが残ってないかと鼻をひくつかせたが、何も感じない。

　本棚を調べようと振り向いた瞬間、肩が何かとぶつかった。

「いたっ」

「あ、ごめん！」

　狭い通路で渚なぎさと背中合わせになってしまった。振り向くと、目の前に渚の顔があった。

　どきん、と心臓が跳ね上がる。

　本棚に挟まれた薄暗い空間で、大だい地ちと渚は見つめ合った。

　距離は二十センチ弱。少しかがめば、その唇につきそうなくらい近い。渚のふっくらした胸が今にも触れそうだ。

　至近距離で見ると、渚の美び貌ぼうの吸引力を改めて感じる。

　整った顔立ち、神秘的な緑色の目、やわらかそうな蜂はち蜜みつ色の髪――。

　渚の体を抱き寄せたいという衝動が猛烈にわきあがってきた。

　まずい、距離を取らないと！

　狭い場所で方向転換しようとしたそのとき、渚の目が見開かれた。

「後ろ！」

　ガタン！と大きい音がし――

　背後で、本棚が倒れてくる気配がした。

　大地はとっさに、渚の頭を抱えるようにして覆い被かぶさった。やわらかい感触と甘い香りを楽しむ余裕はなかった。

「あだだだ！」

　振り向く暇もなく、本が次々頭や肩に当たっていく。



    

  
    
      



    

  
    
      　本棚がなぜか倒れたらしい。大だい地ちは矢継ぎ早に襲ってくる本の嵐にじっと耐えた。

　俺おれがどけば、この本は全部渚なぎさに当たる。どんなに凶暴凶悪だろうと、さすがに女の子をそんな目にはあわせられない。

　時間にすればほんの数秒だっただろう。だが、本の雪崩なだれが終わったとき、大地の全身は火をつけられたような痛みと熱に包まれていた。

「くっ……」

「ちょっと……大丈夫!?」

　渚が心配そうに見上げてきた。

　痛い。頭も背中もずきずきする。涙が出そうだ。

　だけど、そんなことは言えない。ここで見栄を張らずして、何が男だ。

「へ、平気だ」

「そんなわけないでしょ！　涙目じゃない！」

　渚がすっぱり斬きって捨てた。

　……男の見栄を簡単に打ち砕くのが女だ。

「いや、本当に、人魚のパンチに比べれば全然……」

「何ですって！」

「ごめんなさい！　私のせいなの！」

　本棚の陰からおそるおそる出てきたのは、なんと朱あか里りだった。

「篠しの崎ざきさん！　いたの？」

　渚も驚きを隠せない。図書室に入ったときは人の気配がなかったのに。よほど気配を殺していたのか、人がいないという先入観に囚とらわれていたのか――。

「とにかく、ここから出ましょ」

　また本が降ってきてはたまらないとばかりに渚が言った。三人は本棚の林から出て、閲えつ覧らん席せきに行った。

「篠崎さん、いつから図書室にいたの？」

　渚が優しげな、だが、何一つ見逃すまいという真剣な眼まな差ざしを朱里に向けた。

　小さい体を更にちぢこませた朱里の姿は、主人に怒られている犬そっくりだ。

「ついさっき……数分前に本を探しに来たの。本棚のところで夢中で本を見ていて、人の声が聞こえたからびっくりしてよろけちゃったの」

「そうしたら、本棚が倒れたってこと？」

「ええ。本当にごめんなさい……」

　朱里は基本的にどんくさいところがある。よく物を落としたり、ぶつかったりするのは渚も知っているので、とりあえず納得したようだ。

　そのとき、朱里の目が大きく見開かれた。その視線は、まっすぐ大地に向けられている。

「だ、大だい地ちくん……こめかみに血が……」

「え？」

　慌てて右のこめかみにさわると、ほんの少し血がついていた。落ちてきた本の角がぶつかったのだろう。道理でズキズキ痛むはずだ。まあ、血の量からして大した傷ではない。

「ああ、こんなの舐なめておけば治るから」

　だが、朱あか里りは肩を震わせ、泣きそうな顔で大地を見ていた。

「保健室に行こう！　私、ついていくから」

「あ、ああ……」

　確かに、頭やら肩やらあちこち痛い。すり傷はともかく、打ち身はちょっと冷やしたほうがいいかもしれない。

「わ、私も行く！」

　渚なぎさが声を上げたが、大地は首を振った。

「いや、大丈夫だよ。大した怪け我がじゃなし、付き添いは一人でじゅうぶんだ」

「わかった……じゃあ、篠しの崎ざきさん、山やまノの上うえくんをお願いね。ここは私が片付けておくから」

　渚がにっこりと笑う。ここは任せても大丈夫だと相手に確信させる、一分の隙すきもない安心感に満ちた笑み。思わず拍手したくなるくらいだ。

「ありがとう！　本当にごめんなさい！」

　朱里が感激の面持ちで、大きく頭を下げた。

　大地と朱里が慌ただしく出ていくと、渚は小さくため息をついた。

「何よ。私だって心配だったのに……。かばってくれてありがとうって言おうと思ったけど、やーめた！」

　冗談っぽい渚の口調は、どこか寂しげだった。
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　保健室で事情を説明すると、保健医が湿布を貼はってくれた。こめかみの傷は消毒され、ガーゼを当てられた。

「たぶん大丈夫だと思うけど、頭痛が治まらなかったり、吐き気がするようだったらすぐに病院に行って調べてもらってね」

「はい……」

　保健室を出ると、朱里が意を決したように大地を見た。

「本当にごめんね！」

　朱里が深々と頭を下げる。黒髪がさらさらと揺れる。

「あんなつもりじゃなかったの……」

「気にするなって」

　顔を上げた朱あか里りを見て、大だい地ちは息を呑のんだ。

　朱里の黒い瞳ひとみが揺れ、月光を浴びた夜の海のように輝いていた。

　心臓が急に動きを速めた。全身が更に熱くなる。

　そんな潤んだ瞳で見つめないでほしい。胸が苦しくなる。でも嬉うれしい……。

「なんであいつばっかり」

　そんな声が耳に入り、大地は周囲を見回した。廊下にいる男子から物理的な痛みを感じるほどの鋭い眼まな差ざしが向けられている。

　一瞬、なぜ見知らぬ男子生徒たちに憎まれているのかわからなかった。

　だが、傍かたわらの朱里を見て疑問は氷解した。

　コンタクトに変え、髪をおろした朱里はおそろしく目立つのだ。とびきりの美少女と二人きりで話し込んでいれば、妬ねたまれてもしょうがないだろう。

　そういえば、最近は渚なぎさともよく二人で一緒にいる。今でこそ凶暴人魚としか見れないが、客観的に見ると、渚もまずこんな地方都市ではお目にかかれないような洗練された美しさを持つ少女なのだ。

　その二人を独り占め。そう思われているのかもしれない。

「大地くん、心配だから、今日、一緒に帰ってもいい？　家まで送りたいの」

「い、いいよ、そんなの」

　気を遣ったつもりが、朱里がしゅんとうつむいてしまった。

「……ダメ、かな？　私と帰るの、いや？」

　イヤなわけがない。むしろ嬉しいくらいだ。というか、夢に見たシチュエーションじゃないか。

「じゃあ、一緒に帰ろうか」

　必死で平静を装い、大地は声を絞り出した。

「よかった！」

　今にも泣き出しそうだった朱里の顔が輝いた。大地が照れくさくなってうつむくほど、純粋な喜びが伝わってくる。

「ちょっと図書室を見てくるよ。先に教室に戻ってて」

　朱里に手を振ると、大地は三階に上がった。

　廊下を進んでいくと、渚が図書室から出てくるのが見えた。

「片付けは終わったの？」

「ええ」

　頭にガーゼを貼はった大地を見て、渚が何か言いかけたが、また口を閉じた。

「お疲れ様。じゃあ、教室に帰るか」

「ね、ねえ……」

　渚なぎさが珍しくためらいがちに口を開いた。

「ん？　何？」

「その……傷は？」

「ああ、これ？　ただのすり傷と打撲だけ」

　渚の顔に一瞬、安あん堵どの色が浮かんだが、すぐに消えた。

「……別にかばってくれなくてもよかったのに」

「そうかもしれないな。何せ、怪力人魚だもんな」

　ちょっとした軽口で返したつもりだったが、渚はぷうっと頬ほおを膨らませた。

「ところで今日の帰り、学校内を調査しようと思うの。校門で待ってるね」

「あ、俺おれ、ちょっと……」

「用事？」

「いや、篠しの崎ざきさんと一緒に帰る約束をしたんだ」

　そう言った瞬間、渚の目がつりあがった。びりっと空間に電気が走った気がした。

「へええ……篠崎さんと。ただのＵＭＡオタクだと思ったけどやるじゃない」

　渚の含みのある言い方に、つい言い訳がましくなってしまう。

「違うって！　俺が怪け我がしただろ？　篠崎さん気にしちゃってさ。それで送ってくれるって言うから……」

「ＯＫしたわけね」

　渚が足先でせわしなく廊下を叩たたいている。明らかに苛いら立だっている。

「……何怒ってるんだ？」

「べ、別に！　怒ってないわよ！　失礼ね！」

　ぷいっと顔をそらすと、ドスドスと足音を立てて渚が去っていった。

　相変わらずわかりやすい嘘うそをつくやつだ。でもなんで怒っているんだろう？

　考えてみたが、さっぱりわからない。女心を理解するにはまだまだ時間がかかりそうだ。
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　ざわっ。

　放課後、校舎から出た途端、周囲の人間の注目が一挙に集中するのがわかる。

「な、なんか目立ってるね……」

　傍かたわらの朱あか里りがうつむき加減になった。好奇の視線にいたたまれないのだろう。

「そうだね……」

　突き刺さる羨せん望ぼうの眼まな差ざしに、大だい地ちは苦笑いした。だんだん慣れてきてしまった。

　昨日は渚なぎさで、今日は朱あか里り。今や校内で人気を二分するような美少女と日替わりで帰っているのだ。周囲の男たちに恨まれるのも無理はない。

「篠しの崎ざきさん、あれから注目されて大変じゃない？」

「そうね……インタビューとか苦手なんだけど、断りにくくて……」

　かなり閉口しているのだろう。朱里が深くため息をついた。

　これが渚だったら大喜びで何時間も答えるんだろうな――。

　大だい地ちはハッとした。せっかく朱里と一緒に帰ってるっていうのに、なんで俺おれは渚のことを考えているんだ？

「麻生あそうさんと……」

「え、ええ!?」

　朱里の口から渚の名前が飛び出し、大地は思わず叫んでしまった。そんな大地の狼ろう狽ばいぶりを見て、朱里がくすっと笑う。

「大地くんと麻生さん、最近仲がいいのね。さっきも図書室で一緒だったでしょ」

「え、ああ……」

　確かに、これまで挨あい拶さつくらいしか交わしてないのに、いきなり毎日、頻ひん繁ぱんに一緒にいるのだから、朱里でなくとも不審に思うだろう。

　朝にも同じことを聞かれた。あのときは話を途中で切り上げたんだっけ。

　大地は朱里がじっと見つめていることにきづいた。よっぽど気になるらしい。誤ご魔ま化かすのは不自然だ。だからといって、魔の海なんて言うわけにはいかない。何か納得してもらえそうな言い訳を――。

「あのその……実は、麻生さんもＵＭＡが好きでさ」

　ぽろっと出てきたのはそんな言葉だった。しまった、と思ったが遅かった。

「ＵＭＡってあのネッシーとかだよね？　麻生さんが？」

　朱里が大きく目を見開いた。思いがけない言葉だったのだろう。

　そりゃそうだ。学園のアイドル麻生渚とＵＭＡ――これ以上不似合いな組み合わせもないだろう。

　同じ図書委員だから――という渚が使っていた嘘うそをようやく思い出した。そう言っておけばよかったんだ！　だが、もう遅すぎる。人間、慣れないことをするもんじゃない。

「麻生さんが……ＵＭＡ……」

　朱里が首を傾かしげながら呟つぶやいている。大地は頭を抱えたくなった。

「あ、でも内緒にしてくれよな。麻生さんが恥ずかしがるから！」

　こんな趣味があるなんて勝手に言ったことがバレたら殺される。絶対、殺される。

「大丈夫、誰だれにも絶対言わないから安心して」

「あ、ありがとう～」

　朱あか里りの笑顔に救われた思いだ。彼女なら信用できる。大だい地ちはようやく顔をほころばせた。

「実は私も、ちょっと興味があるの。ＵＭＡに」

「ほ、ほんと!?」

「大地くんが楽しそうに話しているのを見て、興味がわいてきたの」

「俺おれでよかったら何でも教えるよ！　そうだ、初心者向けのいい本があるんだ。さっそく本屋に行ってみる？」

　こくんと朱里が頷うなずく。大地は喜び勇んで、駅前の大通りに向かった。

　さて、朱里にどの本を薦めようか――大地は数少ないラインナップを頭に思い浮かべた。

　人ひと気けの少ない空き地を通りかかったとき、奇妙な音が耳に入った。

　どうやら建築中の青いビニールが張ってある建物から聞こえてきている。ぐちゃぐちゃという肉をかき混ぜているような、どこか不安を煽あおる音だ。

「なんだろ……」

　もしかしたら、何か魔の海がらみかもしれない。

　ドキドキしながらも、大地は足を向けた。

「危ないよ、大地くん！」

　朱里の制止も聞かず、大地は青いビニールの中を覗のぞき込んだ。

「え……」

　空き地の中央にどっかり座っているのは、伊い原はら健けん介すけだった。制服の上着は脱ぎ捨てられ、シャツは汗だくで日に焼けた肌に貼はりついている。

　彼の周辺に積み上げられているのは、包装された生肉やソーセージだった。健介は無造作にビニールをひきはがすと、手づかみで肉を口に運んでいる。

　くちゃくちゃと肉を咀そ嚼しやくする様は、人間よりも獣に近かった。

「な、何してるんですか？」

　大地が声をかけると、健介の動きがぴたりと止まった。

　ゆっくりこちらを向いた健介の目が細められる。その濁にごった目に凶暴な光が宿るのがわかった。朱里がぎゅっと腕をつかんできた。手を通して朱里の恐怖が痛いほど伝わってくる。

「なんだ、おまえは……」

　足が震える。だが、大地は口を開いた。

「伊原先輩、やめてください、そんなこと」

「うるさい……腹が減っているんだ……」

　喋しやべりながらも健介は肉を口に運ぶ。どうしたらいいのだろう。病院に連れていって、何とかなるものだろうか。

　今すぐに逃げたい気持ちを押し殺し、大地は声をかけた。

「と、とにかく、家に帰りましょう！」

　健けん介すけが朱あか里りを見た。

「おまえ……うまそうだな」

「は!?」

　思いがけない言葉に、大だい地ちは一瞬、意味が理解できなかった。

　だが、ゆらりと健介が立ち上がったとき、ようやく寒気が背筋を走った。

　彼女を――喰くおうとしているのか？

　朱里は声もなく震えている。

　頭は混乱していた。だが、大地の本能は切羽詰まった状況を察知していた。心臓にキリを突き立てられたような鋭い痛みが走り――右手の手のひらがじんわりと熱くなる。

　ガランガランと音を立て、空き地に積まれていた鉄パイプが揺れ出した。

「な、何？」

　朱里が怯おびえた声を出す。地面は揺れていない。だが、ひとりでに鉄パイプが不規則に動き出し、じりじりと大地のほうへと引き寄せられてくる。

　右手に宿る磁力の力が発動したのだ。だが、重いので軽々飛んでこられないらしい。

　異常事態に、さすがに健介の目が鉄パイプに向いた。

「逃げて！」

　朱里の手をつかむと、大地は必死に駆けだした。背後から荒い息づかいと足音が追ってくる。捕まったら肉を食いちぎられて――大地は恐ろしい想像を振り払った。

　大地は朱里と手をつないだまま空き地を通り抜け、近くの林に飛び込んだ。

　健介は野球部で鍛えている。普通の道ではすぐに追いつかれる。

　木々の合間をすり抜け、藪やぶをかきわけ、大地と朱里は傾斜を上り始めた。

　こみ上げてくる恐怖を振り払い、大地は無我夢中で足を動かした。心臓も肺も今にも爆発しそうだ。喉のどがからからで声も出ない。

「だ、大地くん……」

　苦しげな朱里の声に、ようやく大地は足を止めた。傍かたわらで、朱里が荒く息をついている。

　汗がゆっくり流れていくのを感じながら、大地は耳を澄すませた。

　もう、追ってくる音はしなかった。木々たちが静かに見返してくるだけだ。

「はあ……」

　どうやら逃げきったらしい。大地は大きく息を吐いた。

「大丈夫？　篠しの崎ざきさん」

「ん……ちょっと苦しいけど、大丈夫」

　朱里が苦しげながらも、笑顔を向けてきた。汗ばむ肌に、黒い髪が数本張りついていて、妙に艶なまめかしい。

　大だい地ちはさりげなく視線をそらせた。

「ここ、どこだろう」

　夢中で走ったので、山のかなり奥まで入り込んでしまったようだ。

　朱あか里りが不安げに辺りを見回す。顔色が悪いのも無理はない。男の大地ですら疲労困こん憊ぱいしているのだ。小柄な朱里がよくあのハイペースについてこられたものだ。

　勘で下りていっても山から出られるだろうが、朱里のためにも最短距離で帰りたい。

　ズキンと心臓に痛みが走り、右手がカッと発熱する。ぐるぐると何かが手のひらで動く感触――そして、大地の脳裏に正確な方向が指し示された。

　ピンチのとき、そして道に迷ったとき、勝手に動き出すこの力。

　大地は小学一年生になったばかりの頃ころ、物置で祖父のコレクションを漁あさっていた。その中にある古ぼけた羅針盤が気に入り、取り出した。いじっていたら、急にその羅針盤が右手に埋め込まれていった。

　強烈な痛みに絶叫し、大地は気を失った。

　目覚めたのは三日後だった。心配して捜しに来た母が見つけたとき、大地は高熱を出して倒れていた。四十度を超える熱は三日間下がらず、幼い大地は生死の境をさまよった。

　生き延びたあと、手のひらに奇妙な熱が残った。

　そして大地は自分の右手に不思議な能力が宿っていることにきづいた。危機を感じると心臓に痛みが走り、羅針盤コンパスが勝手に動き出す。望む方角を指し示し、鉄を引きつける力を与えてくれる。ただ、自分でコントロールができないのが難点だ。

「こっちだよ」

　大地が力強く歩き出すと、朱里が戸惑ったように見つめてきた。

「え……大地くん、わかるの？」

「ああ。七歳のときから、方向感覚だけはバッチリ」

　大地は木々の中を迷いなく進んでいった。この力のおかげで、遭難だけはせずに済むようになった。

「あと、五分くらいで林道に出られるから」

　声をかけると、朱里がホッとしたように微笑ほほえんだ。

「すごいのね、頭の中に地図があるみたい」

　しばらくすると、山の入り口が見えてきた。

　整備された道路に出ると、朱里が感嘆の声を上げた。

「ほんと、完かん璧ぺきだね。大地くんって、まるで方位磁石がついているみたい」

　その言葉に、大地はドキリとした。当たらずとも遠からず。

　辺りを見回したが、もう健けん介すけの姿はなかった。

「帰ろうか」

　疲れてしまったし、また健けん介すけに会うと危険だ。まっすぐ帰るのが賢明だろう。

「うん……」

　残念そうだったものの、朱あか里りも疲れたらしく、素直に頷うなずいた。
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　家まで送り届けると、朱里が門の前で振り返った。

「今日はいろいろありがとう……」

「いや」

　あまり大したことはしていない。

「大だい地ちくん、今日は大活躍だね」

「え？」

「渚なぎささんをかばって、私を助けてくれて」

「ああ……」

　本にぶち当たって、山の中に逃げ込んで――あんまり活躍っぽくないな。

　まあ、ちょっとした特技が功を奏した、というところだろう。死にかけて得た能力だから、これぐらい役に立ってもらわないとな。

「私、お詫わびとお礼がしたいなあ」

　朱里がまっすぐ大地を見つめた。

「明日、お弁当作ってきていい？　料理はわりと得意なの」

「え？」

　弁当――渚の顔がフッと浮かんだ。そういえば渚もそんなことを言っていたな。

　朱里の申し出を断る理由なんかない。むしろ、ありがたい。毎日パンばかりだと、やはり飽きてくる。

　そう思ったが、なぜか奇妙な罪悪感は消えなかった。

「……ダメかな？」

　不安げに見つめる朱里に、大地は反射的に口を開いていた。

「わ、わかった……楽しみにしてる」

「うん！　私、頑張るね！　送ってくれてありがとう！」

　跳ねるようにして、朱里が家に入っていった。

　帰り道、なぜか渚の顔がちらついてしかたがなかった。
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「おはよう」

　翌朝、登校してきた大だい地ちはぎょっとした。校門で朝あさ陽ひを浴びながら爽さわやかに微笑ほほえんでいるのは渚なぎさだった。蜂はち蜜みつ色の髪を揺らせると、渚が駆け寄ってくる。

　またもや、登校中の生徒たちから驚きの目が向けられる。

「ど、どうしたんだよ」

「昨日はデート、楽しかった？」

　渚がにっこり笑う。人前だと、相変わらず優雅な笑みを浮かべるものだ。感心しつつも、大地はつい見とれてしまった。

「山の中を走り回ったよ」

「は？」

　教室へと向かいながら、大地は渚に昨日の伊い原はら先輩の事件を話した。渚の表情が一気に引き締まる。

「そんなことがあったの……まずいわね」

「あれから潮しお騒さいは？」

「昨日はなかったわ。昼間に出てきたからかなあ……」

「一日に一回、って決まってるのかな」

「かもね。そうすると、今日はまた一人、犠牲者が出るかもしれないわね……」

　渚が考え込む。だが、大地にも有効な打開策はない。

「一人で行動するなって言っても無理だし……」

「注意すべきは男子生徒ね」

「ああ……そういえば、狙ねらわれているのは男ばっかりだな。男じゃなきゃダメなのか、男が狙いやすいのか……」

「伊原先輩、澤さわ木き先輩……次は誰だれかしら」

　伊原健けん介すけ、澤木誠せい一いち郎ろう――その名前の並びが大地の記憶をくすぐった。

「なあ……まさか、人気の順ってことはないよな？」

「え？」

　渚がきょとんとする。

「ほら、校内新聞のランキング！　人気順に狙われていないか？」

　いいセンをいっていると思ったが、渚は首をひねった。

「でも、魔物が校内新聞のランキングを元にして人を襲うって変じゃない？」

「それもそうだよな……」

　大だい地ちはがっかりした。ところが、今度は逆に渚なぎさの目が輝きだした。

「あ、でも――当たってるかも！」

「どっちだよ！」

「今回襲われた二人は精神的なパワーの源みなもとを奪われている。つまり、魔物が狙ねらう獲物はより大物、つまり精神力の強い人って考えられない？　今回ランキングで選ばれた彼らは目立つ存在で、ある分野で秀でている。それは精神力の強さや気力の充実ともつながる」

「つまり、偶然じゃなくて狙われるべくして狙われたってことか！」

「その通り！　ある程度の精神力のある人間じゃないとエサにならないんじゃないのかしら。これだけ選んでいるところをみると」

「なるほどな！」

　大地は感心して渚を見つめた。

「つまり次の獲物である確率が高いのは、第三位の純じゆん先輩か――もしくはあんたね」

「お、俺おれ!?」

　確かに、校内新聞には載ったが――ユニーク部門でだ。まさか俺が狙われるなんて。

　だが、その反論は予期していたらしい。渚がたたみかけるように言った。

「あんたのＵＭＡにかける情熱って異常じゃない？　変人の中の変人って感じ！」

　ひくっと頬ほおが引きつった。こいつ、何のてらいもなく面と向かって変人扱いしやがって。

「あふれんばかりのパワーって言ったらおまえだろ！　毎日暴れ回るほどもてあましてるんだから、ちょっと分けてやったらどうだ？」

「私があんな状態になったらどうすんのよ！　世界の損失よ！」

「そういや、女の子は襲われてないな……魔物の狙いが精神力だとすると、男女で差はないはずだけど――というか、どう考えても校内一パワフルなのはおまえだし」

「それ誉ほめてるの!?　まあ、いいわ。まだ犠牲者は二人だから、女の子は狙われないって決まったわけでもないけど。でも、標的は男だけだとすると、どうしてかしら。美女の声で誘ってるから、女には効かないとか？」

　大地は渚をちょっと見直した。彼女の意見は面白い。確かに、被害者の二人は恍こう惚こつとしていたが、これが女だとしたら微妙かもしれない。

「美しい声で誘って襲う――か。今回の魔物は、まるでセイレーンみたいね」

「そうだな……場所が学校で、狙われているのは船乗りじゃないけどな」

　セイレーン。

　川や海に姿を現す、金色の長い髪の美女とされている。可愛かわいらしい乙女の顔と、うっとりさせる美しい声で船乗りたちを誘惑する。

　だが、ひとたび近づけば、海に引きずり込む残忍さを持つ。

「あれも、鳥人間だという説もあるけど、人魚の一種ともされているよな。人魚の女って恐ろしいなあ……」

「何か言った!?」

　渚なぎさの鬼のような形相に、大だい地ちは慌てて話題を変えた。

「セイレーンについて何か情報はないのか？　親しん戚せきみたいなもんだろ？」

「全然。ママから聞いたこともないわ」

「セイレーンと決まったわけじゃないしな……」

　魔の海というのは、想像以上に広い世界のようだ。そこには現実世界と同じく、多種多様な生き物が生息しているのだろう。

「さて、どうする？　純じゆん先輩をガードするか？」

「二十四時間完かん璧ぺきにガードするのは無理ね。それより、通路ホールが気になるわ。これまで時間帯はバラバラだけど、すべて校内に開いてるでしょ？」

「そうだな」

「何か通路ホールが開く条件みたいなものがわかれば……」

　渚の目がきらりと光った。どんな獲物も逃さない、というハンターの目をしている。凛りんとした渚は軍いくさ女め神がみのようだ。

　なんて綺き麗れいなんだろう――大地は思わず見とれてしまった。

「おはよう」

　教室に入ってきたのは朱あか里りだった。くせのない黒髪がさらりと揺れる。コンタクトなしで髪をおろしているスタイルが板についてきた。爽さわやかな美少女そのものだ。

「おはよう、篠しの崎ざきさん」

　渚がいつもの穏やかな笑みを浮かべる。内心、ライバル心に燃えているのだろうが、そんなことはおくびにも出さない。

「純先輩と打ち合わせしてるんですってね」

「ええ。でも、昨日は具合が悪かったみたいで、放課後の打ち合わせがキャンセルになったの。今日は学校を休むんですって」

「え？」

　体調が悪い――それはこれまでの被害者を彷ほう彿ふつさせた。

　大地と渚は顔を見合わせた。もしかして、もう襲われたのか？

「そっか……あ、ちょっと麻生あそうさんと図書委員会の相談があるから、また後で」

　渚を見ると、わかったというように頷うなずいた。
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　大地と渚は誰だれもいない校舎の陰に向かった。

「なあ、昨日、あれから潮しお騒さいは聞こえなかったんだろ？」

「ええ、そのはずだけど……」

　思わぬ事態に渚なぎさも腕を組んで考え込んでいる。

「この町のどこにいても潮騒は聞こえるのか？」

「ううん。やっぱり近いほど音は大きく聞こえるから、あんまり遠くにいると聞こえない可能性もあるわ」

　渚の自宅から学校まで約一キロ。この距離を超えると、聞こえない場合もあるのか。そうすると、昨日、知らないうちに純じゆんが襲われている可能性もある。

「純先輩のこと、調べにいったほうがいいかも……あ、そろそろ予鈴が鳴るわね」

　渚にうながされ、大だい地ちは教室に向かった。

「そういえば、あんた、篠しの崎ざきさんと仲がいいのね」

　渚がぽつりと言った。朱あか里りといい、渚といい、お互いのことが気になるらしい。

「ああ……クラスの女子の中では一番よく話すかな」

　というより、ほんの二日前までは篠崎朱里以外の女子とほとんど話したことはない。ピアノ好きの男はモテるのに、ＵＭＡ好きはなぜモテないのだ。不公平だ。

　何気なく渚を見た大地はぎょっとした。渚が不機嫌そうに眉まゆを寄せていたのだ。

「ふーん……」

　渚が唇を尖とがらせる。

　なんで急に機嫌が悪くなるのだ？　わけがわからない。

「まあ、彼女可愛かわいいし、誰だれにでも優しいしね」

　その言葉は大地の胸に突き刺さった。

　そう。朱里は誰にでも優しい。だから、俺おれみたいな変人にも普通に話しかけてくれていた。

　別に特別扱いってわけじゃない。

　なんだか悲しい気持ちになり、大地は肩を落としてとぼとぼと歩いた。渚はムスッとしたまま、やはり無言だった。

　気まずい空気を振り払いたかった。大地は渚に声をかけた。

「なあ、放課後、純先輩のところへ見舞いがてら、調査に行かないか？」

「放課後？」

　渚が目をぱちくりさせる。

「ああ。何か用事があるのか？」

「ないわ。そうね、時間があったら、校内探索もしましょ」

　渚が晴れやかに笑った。楽しそうに鼻歌まで歌い始める。

　なぜか急に機嫌が直ったようだ。つくづく、女心はよくわからん。

　川のせせらぎを思わせる繊細なメロディに耳をかたむけながら、大地は教室に向かった。
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　四時間目が終わると、朱あか里りがいそいそと小さい布バッグを出してきた。

「約束どおり、お弁当作ってきたの」

「あ、そうなんだ……ありがとう」

　実際にお弁当を差し出されると照れくさい。新婚夫婦になった気分だ。顔が自然と赤らんでくる。

「どこで食べる？」

　朱里もさすがに教室でお弁当を広げる気にはなれないようだ。

「そうだな……屋上はどう？」

　大だい地ちの言葉に、朱里がこくりと頷うなずいた。ほんのり頬ほおが赤らんでいる。そんな初々しい朱里を見ると、胸が高鳴った。まるで付き合っているカップルみたいじゃないか。

　立ち上がったとき、渚なぎさが近づいてくるのが見えた。

「ねえ、山やまノの上うえくん、お昼だけど……」

　そう言いかけた渚がハッとしたように足を止めた。その目は大地の傍かたわらにいる朱里の布バッグに釘くぎ付づけになっている。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ……もしかして、お弁当？」

「え、ええ……」

　朱あか里りが更に顔を紅あかくしてうつむく。

「ごめんなさい、お邪魔したわね」

「あの、何か用事だったんじゃ……」

「うん、図書委員のことでちょっと。でも後で大丈夫だから！　じゃあ、放課後ね」

　渚なぎさがにっこり大だい地ちに微笑ほほえみかける。その笑顔のガードは堅く、渚の心の奥はまったく読めない。

「急ぎの用じゃないのか？」

「うん。大した用事じゃないから！」

　そう言うと、渚は自分の席に戻っていった。

　大地はじっと渚を見送った。お弁当を見た瞬間、渚の顔が凍りついたように見えたのだ。

　あいつもそういえば、弁当を作ってくるとか言ってたな……。

　でも、断ったし、関係ないよな。

「じゃあ、行こうか」

　大地は胸にわきあがってくる罪悪感を押し込め、朱里と教室を出た。
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　渚はお弁当を入れたバッグを手に、第三会議室に行った。ここは文化祭前などのイベント時期以外、まず使われることがない。ゆっくり一人になれる。

「大地ったら、私にはいらないとか言ったのに、篠しの崎ざきさんには作ってもらってさ！」

　どかっとパイプ椅い子すに座ると、渚はバッグからお弁当箱を二つ取り出した。

「五時起きで作ったのに……」

　不格好なおかずがぎゅうぎゅうに詰まった弁当箱を渚は睨にらみつけた。

「……そりゃちょっと見かけは悪いけどさ。味はいいはずよ！」

　渚は真っ黒に焦げたミニハンバーグを口に入れた。

「ま、まずっ！　何コレ、生焼けじゃない！」

　外側は炭化しているが、中は赤い肉のままだ。

　渚は今にも崩れそうな卵焼きを口に運んだ。ガリッという異音に硬い感触。卵の殻が入っていたらしい。

「うぷっ！　甘っ！」

　砂糖を入れすぎたらしい。しかも塩も多かったのか、食べ終えた後に舌がびりびり痺しびれる。

「うっ……本当に、まずっ！」

　渚なぎさはたまらず箸はしを置いた。

「もう……何やってるんだろ、私」

　渚はバンドエイドだらけの指を見下ろした。悪戦苦闘したのだ――大だい地ちに喜んでもらおうと思って。

　胸が詰まり、渚はテーブルに顔を突っ伏した。

　早起きをして一生懸命作ったお弁当を食べてもらえなかった。

　それは当然悲しいし、悔しい。

　だが、それだけでは説明しきれないくらい、悲痛な思いが次から次へと押し寄せてくる。

「もう……なんで私がこんなに苛いら々いらしなきゃいけないのよ!?　勝手に篠しの崎ざきさんと仲良くすりゃあいいじゃないの！」

　渚は勢いよく立ち上がった。
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「おいしかったよ、ありがとう！」

「よかった、口にあったみたいで……」

「お世辞じゃなくて、こんなにおいしいお弁当、初めて食べたよ！」

　味だけでなく、色とりどりのおかずが詰まった弁当は見た目も抜群だった。

　最初こそ緊張しながら口に運んだものの、後半は充分に味を楽しむことができた。

「嬉うれしいな……お料理って好きなんだけど、家族以外の人に食べてもらうのは初めてだったから」

　朱あか里りがホッとしたように空になったお弁当箱に蓋ふたをした。

「屋上で食べるのって初めてだけど、気持ちいいね」

　朱里が鮮やかに晴れた空を見上げ――眉まゆをひそめてうつむいた。

「だ、大丈夫？」

「うん……ちょっと最近睡眠不足で」

　朱里が額に手を当て、つらそうに言った。よく見れば、顔色も悪い。

「も、もしかして、お弁当のせいで？」

「違うの！　ほら、受賞したでしょ？　急にいろいろ忙しくなったり、周りが変わったりして……考え込んだり、落ち込んだりしちゃって」

「そ、そうなんだ……」

　何か気の利いた言葉を言いたい。だが、出てこない。

　朱あか里りがぽつりと呟つぶやいた。

「でも、こうやって屋上で二人でいると、くつろげるなあ」

「え？」

　朱里が寂しげに微笑ほほえんだ。

「でも、大だい地ちくんは渚なぎささんといるほうが、くつろげるみたいだね」

「そ、そんなことないよ!!」

　思わぬ言葉に、大地は声を上げてしまった。

「渚さんといるときの大地くんって、すごく自然体なんだよね。でも、私と話すときは、すごく気を遣っている気がする……」

　大地はぐっと詰まった。そのとおりだ。本性を見せられて以来、渚には好き勝手言えるようになっている。でもそれは、くつろぐとか優雅なものじゃなくて――。

　朱里がじっと黒い大きな目で見つめてくる。大地の言葉を待っている。

「で、ででででも、俺おれは今、楽しいけど」

　そう言うのが精一杯だった。だが、充分だったようだ。

　朱里の顔に幸せそうな笑顔が浮かんだ。

「ありがとう……」

「そ、そろそろ戻ろうか！」

　あまりの照れくささに、大地は顔をそらせて立ち上がった。

　バカバカ、俺の意気地なしー!!

　心の中でそう叫びながら。
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　午後の授業が終わると、大地は鞄かばんを持って立ち上がった。純じゆんの家の場所を職員室で聞いてから、渚と向かうつもりだ。

　そのとき、隣の朱里が机につっぷしていることにきづいた。

「ど、どうしたの？」

「ちょっと……気分が悪くて」

　昼休みより、更に顔から血の気が引いた朱里が苦しげに言う。

「病院に行く!?」

「大丈夫。家に帰って休めばよくなるから……」

　よろよろと立ち上がる朱里を放ほうっておけるわけがなかった。

「家まで送るよ！」

「どうしたの？」

　心配げに近づいてきた渚なぎさに、大だい地ちは手を合わせた。

「ごめん！　篠しの崎ざきさんを送ってくる。その後、合流しよう！」

　大地はふらつきながら歩く朱あか里りにより添って、教室を出た。

　そんな二人を、渚をはじめとするクラスメイトたちが呆ぼう然ぜんと見送った。

「あいつ、篠崎さんと付き合ってるのかなー？」

「なんで急にモテだしたんだ？」

　クラスメイトたちの声が渚の頭を通過していった。
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　下校の波が終わり、渚は教室に一人になった。

　渚はようやく、思う存分屈辱に震えることができた。

「し……信じられない！」

　渚は机に拳こぶしを叩たたきつけた。

「私の約束のほうが先だったのに！　そんなに篠崎さんが大事なわけ!!」

　ガンガン！と連続で机を叩いていた渚ははっと我に返った。

　気をつけなきゃ。ここは校内なのよ。まだ人も大勢いる。誰だれに見られるかわかったもんじゃないわ。

「はあ……」

　渚は深々とため息をついた。

　最近、どんどん気が抜けている。原因はわかっていた。山やまノの上うえ大地。あいつのせい。

　大地の前だと気を遣わずにいられる。それがだんだん馴な染じんできてしまった。

「だって楽なんだもん……」

　言いたい放題、好きなことを話して、好きなものを食べて――。

　そんなこと、久しぶりだった。

　事件のことも、あいつと一緒だと楽しくて――。

「約束したのに！　いいわよ、もう！」

　なんでこんなに苛いら々いらしてるんだろ、私。

　いつものポーカーフェイスに戻れない。まずい。

　こんな状態で純じゆん先輩の家なんか訪ねられない。顔は引きつっているし、何を口走ってしまうかわからない。

「とりあえず、一人になれるところに行こう……」

　渚は立ち上がり、校内で最も人が少ない場所の一つである図書室に向かった。
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「平気？」

　駅前の大通りまで来ると、朱あか里りが足を止めた。

「あの……ちょっと座りたい」

「わ、わかった！」

　朱里の顔は真っ青だ。大だい地ちはちょうど目の前にあった喫茶店に入った。

「すいません、お水を！」

　席についた朱里がぐったりとうつむく。

　だが、水を飲んで数分もすると、その顔に生気が戻ってきた。

「ありがとう……少しよくなった」

「そっか、よかった」

　大地はホッとした。

　落ち着いてくると、周りを見回す余裕も出てくる。浜はま森もりでは数少ない喫茶店ということもあってか、店内には買い物帰りの主婦や学生でごった返している。

「ごめんなさい……渚なぎささんと約束してたのに」

「いいんだ」

　後でぶん殴られそうだが、大地は笑顔で言った。

「あれ、朱里？　デート？」

　声をかけてきたのは、髪に花飾りをつけた浜森高校の制服姿の少女だった。ちょっとふっくらしているが、なかなか可愛かわいい。

「三み花か？」

　朱里が驚いたように声を上げた。

「なあに、なあに、朱里ったらデート？」

　三花と呼ばれた少女がニヤニヤ笑いながら大地を見つめる。

「ち、違うの！　大地くんはクラスメイトで、私が具合が悪いから付き添ってくれてるの」

「あんた、昔っから体が弱いからね～」

「大地くん、私の幼なじみで、一組の園その田だ三花」

　紹介され、大地は無言でぺこりと頭を下げた。初めて会う女の子には、どうしても緊張してしまう。三花のような社交的なタイプは尚なお更さら苦手だ。

　三花がポンと手を合わせた。

「大地――ああ、ユニーク部門の子ね！」

　恥ずかしい。そんなことで有名人になりたくない……。

「三み花かは一人なの？」

　朱あか里りの問いに、三花は頷うなずいた。

「そう。占い師に占ってもらおうと思って駅前を捜したんだけど、空振り」

「占い師？」

「朱里は知らない？　今、すっごく話題になってるの。悩みをじっくり聞いてくれて、進むべき道を教えてくれるんだって。でも、駅前辺りに出没するってだけで、なかなか会えないんだけど、それがまた神秘的でいいって、ウチの学校の子も結構捜しに行ってるわ」

　占い師――そういえば、光こう輝きがそんなことを言っていたな。

　大だい地ちはふと思い出したが、口には出さなかった。

「占いってどんなの？　水晶玉？　タロット？」

「本当に助けが必要な人には、『望みのカード』っていうをくれるんだって。思いを込めて願いを書くと叶かなう、奇跡のカードらしいわ」

「……怪しくない？　ツボを売りつける霊感商法っぽく聞こえるけど……」

　朱里の言葉に大地も深く頷いた。ところが、三花はその言葉を待っていたかのように、ニヤリと笑った。

「それが、料金は一律三千円なんだって。良心的でしょ！　私もカードが欲しいなあ。水色の綺き麗れいなカードらしいんだけど、なんと耳に当てると波音が聞こえるんだって！」

　波音――？

　大地がハッとしたとき、首を傾かしげていた朱里が口を開いた。

「そのカードって、もしかしてハガキくらいの大きさじゃない？」

「うん、聞いた話だと、それくらいみたいだけど……」

　朱里が大地に顔を向けた。

「そんな感じのカード、私、校内で見たことがある……」

「そうなの？」

「ええ。図書室に貼はってあった。なんだかおまじないみたいで怖いなって思ったのを覚えてる。だって……かすかだけど聞こえたの。そこから波の音が」

「何だって？　図書室!?」

　誠せい一いち郎ろうが襲われた場所だ。偶然かもしれないが、波音がするという奇妙なカードのことが気になった。占い師と魔の海がどう繋つながっているのかはわからないが、引っかかる。

「気になるな……」

　大地が呟つぶやくと、朱里がおそるおそる声をかけてきた。

「あの……今から学校へ戻って案内しようか？」

「え？　でも……」

「水を飲んで休んだら、だいぶよくなったから」

　微笑ほほえむ朱あか里りの頬ほおには、確かに血の気が戻ってきていた。

「わかった……でも、つらかったら無理しないで」

　大だい地ちは携帯電話を取り出し、渚なぎさへメールを送った。

『今から篠しの崎ざきさんと学校へ行きます。図書室にいます』。渚は今いま頃ごろ、純じゆん先輩のところへ行っているかもしれないが、あとで合流すればいい。

「ありがとう！」

　三み花かがニヤニヤ笑って朱里を見つめる。

「頑張りなさいよ！　いいなあ、私も恋人が欲しい！」

「もう！　三花ってば！」

「ムキになるところが怪しいわよ」

　からかうような口調に、朱里の顔が真っ赤に染まる。

　大地もつられて赤面し、二人は顔を赤く染めたまま喫茶店を出た。



　　　　　　　＊



　図書室に来た渚は、ぼんやり閲えつ覧らん席せきに座っていた。

　湿っぽい、さびれた空気が、なぜか今は心地よかった。だが、同時に妙な物足りなさがあった。

　渚はきょときょと辺りを見回した。

　誰だれもいない。この気持ちをぶつける相手が今日はいない。

「あいつのせい、か……」

　ここ数日、ずっと一緒にいた少年。

　何の気も遣わず、好きなことを話し、好きなことをした。

「楽しかったな……」

　思わず呟つぶやいてしまい、渚は慌てて口を閉じた。

　こんなことを聞かれたら、つけあがるかもしれない！

　だが、その必要がないことにすぐきづいた。

　あのバカは、篠崎朱里と一緒に帰ったのだ。いったい二人で今、どこで何をしているんだろう。

「……なんで私がこんなにやきもきしなきゃいけないのよ」

　納得がいかない。豊かな髪をかきあげると、渚は立ち上がった。

「ここに通路ホールがあったんだよね……」

　たった十数分の間に開いて、また閉じた通路ホール――。

　渚は誠せい一いち郎ろうが倒れていた辺りの壁を見つめた。この辺りから魔物が出てきたはずだ。

　渚なぎさは近くの本棚を見ていった。

「まさか、本棚の下から、ってことはないわよね……」

　そう言いつつ、渚は床に手をつくと、本棚の下を覗のぞいた。

「ん？」

　何か棚の下に水色のものが見える。

　渚は手を伸ばすと、水色のものに触れた。しっかりした紙――カードのようだ。

「んしょ」

　破らないように注意をしながら、ゆっくりはがす。

「何これ……」

　カードには、ざらざらした粉のようなもので奇妙な紋様が描かれている。

　カードをなでていると、なぜか波の打ち寄せる音が聞こえてくるような気がした。

「何なの、このカード……」

　魔の海と何か関係しているような気がする。

　裏返してみると、そこには整った文字が書かれていた。

〈今の自分を変えたい。誰だれよりも注目を浴びたい。人気者になりたい〉

　シンプルな言葉だったが、丁寧に書かれた文字から怨おん念ねんのようなものを感じた。

「どういうこと？」



    

  
    
      



    

  
    
      　力尽きたように、ぱらぱらとカードから粉状のものが落ちていく。

　それは呪のろいの札に見えた。明らかに普通のカードではない。

「もしかして、これが通路ホールと関係しているの？」

　このカードを貼はると、魔の海が呼び出せるのかもしれない。

　誰だれかが、意図的に呼び出したとするならば、犯人は学校関係者の可能性が高い。教師か生徒？

　混乱しながら、渚なぎさは図書室を出た。

　一年五組の教室にも、同じものが貼ってあるかもしれない。

　教室に戻った渚は隅々まで捜し回ったが、カードを見つけることはできなかった。

「もしかして、回収したのかしら……」

　魔物たちが現れたのは、数日前からだ。そして、二人の先輩が襲われた。

　どちらも校内の有名人。

　渚は紙に書かれた願いを思い出した。

　変わりたい、注目を浴びたい――ここ数日、その願いを叶かなえた人はいるだろうか？

　劇的に変化を遂げた人物は――。

　篠しの崎ざき朱あか里り。

　その名がすんなり出てきた。ついこの間まで目立たなかったのに、今や校内で知らない者はいないほど有名になった。

　そして、彼女は襲われた伊い原はら健けん介すけや、ピアニストの美み木き多た純じゆんとも、急に親しくし始めた。

　そして、大だい地ちとも。

　順位どおり襲われていった健介と誠せい一いち郎ろう。学校を休んでいる純。そして、ユニーク部門とはいえ、校内新聞に載った大地は現在、朱里と二人でデート中。

「もう、あのバカ！　ちょっと可愛かわいい子と思って、へらへらするから！」

　とにかく、まずは連絡を取らなきゃ。会ったらまず、ぶん殴ってやるんだから。

　携帯電話を取り出した渚は、メールの到着を知らせるメッセージを見た。

「あれ、誰だろ」

　携帯メールのアドレスを知っているのは家族以外、ほとんどいない。

　メール着信画面を開いた渚は息を呑のんだ。大地からのメッセージが届いていた。

「篠崎さんと学校に戻る？　図書室ですって？」

　息を呑んだそのとき、かすかだが潮しお騒さいの音が聞こえた。

「大地！」

　渚は教室を飛び出した。

「えーと、えーと、図書室は……こっちね！」

　間に合うだろうか!?

　いきいきと目を輝かせ、ＵＭＡについて語っていた大だい地ち。

　ラーメンを食べに連れていってくれた大地。

　彼が目をどんよりと濁にごらせ、変へん貌ぼうしてしまうなんて考えられない。

「待ってなさいよ！」

　渚なぎさはヴァイオリンケースから棍こん棒ぼう――魔ま獣じゆう具ぐ――を取り出し、図書室へと走った。



    

  
    
      
第五章　魔の海へ





「あれ、ない……」

　図書室の奥で、かがんで書架の裏を覗のぞいていた朱あか里りが残念そうに呟つぶやいた。

「ごめんなさい、見間違いかもしれない。この前、本を落としたとき、書架の裏に何か水色の紙が貼はってあるのが見えたんだけど……」

　がっかりと朱里が立ち上がり、スカートの埃ほこりを払った。

　そこはちょうど、澤さわ木き誠せい一いち郎ろうが倒れていた場所だった。

「いや、ありがとう。ごめんね、わざわざ学校まで戻ってもらって」

「ううん、いいの。それに、私こそ謝らなきゃ……」

　意外な言葉に、大だい地ちはまじまじと朱里を見つめた。

「具合が悪いのは本当なんだけど、無理をしたら一人でも帰れたの。なのにワガママ言っちゃった……」

「そんな、別にワガママなんかじゃ……」

「私、ちょっとイヤだったのかもしれない。大地くんが渚さんと一緒に帰るのが……」

　そ、それは――ヤキモチととってもいいだろうか？

　大だい地ちはごくりと唾つばを飲み込んだ。しんと静まり返った図書室で二人きり――おのずと緊張が高まっていく。

　朱あか里りが大地を見た。怯ひるむほど、まっすぐな眼まな差ざしを向けてくる。

「渚なぎささんと大地くんって、もしかして付き合っているの？」

「は？」

　誰だれと誰が？　思わず聞き返しそうになった。

「ぜ、全然！」

　うっかり見てはいけないものを見てしまい、猫皮を脱がれ、脅され、引きずり回されて――そのどこにも、『付き合う』なんて甘ったるい要素が入る隙すき間まはない。

「同じ図書委員だから、最近、よく話すだけで……」

「ほんとに？」

　重ねて尋ねられ、大地は驚いた。だが、朱里は真剣そのものだ。

「ほんとも何も、見たらわかるだろ？　俺おれと麻生あそうさんが釣り合うわけないじゃないか～」

　冗談っぽく言ってみたが、朱里がますます悲ひ愴そうな表情になった。

「そんなことないよ。渚さん、大地くんといるときって表情が違うもの。とてもリラックスしていて、信頼しているのがよくわかるわ」

「そんな……」

　確かにくつろいでいる、というか気を全く遣っていないというのは当たっているが。

「すごく仲が良くって……少し、嫉しつ妬としちゃった」

　朱里が潤んだ目を向けてきた。

「渚さんと楽しく話している大地くんを見ていると、何だかつらくて……」

　どんどん心臓の鼓動が速くなる。これは、これはもしかして、憧あこがれのシチュエーションじゃないのか？

「大地くんはいつも優しかったよね。地味で目立たない私を差別しないで、ちゃんと話を聞いてくれた。大地くんと話すのは、すごく楽しかった……」

「いや……」

　それはこっちのセリフだ。皆が変人扱いする俺に、気さくに話しかけてくれる女子は朱里だけだった。

「あのね、私、大地くんともっと――」

「ちょっと待ったあああ!!」

　図書室の扉が勢いよく吹っ飛んだ。大地と朱里は凍りついた。

　破壊された入口には、血相を変えた渚が立っていた。片足は上げたまま――扉を蹴けり飛ばしたらしい。

　蜂はち蜜みつ色の長い髪は乱れに乱れ、目はつりあがっている。鬼そっくりの形相をしているうえ、手には棍こん棒ぼうまで持っていた。

　すっかり猫を脱いでしまっている。あのバカ。朱あか里りがいるっていうのに。

「え、えーと」

　何とかフォローしようとしたが、その前に渚なぎさがつかつかと詰め寄ってきた。

　いつもとは明らかに様子の違う渚に、朱里は呆ぼう然ぜんとしている。

　渚が棍棒をすっと朱里につきつけた。

「そいつに手は出させないわよ！」

　その言葉に朱里が息を呑のんだ。

「え、えええ!?」

　意味がわからない。大だい地ちは呆然と渚を見つめた。

　気おされると思いきや、朱里がキッと表情を引き締めた。受けて立つ――そんな闘志が漲みなぎっている。

「やっぱり、渚さんも大地くんのことが好きなのね……」

「はあ？　何言ってるの!?　あんたが“〝セイレーン”〟だってことはわかってるのよ！」

　渚がずいっと水色のカードを出してきた。

　かすかに粉がついた、ハガキ大のカードだ。

　そこには、『今の自分を変えたい。誰だれよりも注目を浴びたい。人気者になりたい』と書かれてあった。

「な、何それ？」

　戸惑う朱里に渚が追い込みをかける。

「しらばっくれないで！　そこの奥の書架の底に貼はったでしょ！　これで魔の海との通路を作ってたわけ!?」

「ま、魔の海？」

　思わぬ展開に、朱里がおろおろと大地を見つめてきた。

　何が起こっているのかわからない。だが、どうやら渚は朱里が真犯人だと思っているらしい。

　確かに、ここ数日で彼女を取り巻く状況は激変している。

　そして、彼女は俺おれと二人きりになるため、学校へ戻った。

　まさか、まさか朱里が――!?

「これを書いたの、篠しの崎ざきさんでしょ！　これはどこで手に入れたの？」

「あ、あの、何の話？」

　おろおろしている朱里の姿は演技に見えない。

　だが、渚は確信を持っているらしく、怯おびえている朱里を見ても追及の手を緩めることはなかった。

「しらばっくれてもムダよ!!　さあ、早く吐きなさい！　手間かけさせるんじゃないわよ！」

「で、でも、その字、私の字じゃないし……」

　朱あか里りが体を小さく丸め、蚊かの鳴くような声で言った。

「は？」

　朱里がぷるぷる震えながら、鞄かばんからノートを出してきた。

　渚なぎさがノートを奪う。横から大だい地ちも覗のぞいてみた。

　丸みのある、ちんまりした文字が几き帳ちよう面めんに並んでいる。

　カードに書かれている字は、どちらかといえば縦長で流れるような勢いがある。

　確かにどちらも綺き麗れいな筆跡だったが、明らかに別人の手によるものだ。

「あ、あれ？」

　渚の顔から血の気が引いた。何かに救いを求めているのか、手をバタつかせる。

「ええー！　篠しの崎ざきさんじゃないの!?」

「おまえなあ……」

　信じられない。あんなに自信満々に犯人扱いしたくせに！

「や、やばっ、どうしよう！」

　渚がすがるように大地を見つめてきた。

「俺おれに言うな、俺に！　決めつける前に、裏付けぐらいしろよ！」

「だ、だってー!!　何よう、あんたのピンチを救いに来たのに！」

「勝手にピンチにするな！」

　すっごく、すごくすごくいい雰囲気だったのに――!!

　そう言いたかったが、ぐっと飲み込む。

「あ、あのあの……」

　朱里がおどおどと口を開いた。

「その字、私、見たことあるような気がするんだけど……」

「本当に!?」

　渚が大声を出したので、また朱里がびくりと肩を上げた。

「ええ、その字って確か、純じゆん先輩の……」

　カタン――。

　小さな物音に、全員の目が図書室の入口に向いた。

　そこには美み木き多た純が立っていた。

　柔らかそうな髪は乱れ、肌の色は白を通り越して青い。その平安貴族めいた顔は頬ほおがこけ、やつれている。

「よかった……ここにいたのか」

　純じゆんはそう言うと、ニヤリと笑った。

「山やまノの上うえ大だい地ち、篠しの崎ざき朱あか里り、麻生あそう渚なぎさ……最上の獲物が三人もいるなんてね、彼ヽ女ヽも喜ぶよ」

「……彼女って？」

　渚が警戒したように、声をひそめて言った。

「この上もなく、美しい声と体を持っている……」

　純がにいっと笑った。口が大きく裂け、まるで別人のような禍まが々まがしさだった。

「魔物さ！」

　純の背後から影が飛び出した――ように見えた。

　純の背後から上半身だけ覗のぞかせているのは、輝くような黄金色の髪をした美女だった。まるで人形のように無表情だが、その青色の目だけが、ぎらぎらと欲望に輝いている。

　ずるり、ずるり、と飢えた獣の目をした女がゆっくり純の背中から出てくる。

「う……わ……」

「ああ……」

　あまりのおぞましい光景に耐えかねたのか、朱里がすとんと倒れた。

「篠崎さん！」

　気絶した朱里を、大地は慌てて抱き留めた。

　渚がキッと純を睨にらむ。

「魔物に取り憑つかれたのね……」

「ああ。昨日から、ね。いちいち、あヽっヽちヽから出てくるのが面倒になったみたいだよ……強烈だね。すべてが吸い取られていくみたいだけど、心地いいんだ。彼女が背中にいるとね」

　純がうっとりした表情で言う。昨日、早退したのは取り憑かれて具合が悪くなったからなのか。

「可哀かわい相そうに。すっかり化け物の手足になっちゃって。あんたが、このカードを書いたの？」

　渚がカードを突き出す。純がニタリと笑った。

「ああ、そうさ！　何でも願いを叶かなえてくれるっていうから、使ってみたんだ！　ムカツク奴やつらが襲われていって、ざまあみろだ！」

　人気者になりたい――そう願い、男が襲われていった。ならば、確かに男が書いたとするほうが自然だろう。

　誕生日にコンサートを開いたりと自己顕示欲の強い純にとって、ランキングで自分が三位というのも気に入らなかったのだろう。

「なるほど……あんたは人気者たちが邪魔だった。そして、その魔物は活力のある人間の精神パワーが欲しかった。見事な利害の一致ね」

　渚が納得したように頷うなずいた。大地はふて腐れたように顔を歪ゆがめる純を見つめた。

「そのカードは占い師にもらったのか？」

「ああ、そうさ！」

「占い師って何よ？」

　渚なぎさが苛いら立だったように顔を向けてきた。

「いや、怪しい占い師がいてさ。どうもそいつがカードを配っていたみたいなんだ」

「じゃあ、そいつが黒幕ってこと!?　どこにいるの？　ぶっ飛ばしてやる！」

「居場所は現在不明。俺おれも見たことはない」

「絶対捜し出してやるわ！　……まあ、まずは魔物退治ね」

　今や、金髪の美女は純じゆんの体から完全に分離し、床に降り立っていた。

　隆起したやわらかそうなバスト、くびれたウエスト、なだらかな丘を象かたどったヒップ――と色っぽい体に薄布を巻きつけただけの、目のやり場に困る姿だ。

　目が合うと、セイレーンはにいっと不気味な笑みを浮かべた。その赤い唇から覗のぞくのは、尖とがった牙きば。

　女の口から、澄すんだ音色が飛び出した。甘く優しい歌声が朗ろう々ろうと響き渡る。

　大だい地ちは音のゆりかごに取り込まれた。ゆらゆらと温かい湯船に身を委ゆだねている気分だ。すべての感覚が緩やかに遠ざかっていく――。

　だが、甘美なひとときは、渚の哄こう笑しようによって消え去った。



    

  
    
      



    

  
    
      「歌ってもムダよ、“〝セイレーン”〟。人魚には効かないわ」

　棍こん棒ぼうを構えた渚なぎさが、セイレーンに向かって言った。

　ひらりとセイレーンが助走なしで空中に飛び上がった。一瞬前までセイレーンがいた空間を、渚の一撃が唸うなりを上げて削けずり取っていく。

「チッ！」

　舌打ちする渚の背に、純じゆんが叫んだ。

「おまえなんか……全然大したことがないのに、アイドル扱いされやがって……何様だ！」

「こんな至上の美女を前にして、何が大したことないよ！　あんたこそ、何様よ！」

　ボコッと容赦なしに渚が純を棍棒で殴った。もんどりうって倒れた純が、信じられないというように目を見開く。

「気持ちはわからなくもないわ。注目を浴びるのは気持ちいいもの。特別扱いされたいわよね」

「おまえは特にそうだよな……」

　ドゴッ。

　鈍い音とともに、大だい地ちの腹に棍棒が食い込んだ。

「お、おまえなあ……俺おれは味方だろ……」

「ともかく！」

　大地の抗議を無視し、渚は蜂はち蜜みつ色の髪をふわりと揺らせ、純に向き直った。

「楽して人気者になろうだなんて甘いのよ！　こっちはね、四六時中、アイドルであるために気を張って、血のにじむような努力をしてるんだからね！」

「だ、黙れ！」

　純の叫びに呼応するように、セイレーンが飛びかかってきた。牙きばを剥むいたその姿は、人というより獣のようだった。

　渚は軽くバックステップしてそれをかわした。

　セイレーンが悔しそうに、カッと牙を剥く。あまり知能は高くないらしい。

「なのに、あんたは何？　認めてもらいたいって気持ちはわかるけど、安易にライバルを消そうとして！」

　上から振るった棍棒を、セイレーンががっちり受け止めた。

　ぎりぎりと、女同士の力比べが始まる。

「こんな魔物に寄生されちゃって……」

「彼女は僕の願いを叶かなえてくれる女神だ！」

　純の叫びに、渚が苦笑を浮かべた。

「何が女神よ？　あんたは利用されているだけ。魔の海の奴やつらはこちらにエサを求めてやってくる。だけど、環境の違う世界にやすやすと耐えられる奴は少ないわ。だけど、この世界のものに寄生すれば、長時間動ける」

　渚なぎさの口調が苦しくなってきた。ぐいぐいと押され始めている。さすが魔物、セイレーンは渚と同じかそれ以上の力を持っているらしい。

「くっ！」

　渚が女の腹を蹴けり、距離を取った。渚が戦いを見守る純じゆんをキッと振り返る。

「自分の顔を鏡で見てみたら？　魔物に取り憑つかれて、ゾンビみたいになってるわよ！」

　ハッとした純がこけた頬ほおに手をやった。

「念願のアイドルになる前に、墓に入る羽目になるんじゃないの！」

「う、うるさい！　バカにしやがって！」

　純がポケットから水色のカードを取り出した。

「逃げろ！」

　セイレーンに向かって叫ぶと、床に水色のカードを叩たたきつけた。

「あ……！」

　カードの下から音もなく、黒い染みのようなものが広がっていく。

　すかさず、セイレーンがその黒い染みに飛び込んだ。硬いはずの床に、ずぶりと沈み込んでいく。

「このカードがある限り、いつでも彼女は呼び出せる！　僕は選ばれた人間なんだ！」

「それが通路ホールを作り出すアイテムってわけね……」

　渚がずいっと純に迫った。

「そのカードを寄よ越こしなさい！」

「ムダだよ。これは僕にしか使えない！　占い師が言っていた！　強い願いを持つ特別な人間だけが願いを叶かなえられると！　このカードは僕のためだけに作ってくれたんだ！」

　叫ぶ純の横っ面を渚が張り倒す。力士並みの張り手に、純の体はぐるっと一回転して倒れた。同情してしまうくらい、容赦のない一撃だった。

　渚が床に貼はられたカードを見つめた。

「その占い師っていったい何者？」

「わからない……」

　大だい地ちは呟つぶやくしかできなかった。

　ただ、人の弱みにつけこみ、魔物を呼び出そうとする人間がいるのは確かだ。

　悪意を持ち、この浜はま森もりの町や人を脅かす者――渚じゃないが、絶対許せない。

「その占い師はどうやって通路ホールを呼び出せるんだろう？」

「そうね……。それに魔の海は広い。たとえ通路ホールが開いたとしても、どこに繋つながり、どんな魔物が出てくるかわからない。だけど、この紙には特定の魔物を呼び出す力、もしくはその魔物がいる場所に繋げられる効果があるみたいね」

　渚なぎさが一歩足を進めた。その先には黒い染み――魔の海との通路ホール。

「魔の海に行くのか!?」

　大だい地ちは禍まが々まがしい黒い染みを見つめた。

「逃げるんなら、放ほうっておけばいいんじゃないのか？　カードは純じゆん先輩から取り上げたらいいわけだし」

「ダメよ、こいつらは学習する。こっちの世界にエサがたくさんいて簡単に襲えるとわかれば、もっと色んな魔物が押し寄せる。『こっちの世界は危険』って教えておかなきゃね。今回みたいなケースはともかく、通路ホールはいつどこに開くのかわからないのよ」

　渚は凛りんとしていた。その緑色の目には揺るぎない決意が浮かんでいる。

　その立ち姿には、年に見合わぬ風格すら漂っていた。

　ナルシストで近視眼的かと思えば、こんな風に町を守ることを考えられる渚。

　ただ目立ちたいという純が小物に思えた。

「それと――」

「なんだ？」

「ストレスがたまってるのよ、私!!」

　うおおおお、と渚が叫ぶ。

　大地はがっくり肩を落とした。尊敬したかと思えばこれだ。まあ、渚らしいが。

「毎日、毎日、ストレスだらけだな。今度はなんだ？」

　渚に思いきり睨にらまれ、大地は後ずさりそうになった。

「あんたよ、あんた―――!!」

　びしっと渚が指を指してくる。

「俺おれが何をした！」

「別に！」

　渚がフン、と顔をそらせる。答える気はないらしい。わけがわからん。

「じゃあ、あんたは篠しの崎ざきさんと純先輩を見てて」

「何言ってるんだ、俺も行く！」

　渚がキッと睨んできた。その輝く緑色の目には大地の足をとめる効果があった。

「あんたはここまででいい」

「魔の海に一人で行く気か？　危ないだろ!?」

「……だから、足手まといはいらないの」

　棍こん棒ぼうを手に渚が背を向ける。一見、力強く凛り々りしい立ち姿だった。だが、大地はきづいてしまった。棍棒を握る手がかすかに震えていることに。

　怖くないわけがない。魔物が跋ばつ扈こする海に一人で向かうのだから。

　暗く冷たい海では無数の魔物が牙きばをむき、蠢うごめいているのだろう。想像するだけで寒気が背筋を這はいのぼる。

　絶対にそんな場所に行きたくない。

　だから。だからこそ。

「俺おれも行く」

「え？」

　渚なぎさが驚いたように振り返った。大だい地ちはぎこちなく微笑ほほえんでみせた。

　うまく笑えないけど。ともすれば、膝ひざが震えるけど。

「この事件は、俺たち二人で頑張ってただろ？　俺も最後まで見届けたいし――それに」

「それに？」

「智ち仙せん丸まるがいるかもしれないしな」

　いたずらっぽく笑うと、渚が呆あきれ顔になった。

「あんたねえ……遊びじゃないのよ？」

「わかってる。だから、行くんだ。俺も」

　魔の海に行くという渚。ストレス解消というのも、理由の一つだろう。だが、たったひとりで体を張り、命を賭かけて怪物を退治しようとしているのは、決して自分のためだけではない。

「素直じゃないよな……」

「え？」

　大地はニヤッと笑ってみせた。

　強がりでワガママな、人魚姫。

　たった一人でこの町を守るため、戦おうとしている彼女を放ほうっておけはしない。

「行くぞ！」

　大地は黒い染み――通路ホールに向かって足を踏み出した。

「え？　ちょっと待ちなさいよ！」

　渚が慌てて横に並んでくる。

　大地と目が合うと、渚がようやく微笑んだ。

「しょうがないわね……あんたってホントにバカなんだから……いいわ、私が守ってあげる！」

　晴れやかな笑顔を見せると、渚が黒い染みに足を踏み入れた。大地も後に続く。
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　冷たい泥の海に沈んでいく――大地はそう感じた。体中にねっとりとヘドロが絡みつき、息が苦しい。すべてが暗く閉ざされている。

　恐怖と嫌悪に叫び出しそうになったとき、突如、体が宙に放ほうり出された。

「わ、わわー!!」

「きゃあああ！」

　大だい地ちと渚なぎさはなすすべもなく落下し、どぶんと勢いよく海に落ちた。

「ぐはっ！」

「大地、すぐそこに陸がある！」

　顔を上げた渚が声を上げる。確かに、波の合間に隆起した岩場が見える。距離にして、十メートルほど。すぐそこだ。

「くっ！」

　大地は思いきり水をかいた。口に鼻に容赦なく飛び込んでくる海水は塩辛くなく、冬の湖を泳いでいる気分になった。

　荒い波に押されながらも、大地と渚はなんとか岩場へ泳ぎ着いた。

「はあ……」

　ずぶ濡ぬれの服が体にまとわりついて重い。荒い呼吸を繰り返しながら、大地は辺りを見回した。

　ここが、魔の海――。

　ごうごうと風がうなりを上げ、濡れた髪をなぶっていく。

　灰色の厚い雲が幾重にも重なり、まるで天にも荒れた海があるかのようだ。

　暗い鉛色の海は、底知れない恐怖を喚起させるに充分だった。荒い波がしぶきを上げて、岩を打ち砕かんと突進してくる。

　湿った冷たい空気にまとわりつかれ、大地は軽く身を震わせた。

　数多あまたの生命を生み出し、育はぐくむ豊ほう穣じような世界――それが海。だが、そこは厳しい生存競争の舞台でもあり、ときには人に牙きばを剥むく、荒ぶる世界でもある。

　魔の海は、“〝海”〟の凶暴性を特化した世界に思えた。

「見て」

　濡れた蜂はち蜜みつ色の髪を体に絡みつかせた渚が声をかけてきた。

　制服がぴたりとはりついた身体からだはなだらかなラインを描いている。大地は見とれてしまい、一瞬、魔の海にいるという恐怖が消えた。

　だが、渚の背後にあるものにきづいたとき、新たな衝撃が大地に走った。

「船……？」

　岩場の向こうにあったのは、数隻の巨大なタンカーだった。だが、どれもボロボロで、とても動きそうにない。数十年、もしかしたらもっと古いものかもしれない。

「幽霊船の墓場みたいね」

　渚が大地の思いを代弁する。まさしくそこは、墓場だった。

「どうして船があるんだ？」

「さあ……現実世界から引きずりこまれたのかもね」

　大だい地ちはごくりと唾つばを飲み込んだ。

　突然消息をたった船の話は昔からたくさんある。その何隻かは、魔の海に来てしまったのかもしれない。

　そのとき、灰色の岩場の奥に金色のものが見えた。

「あ――！」

　それは逃げたセイレーンだった。ゆったりと岩場に横座りし、優雅に髪を梳すいている。

「いたわね！」

　渚なぎさが棍こん棒ぼうを握りしめると、セイレーンに向かって駆け出した。

　岩場に乗り込むと、長い髪をなびかせながら勇ましく棍棒を振り回した。

「覚悟しなさい！」

　腰に手を当てて渚が叫んだ瞬間、ぐらりと足元の岩場が動いた。

「え!?」

　一瞬にして岩場が天に向かって、凄すさまじい勢いで隆起した。

「きゃあああ！」

　渚がバランスを崩し、海に落ちた。

「渚！」

　飛び込もうとした大地は、墨を溶かしたような海に、蜂はち蜜みつ色の頭が浮上するのを見た。

　渚が力強く波をかきわけ、元の岩場に辿たどり着く。さすが人魚のハーフ。

「いったい何なのよ！」

「見てみろ……」

　巨大な岩場がゆっくり方向転換をする。その上には、セイレーンが座ったままだ。

「なんで、あの女はあんなに平然と座っているの？　まるでくっついているような……」

　渚の言うとおり、大きく揺れ動く岩場に接着しているかのように、セイレーンの腰は動かない。ただ、上半身だけがぶらんぶらんと力なく翻ほん弄ろうされている。

　ぐわっと岩場の先端が巨大な口を開いた。その口からは、腹の底に響く咆ほう哮こうが迸ほとばしる。

「何あれ……亀かめ!?」

　渚がそう言うのも無理はなかった。岩場の先に飛び出した三メートルはあろうかという頭は、甲羅から出た亀の頭部にそっくりだった。

　全長ざっと十五メートル強、推定体重は十トン――タンクローリー並みの巨体を覆っているのは、ギザギザの尖とがった突起。

「もしや、ンデキデキか……」

「何言ってんの!?」

　大だい地ちのつぶやきに渚なぎさが目をむく。

「いや、巨大な亀かめのＵＭＡに『ンデキデキ』ってやつがいるんだが、あれはスッポンに似てるらしいからな。あの岩のような突起を見ていると、むしろワニガメに――」

　ゴツンと棍こん棒ぼうで殴られ、大地は吹っ飛びそうになった。

「何するんだ！」

「あんた、状況わかってるの!?　あいつは敵よ！　おそらく本体！」

「本体？」

　地響きを立てながらこちらに近づいてくる巨大な本体の背には、セイレーンが乗っている。

　渚がじりじり下がりながら口を開いた。

「セイレーンの伝説を思い出したの。岩場に座り、美しい声で船乗りを惑わせる――その美女が実は単なるエサだったら？　岩と見えていたのが実は本体で、獲物をおびき寄せては喰くっていた――そう考えられない？」

「なるほど……カエルアンコウみたいなものか！」

　あのセイレーンに知性はほとんど感じられなかった。ただ、歌を歌い、誘惑する機能しかないのかもしれない。

「カエルアンコウ？」

「頭部に疑ぎ似じ餌えをつけて、魚をおびき寄せて食うアンコウの仲間だよ」

「へえ……変な知識だけは相変わらず豊富ね」

　渚がぎゅっと棍棒を握った。

「逃げてもしょうがないわね……やってみるか！」

　助走をつけて、渚が岩場を蹴けった。

「ブチ壊れろ！」

　恐ろしい――いや、勇ましいかけ声と共に、本体に棍棒を振り下ろす。

　ガキッと鈍い音がし、渚が跳ね返された。本体の身体からだを覆う突起は、堅けん牢ろうな鎧よろいの役目を果たしていた。

「あっ！」

　渚が器用に空中で一回転すると、綺き麗れいに岩場に着地した。

　本体はまったく堪こたえた様子はない。頭部の岩が一部割れ、そこから黒い石が見えた。どうやらそれが目らしい。

　大地を見た瞬間、ぎらりとその目が貪どん欲よくに輝いた。よだれの垂れた口から、荒い呼吸音が漏れる。

　本体は明らかに“〝エサ”〟を見つけて興奮していた。

　ぞくっと寒気が背中を走る。健けん介すけに襲われそうになったときの数倍の恐怖がこみ上げた。信じられないほどの巨大な“〝捕食者”〟を目の当たりにしたのだ。

　本体がこちらに突進してきた。その漆しつ黒こくの目は、激しい飢き餓がと食欲に輝いている。どうやら獲物としてロックオンされたようだ。

「う、うわっ！」

　大だい地ちと渚なぎさはその勢い押され、険しい岩場を逃げた。真っ向からぶつかるには分が悪すぎる。

　岩を弾き飛ばしながら、本体が迫ってくる。

　不安定な足場でスピードが出ない。焦りが胸を焼く。

　がしっと硬いものが右足にはさまった。

「あっ！」

　大地はがっちり自分の足をくわえている本体を見た。シャッターにはさまれたかのような凄すさまじい圧迫感に、大地はうめいた。

「大地！」

　異変にきづいた渚が振り返る。その緑色の目が見開かれた。

「逃げろ、渚！」

　だが、渚は蜂はち蜜みつ色の髪をなびかせながら、まっすぐこちらに戻ってきた。あのじゃじゃ馬マーメイドが俺おれの言うことなんか聞くわけがない。

「このっ！」

　渚が本体の頭部を凄まじい勢いで連打する。魔ま獣じゆう具ぐが折れそうだ。

「大地を放せってば！　このこのこの!!」

　本体が煩わずらわしそうに目を細めたかと思うと、その首を振った。

　くわえられた大地の身体からだが反動をつけて渚に激突した。

「あっ！」

　油断していた渚が吹っ飛び、岩場に転がった。大地は足がちぎれるような痛みにうめいた。

「くそっ！」

　大地は右手を見つめた。この力――使えるだろうか。

　大地は辺りを見回した。こんな海に囲まれた岩場で使えそうなものといえば一つ――。

「大地！　待ってて！」

　渚がよろよろと立ち上がると棍こん棒ぼうを見た。

「ねえ、魔獣具！　起きて！　力を貸して！」

《懐かしいな……この空気。魔の海か……》

「ああ、もう！　懐かしがらなくていいから！　力を貸して！」

《では、儂わしの力を引き出すがいい。歌ってみせろ――ムダかもしれんが》

「わ、私の歌のどこがダメだっていうのよ！」

　あっさりと断られ、屈辱が渚なぎさの胸を焼いた。

《おまえはまだ一人前の人魚ではない》

「でも、私はもう十五歳よ！」

《体が成熟したところで、人魚の力を得られなければ同じことだ。親に教えてもらわなかったのか？　一人前の人魚になる必須条件を》

　――恋に目覚めたとき、人魚の力が使える――。

「恋……」

　渚が愕がく然ぜんとする。

《その通り。恋をしていない人魚など、ただの魚、ただの人間だ。未熟で無鉄砲なものは死ぬ。それが自然の摂理だ。愚かさを冥めい府ふで悔いるがいい》

　泣きそうに歪ゆがんだ渚の顔がこちらを向く。

　苦痛を堪こらえ、大だい地ちは笑みを浮かべた。

「大丈夫、なんとかする」

「何言ってるの！　あんたは普通の人間じゃない！」

　渚の目から涙がこぼれ落ちる。こんなにも取り乱す渚は初めてだった。

　そんな渚の姿に胸が熱くなる。

「俺おれにも――特技があるんだ」

「え？」

「この右手には、羅針盤が埋め込まれているんだ」

「ら、羅針盤？」

「そう。じいちゃんの物置にあった、古ぼけた羅針盤だ」

「!!」

「出てこい、羅針盤コンパス！」

　大地は右手に集中した。ズキンと心臓に痛みが走る。

　ピンチになると、使える磁力の能力。だが、飛んで来るのは空き缶やハサミ、小さく軽いもののみ。鉄パイプになると、転がせるくらいだ。

　だが、やるしかない！

　大地は巨大な幽霊船を見つめた。見るだけでその凄すさまじい重量を感じさせる。

　――来い。

　右手を大きく広げ、手のひらに羅針盤の力を集中させる。

　胸の奥から一本の線が腕を伝わって、手の先に伸びる感覚。

　そのとき、ふわりと金色のものが目の前に落ちてきた。

「！」

　本体の背中から、セイレーンが降りてきたのだ。

　セイレーンが大だい地ちの顔を両手に挟んだ。ゆっくりその顔が近づいてくる。

「ああっ！　あんた、何キスしようとしてるのよ！」

「バカ！　精気を吸う気なんだよ！」

　カエルアンコウと違い、エサを取ってくるのも疑ぎ似じ餌えの役目らしい。大地は必死に顔をそむけた。

「このっ！」

　渚なぎさが棍こん棒ぼうで本体の頭を叩たたく。ほとんどヤケだ。

　ギロリとセイレーンが渚を睨にらみ、向き直る。

「何よ、やる気!?」

　渚が棍棒をかまえた瞬間、セイレーンの拳こぶしが渚の顔面をとらえた。目にもとまらないスピードだった。

　渚がもんどりうち、岩場に叩きつけられた。

「渚！」

　戦闘力の桁けたが違う。確かに渚もある程度は強い。ザコなら魔物でも一撃で片付けられる。だが、魔の海の強力な魔物の前では、あまりにもか弱かった。

　唇から血を流した渚がゆっくり体を起きあがらせた。その顔は屈辱で歪ゆがんでいた。

「待ちなさいよ！」

　大地のところに戻ろうとしたセイレーンの肩をつかむ。

「もうよせ、渚！」

　裏うら拳けんが一発だった。たったそれだけで、渚の体はボールのように軽々はね飛ばされた。

　幼い子どもが巨漢のプロレスラーに挑むようだ。痛々しくて見ていられない！

　大地は必死で巨大な幽霊船を見つめた。

　頼む、動いてくれ！

　だが、タンカーはぴくりとも動かない。セイレーンが近づいてくるのが視界に入った。

　そのとき、セイレーンの歩みが止まった。その白く細い足首をつかんでいるのは、一本の手――もう立ち上がることもできない渚の手だった。

　自由な片足を上げ、セイレーンが無表情に渚の腕を踏みつけた。

「絶対、離さない！　大地のところへは行かせない！」

　血を吐くような叫びだった。がつっと今度はその顔が踏みつけられた。

「渚！」

　それでも渚の手はセイレーンの足首を握り続けていた。

　くそっ！　絶対にやってやる！

　大地は必死で右手に集中した。この魔の海の羅針盤――おまえならやれるはずだ！

　ぐいぐい頭を踏みつけられながら渚なぎさが絶叫した。

「絶対負けないんだから！　この私がこんな所で死ぬなんてありえない！」

　渚の腕から鈍い音がした。セイレーンが容赦なく、渚の手を踏みつけたのだ。

「ああああっ!!」

　渚が悲鳴を上げ、とうとう女の足首を離した。腕を折られたようだ。

「渚！」

　駆けつけてやりたい。だが、足は本体に食いつかれたままだ。

　セイレーンがニヤリと笑い、ゆっくり近づいてくるのが見えた。

　こんなところで死んでたまるか！

「羅針盤コンパス！　なんとかしろ！　おまえは俺おれの一部だろ!?　おまえもまだやりたいことがあるから、俺の体に寄生しているんじゃないのかー!!」

　手に火がついたように熱くなった。

「うあああ！」

　たまらず、大だい地ちは苦痛の叫びを上げた。生きながら手を焼かれているようだ。

　そのとき――

　ずずっ。

　鈍い地響きがした。

「あ……」

　幽霊船が揺れていた。動いている！

「来い！」

　大地は叫んだ。それは悲鳴に近かった。焼けるような痛みは今や全身に広がっていた。

　ゆっくりと、蝸牛かたつむりを思わせる動きで、打ち捨てられた巨大な幽霊船が動いた。

　波を押しのけ、幽霊船が徐々に近づいてくる。

　金髪がさらりと目の前に落ちてきた。女の熱い息づかいが顔にかかる。

「うあああ!!」

　大地が絶叫するのと同時に、波間を突き破って巨大な鉄の塊が岩場に乗り上げた。

　セイレーンが驚いたように飛びのく。

　伸ばした右手にぴたりと冷たいものが吸いつく感触があった。

　目の前にそびえたつ、巨大なタンカー。

　やってやる。自分の危険を顧みず、傷だらけの体に鞭むち打って戦った渚の姿が目に浮かんだ。今度は俺の番だ。

「うっあああああ！」

　大地は一気にタンカーを持ち上げた。

　右手に凄すさまじい力がかかる。こらえきれなかった。

　わずかだけ持ち上げられたタンカーはゆっくり傾き――本体の上に落ちた。

「ガアッ！」

　何万トンもの重量に苦痛の声を上げ、本体が口を開けた。足が自由になる。

　大だい地ちは必死で体を引きずり、その口から脱出した。

　やった！

　本体が力なく目を閉じる。口は開いたまま、とうとう吐息が聞こえなくなった。

　動かなくなった本体から目をそらし、大地は大きく息をついた。

　渚なぎさを助けに行かねば！

　焼かれるような足首の痛みを堪こらえ、大地は足を動かした。

　よろよろと立ち上がった大地の耳に、ずずっという鈍い音が届いた。

　本体がタンカーを乗せたまま、ゆっくり体を持ち上げていた。

　そんな――。

　斜めになった本体の背の上を、タンカーが滑り落ちていく。

　天まで届くような凄すさまじいしぶきが上がり、タンカーが轟音を上げて波間に突き刺さった。

　本体の黒い目が、ギラリと獰どう猛もうに輝く。

　ダメだ。まだ致命傷を与えられない！

　大地はがくりと膝ひざをついた。絶望が心を黒く塗りつぶしていく。

　渾こん身しんの力を振り絞った今、もう指一本動かす気力さえ残っていなかった。

「大地！」

　悲痛な叫びに、大地はかろうじて首をねじ曲げた。

　渚が立ち上がり、こちらを見ていた。

　自慢の蜂はち蜜みつ色の髪は乱れに乱れて、まるで燃えさかる炎のようだ。顔も腕も足も肌が露出しているところは傷だらけで血が流れていた。最も痛々しいのはぶらりと力なく垂れた右手だろう。その手が使いものにならないことは一いち瞥べつでわかる。

　だが、緑色の目は輝きを失っていなかった。いや、むしろ闘志に燃えてさえいた。

　これまで見たなかで一番ズタボロでみっともなくて、最高にかっこよくて綺き麗れいだった。

　今なら言ってやれる。

　心配するな、おまえが世界中で一番いい女だ。

　大地はゆっくり目を閉じた。

「大地！　死なないで！」

　渚の絶叫が遠くで聞こえる。

「絶対に倒してやるから！　歌えばいいんでしょ、歌えば！　あんたの魂を引きずり出してやるわ！」

　渚なぎさの口から飛び出したのは、勇ましくも麗うるわしい歌声だった。

　歌声は飛ひ翔しようする鳥となり、雲を切り裂き、一直線に大空を突き進んでいく――高らかに、その存在を、魂を、世界に響き渡らせる。

　くすんだ灰色の世界を、鳥の軌跡が光となって覆っていく。

　渚の歌声が世界を変えていく――。

　そのとき、ぐおっと強い風が吹いた。

　体が吹き飛ばされるような強風のなか、目を開けた大だい地ちは見た。

　灰色の空に浮かんだ、何十メートルもありそうな巨大な蛇を。

　ウロコにびっしり覆われたその身体からだは銀色に輝いていた。

　ワニそっくりの長い口から出る吐息は炎、鼻からは白い蒸気を噴き出している。

　獰どう猛もうな光を帯びた瞳ひとみはルビーのごとき真紅――。

「これが――魔ま獣じゆう具ぐの魔物なのか！」

　あまりに壮大なその姿に、大地はただただ見入った。

「レヴィアタン……」

　大地は伝説の海の怪物の名前を呟つぶやいた。英語読みではリヴァイアサン。旧約聖書のヨブ記四十一章に記されている、誇り高き獣の王そっくりだったのだ。

《小娘――よくやった！》

　歓喜と驚嘆の声が辺りに響く。

「行け！」

　渚の声に、空中を銀色の巨体がうねりながら突き進む。その口が大きく開き、無数の鋭い牙きばが露あらわになった。

“〝レヴィアタン”〟ががっぷり本体に食らいつくと、その硬い岩の体を軽々引きちぎった。

　決着は一瞬でついた。凄すさまじいばかりの破壊力だった。

　二つに裂かれた本体が力なく倒れる。弾け飛んだ岩が四方に飛び散った。

《やるな……小娘。あれが儂わしの在りし日の姿だ。おまえの能力が更に開花するとき、儂の真の力すら引きずり出せるだろう》

　本体の体をバラバラにすると、“〝レヴィアタン”〟は静かに消えた。

　拍手したいところだが、体が動かない。

　渚が駆け寄ってきた。

「大地、しっかりして！」

「あいたた！　痛いよ！」

　乱暴に揺り動かされ、大地は悲鳴を上げた。

「よくやったな、渚……。あんなすごい魔物を使役して……」

「あんたこそ、そんな力、隠し持っちゃって……船なんか持ち上げて……びっくりよ」

　渚なぎさが声を詰まらせる。その緑色の目には涙が浮かんでいた。

　大だい地ちはそっと渚の肩に手を置いた。

「俺おれのは……大した力じゃない。おまえが倒したんだ。さすが、人魚姫だな」

　渚がようやく微笑ほほえんだ。

「そうよ。人魚姫は無敵なんだからね！」



    

  
    
      



    

  
    
      
エピローグ





　翌朝、渚なぎさは顔をさすりながら登校していた。

　昨日、セイレーンとの戦いで顔をボコボコにされたときはどうしようかと思ったが、今朝起きたら、腫はれも引き、傷はほとんど目立たない。昔から治ち癒ゆ能力は並外れていたが、それでもホッとした。

　折られた腕も鈍い痛みがあるくらいだ。湿布だけ母に貼はってもらった。

　ダメージはほとんどない――はずだ。ただ、体調がおかしかった。

　なぜか、すぐに顔が火ほ照てるのだ。胸の動どう悸きもおさまらない。

　理由は不明だが、原因はわかっている。

　大だい地ちのことを考えるだけで、こんな奇妙な症状が出てしまうのだ。

　何となく、小説や映画で見た、“〝恋”〟の症状に似ている気がする。

　それに、魔ま獣じゆう具ぐの力を引き出したと母に報告すると、いきなりケーキを買ってきてお祝いされた。

　そして、『ようやく恋に目覚めたのね！　遅いから心配していたけど……相手は誰だれ？』と詰め寄られた。

　恋の相手――歌を歌ったときに脳裏に浮かんでいたのは大地だった。

　大地を助けたくて、彼を失いたくなくて、必死で声を振り絞ったのだった。

「まさか、ね。そんなことあるわけないじゃない！　あれはピンチだったから」

　大地は成績が飛び抜けていいわけでもなく、スポーツ万能でもなく、大金持ちでもなく、ハンサムでも長身でもない。

　突出しているのはＵＭＡの知識だけ。

　そんな普通の、いやちょっと変な男の子に、この麻生あそう渚が恋に落ちるわけがない！

「渚さん、おはよう」

　いきなり声をかけられ、渚は慌てて振り返った。黒髪をなびかせた小柄な少女が立っていた。

　思わず目を見張るような美少女。篠しの崎ざき朱あか里りだ。

「おはよう、篠崎さん」

　渚はライバル心をかけらも見せず、微笑ほほえんでみせた。朱里が無言で隣に並んでくる。

「昨日はタクシーで送ってくれたんですってね。ありがとう」

　朱里が静かに言う。魔の海から帰ったあと、ボロボロになっていたが、気を失っている朱里と純じゆんをタクシーに乗せて送っていったのだ。

「ううん、平気？」

「ええ……昨日のあれって何だったの？　純じゆん先輩の背中から女の人が出てきたけど……」

「そんなもの、見なかったわ。純先輩が急に気絶しただけよ」

　渚なぎさはさらっと嘘うそをついた。これくらい、お手のものだ。

「でも……」

「山やまノの上うえくんに聞いても、きっと同じことを言うと思うわ」

　大だい地ちには昨日、言い含めておいた。魔の海に関することは、二人だけの秘密にしよう、と。

　渚の毅き然ぜんとした態度に、朱あか里りはうつむいてしまった。

　渚はそんな朱里の横顔をまじまじと見つめた。

　本当に今まできづかなかったのが不思議なくらい綺き麗れいな子だ。まあ、私のほうが美人だけどね！

「「あの……」」

　同時に口を開き、渚と朱里は顔を見合わせた。

「ごめんなさい、篠しの崎ざきさん、どうぞ」

　笑顔で譲ると、朱里がおずおずと口を開いた。

「渚さん、大地くんと付き合ってないんだよね？」

「え？」

　朱里の表情は真剣そのものだった。

「それは……もちろんよ」

　本当のことだというのに、なぜか渚は言いよどんでしまった。

「篠崎さん、山ノ上くんのことが気になるみたいね？」

　やわらかく言ったつもりだったが、朱里の顔が厳しく引き締まった。

「うん。私、大地くんが好きなの」

　そのまっすぐな告白が、鋭く渚の胸に突き刺さった。

　なんで私、こんなに動揺しているの？

　うまく表情がつくれない。渚は朱里から顔をそらせた。

　あいつに彼女ができたら、ちょっと困る。ただそれだけよ。

　だって、朱里と付き合いだしたら、きっと一緒に帰ったりするだろうし、昼休みはお弁当を食べたりするだろうし。

　じゃあ、誰だれが私の話を聞いたり、ラーメンを食べに行ったりしてくれるのよ？

　頬ほおを上気させた朱里が苦しそうに胸を押さえた。

「だ、大丈夫？」

　思わず顔を覗のぞき込むと、頬を上気させた朱里が顔を歪ゆがめながら頷うなずいた。

「大地くんのことを考えると、胸がぎゅっと苦しくなるの」

「む、胸が苦しくなる？」

「ええ。ドキドキするの。顔も赤くなるし」

「か、顔が赤くなる!?」

　同じだ。自分とまったく同じ症状だ。

　これが恋――!?

「ちょっとごめんなさい！　私、用事があって急いでるの！」

　そう言うと、渚なぎさは思いきり走り出した。

　学校に入ると、誰だれもいないのを確かめ、校舎の陰で叫んだ。

「イヤアアア！　認めない！　初恋の人はかっこよくてハンサムで優しくて大人おとなで包容力があって経済力があって王子様みたいな人じゃないとイヤアアア！」

　渚の絶叫が校内の静けさを切り裂いていった。



　　　　　　　＊



　校門をくぐった大だい地ちは、校舎の陰から渚がよろよろと出てくるのを見つけた。

　目が合った瞬間、いつもは強気な光を帯びた緑色の目が揺れ、大地からそらされた。

「おはよう。どうした、顔色が悪いな……大丈夫か？　昨日の怪け我がか？」

「怪我は大したことないわ……。あんたは元気そうね……」

「ああ。昔っから、体は丈夫なんだ」

「ふーん」

　渚はなぜかうつむき加減で目を合わさない。どうしたのだろう。

「なあ、セイレーンをやっつけたけど、伊い原はら先輩たちは元に戻らないのかな？」

「ケース・バイ・ケースね。魔物の性質にもよるわ。もしかしたら戻らないかもしれないけど、きっとあの二人なら大丈夫。常人よりずっと強く健康な心と体を持っているから。また奪われたパワーを自然に取り戻していくわ」

「そっか……」

　大地はホッとした。

「また……魔物はやってくるのかな？」

　大地の問いに、ようやく渚が蜂はち蜜みつ色の髪をかきあげながら顔を上げた。

「きっと、ね。例の謎なぞの占い師の存在もあるし、戦いは避けられないでしょうね」

「おまえはもちろん……戦うんだよな？」

　渚の目に強い光が宿り、エメラルドのように輝いた。大地の好きな、凛りんとした目だ。

「当たり前でしょ！　私を誰だと思ってるの！」

「最強最悪、唯我独尊、喧けん嘩か上等の人魚姫、だろ？」

　からかうと、渚なぎさの目がつりあがった。

「何ですって！　才色兼備とか、もっと私に適した言葉があるでしょ!?」

　憤ふん怒ぬの表情を浮かべる渚に、大だい地ちは思わず顔をほころばせた。

　やっぱり、麻生あそう渚はこうでなくっちゃ。

「冗談はさておき、俺おれも及ばずながら力になるからさ。また潮しお騒さいが聞こえたら呼んでくれよ」

「あんたは単に、そのＵＭＡとやらを見つけたいだけでしょ！」

「まあ、それもあるけどさ」

　大地はまじまじと渚を見つめた。

　ふわふわ風に揺れる蜂はち蜜みつ色の髪、気の強そうな緑色の目、華きや奢しやな手足――どこからどう見ても、お人形のように綺き麗れいな少女。

　だが、彼女は町を守るために、魔物が支配する世界に飛び込んだのだ。

「……昨日はお疲れ様。おまえ、すっごくかっこよかったよ」

　何気なくそう言った瞬間、渚の顔が真っ赤になった。茹ゆでたタコ顔負けの赤さだ。

「ど、どうしたんだ？」

「な、何でもないわよ！」

　鞄かばんで顔を隠しながら渚が叫ぶ。

　思いがけない反応に、大地が呆ぼう然ぜんとしていると――そろそろと鞄の陰から渚が顔を出した。

「私に感謝してる？　命の恩人なのよ？」

「ああ、まあな」

「本当にそう思ってるなら、何かお礼をしようとか思わない？」

「……ケーキでもおごろうか？」

　渚の顔が不満げにぷうっと膨らんだ。食いたいものくらい、素直に言えばいいのに。

　笑いをかみ殺しながら、大地は言った。

「それとも、中なか森もりラーメンストリートがいいか？」

「まあ、あんたがどうしても私にご馳ち走そうしたいって言うなら、行ってあげてもいいけど！」

　渚の顔には堪こらえきれない笑みが浮かんでいる。

　わがままで乱暴で凶悪で意地っ張りの人魚姫。

　そんな彼女に守られて、今日も浜はま森もりの朝は平和に始まる。





了



    

  
    
      
あとがき





　ＭＦ文庫Ｊでは初めまして。城き崎ざき火か也やです。

『渚なぎさフォルテッシモ』を手にとってくださり、ありがとうございました！

　いかがだったでしょう？



「学園ラブコメにしよう！」とは思っていましたが、ここまでパワフルな話になるとは予想外でした（笑）。

　原因はもう明白。



　ヒロインを渚にしたから。



　この一言に尽きます。

　当初、ヒロインは大人おとなしい女の子でした。引っ込み思案で怯おびえた猫みたいな子です。

　しかし、全然動いてくれない……面白くない……。

　そんなこんなで、試しにちょっと元気のいい女の子にしてみたわけです。

　――したらば、思いきり暴走してくれました……こっちがびっくりするほど。

　書いていて楽しかったのですが、読んだ方の反応が気になるところです（笑）。



　タイトルはとにかく悩みまくりました。

　ボツ案を含めると百くらいは作った気がします。

　最初は『人魚』か『マーメイド』をタイトルにつけようと思っていたのですが、「これだ！」というものが出てこず、担当さんと案をキャッチボールする日が続きました。

　結局ヒロイン名をつけることにしたのですが、決定するまで長い時間を要しました。

「どういう意味なんだろう？」と思って読んで納得、のタイトルになっていればいいなーと思います。

　

　

　それでは最後に謝辞を。

　いろいろアドバイスをしてくださった担当様、編集長様、本の製作に携わってくださった皆様にお礼を。ありがとうございました！

　それから、イラストを描いてくださった桐きり野の霞かすむさま。キャララフが届いたとき、すごく感激しました！　特筆すべきはヒロインズ。めちゃめちゃ可愛かわいいです。ありがとうございました！

　

　そして読んでくださったあなたにお礼を！　楽しんでいただけたなら幸いです。

　

　順調にいけば二巻も出るかと思います。

　もっとラブコメしたいなーとか、もっと女の子出したいなーとか色々考えています。

　

　それでは、また！





二○○七年五月某日

城き崎ざき火か也や拝



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　城崎火也（きざき・かや）

　　東京在住。第９回ジャンプ小説大賞入選。

　　サメが大好き。今年こそ、サメがたくさんいるという大洗水族館に行きたいです。

　　著作に『ドラゴンクライシス！』（スーパーダッシュ文庫）、『ナイトクラス』（ジャンプｊブックス）、ノベライズに『D.Gray-man reverse』（ジャンプｊブックス）など。

　　ホームページ『キザキ回廊』

　　http://kizakikairou.blog63.fc2.com/



　イラスト

　桐野霞（きりの・かすむ）

　　はじめまして。南国在住のペンギン好き弟大好きの絵描きです。

　　月刊電撃「マ）王で「撲殺天使ドクロちゃん　りぴる」の漫画連載を中心にイラスト描きとしても活動中です。

　　よろしくお願いします。



    

  
    
      渚フォルテッシモ



著者名……城崎火也

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１１年８月31日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2007 Kaya Kizaki
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